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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　浜田よしかづ
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　序章







「申し訳わけありません、パルミュール殿どの。グードン方面の詳しよう細さいな徴ちよう税ぜい区分の書類はどこでしたかな？」

　丸っこく、腰こしの低い男が、頭を下げる。

「確たしか、第二資し料りよう庫この五番目の棚たなのはずだ。勝手に探さぐってくれ」

　そっけなく言い置くと、目の前の男は丁てい寧ねいに頭を下げてその場を辞そうとした。ふと、ついでの用を思い出し、扉とびらをくぐろうとする男の背せ中なかに声をかける。

「第二資料庫に行くならば、ヤスガルン方面の国こつ境きよう村むらの分ぶん布ぷ図ずを持ってきてくれ」

「ええ、わかりました」

　特に、命令を受ける必要もない関係のはずだが、目の前の丸っこい男は、柔にゆう和わな目を細くして、頷うなずきを返した。地味ではあるが仕立てのいい生き地じに包まれた背中が扉から出て行くのを確かく認にんした後、近くの机つくえで作業をしていた若わか者ものが笑えみを含ふくんだ声をかけてきた。

「……パルミュール記録官、グードン方面の書類は、確か第二資料庫の九番目の棚のはずですよ。それに、ヤスガルン山脈方面の資料は、第四資料庫ではなかったかと……」

　指し摘てきは、密ひそやかな笑みを含ふくんでいる。

　パルミュールと呼よばれた男は、かぁっと頰ほほに血の気を上らせた。すぐに指摘をしてくれればよいものを、と手元の書類をぐしゃりと握にぎりつぶす。

「ああ、いいえ、わかっているのですよ。我われ々われも」

　のんびりと、フォローのように見せかけた嫌いや味みが突つき刺ささる。

「パルミュール子し爵しやくの時代には、グードンの資料は第五の棚にあったのでしょう。もちろん、ヤスガルンの資料は同じ第二資料庫に」

　庇かばうような言葉の波には、侮ぶ蔑べつの粒りゆう子しが混まじっている。もちろん、過去にそんな事実はなかった。

　二十年ほど前の時代、ファンと呼ばれていた王国は、一人の冒ぼう険けん者しやによってオーファンという、このアレクラスト大陸でももっとも新しい国に生まれ変わった。

　政せい治じに不ふ慣なれな王を助けるよう、旧きゆう王国の貴き族ぞくや専せん門もん家かたちが、ほとんどそのまま王宮に起用された。しかし、貴族制せいはすでに廃はい止しされ、しがらみをなくした新しい国は、様々に有用な人物を登用する柔じゆう軟なんさを持っていた。そうなれば、かつての貴族の一人だという地位の優ゆう遇ぐうによって宮きゆう廷ていに出仕する存そん在ざいに対しての風当たりは、徐じよ々じよに強くなっていく。その風にころころと吹ふき転がされていくように、能のう力りよくのない者は、重要なポジションから転落していくことになった。

　その有様を、新しく出仕を許ゆるされた有能な若者たちは笑う。

　当然のことだと。

　今まで、自分自身の才覚に拠よらずに得た地位に護まもられていた、無能の末路だと。

　もちろん、そのような言葉が面と向かってくることはない。

　それでも、言葉の端はし々ばしが、彼を古い時代の遺い物ぶつだと嘲ちよう笑しようする響ひびきを帯びていた。

　何が悪いかと。その言葉を撥はね返すほどの覇は気きや才覚がなかったことも、彼にとっては不幸だったかもしれない。

　元貴族の一部には、上う手まく貯ためこんでいた財ざい力りよくで新しい王朝を助け、重要なポストに食いこむことに成功している者もいる。しかし、転落ぶりのはっきりしているパルミュール家には、何もできない。かつて、豊ゆたかに暮くらしていた邸てい宅たくも、今では借金のかた代がわりに家財ごと失った。妻つまと子こ供どもが逃にげなかったのは、奇き跡せきに近かったかもしれない。

　……昔は、我わが家か系けいから、副宰さい相しようを出したこともあるというのに……。

　何度となく、死んだ祖そ父ふから聞かされていた栄光に思いを馳はせた。旧ファンが倒たおれなければ、あのような連中、王おう城じよう・シーダーを直じかに見ることもできんような、貧びん乏ぼう人にんの小こ倅せがれのくせに……等と若い同どう僚りようたちを見下すという無む駄だな夢む想そうに時間を費やし、仕事の手をさらに鈍にぶらせる。

「失礼、パルミュール殿」

　目の前に、丸っこい中年の男が立っていた時には、心しん臓ぞうがひっくり返るかと思った。

　先ほど、用を言いつけた男だ。思ったよりも、早かった。資し料りようが見つからなかったからだろう、仕方がない……と納なつ得とくしかけた目の前に、一綴つづりの書類と地図関係が纏まとめて差し出される。

　彼が求めた、ヤスガルン国境関係の資料である。

「お待たせいたしました。頼たのまれていた資料です」

　そのまま深く頭を下げれば、机つくえの向こうに小こ柄がらな頭のつむじが見える。彼自身が必要だったグードン関係の書類は小こ脇わきに抱かかえられており、その資料には、棚の番号が振ふられていた。「９」と。

　なんと声をかけるべきか、労ねぎらうべきか、謝あやまるべきかと逡しゆん巡じゆんしているうちに、同どう情じようめいた声が、奥おくの机から掛けられた。

「フラボノ殿、大変だったでしょう、資料を探すのは」

　優やさしげな言葉には、見えない棘とげが含まれている。

「いいえ。さほどでも」

　フラボノと呼ばれた丸っこい男は、柔にゆう和わな表情を崩くずさないままに答える。

「……あ、その」

　すまない、とかけようとした言葉は、資料を差し出す荒あれた手のひらが目に入った瞬しゆん間かんに、途と切ぎれてしまった。身体からだと同じく丸っこい指だが、節が立ち、皮が分ぶ厚あつくなった手のひらだった。土いじりをする手だ。自分の日焼けを知らない手とはまったく違ちがう。貧まずしい農村の出身だったと、風の噂うわさに聞いたことがある。この男も、内心で自分を笑っているのだろうか。

「それでは、失礼いたします」

　特に様子を変えることなく、フラボノは一礼すると机の前から去っていく。

　喉のどにつっかえたままの謝しや罪ざいが、酷ひどく苦しい。

　何一つ、謝罪も礼も述のべなかった彼に、周囲の視し線せんは冷たかった。

　自分が狭せまく苦しい壁かべの中に取り籠こめられてしまったような気がした。王城・シーダーの執しつ務む室しつは広く、快かい適てきなはずであるのに。

「……パルミュール子爵、よろしいでしょうか」

　また作業の手を止めて、暗く重苦しい気持ちに捕とらわれていた男に、年とし若わかい少年の、明るい声が掛かる。洒落しやれた封ふう蠟ろうを施ほどこした手紙をさしだす若い顔を、彼は知っていた。よく知る貴き族ぞくの侍じ従じゆうである。

　手て渡わたされた、小さな筒つつ状じように丸めた羊皮紙には、一文。




『君の苦く境きようを救いたい。かつての権けん勢せいを取り戻もどすために、君にあの地図を返そう』




　主人の下もとに来て欲ほしいと請こう少年へと、男は一も二もなく頷うなずいた。







　第一章　依頼人の親父おやじ







　アレクラスト大陸。《始原の巨きよ人じん》から生み出された五大神に守しゆ護ごされる広大な大陸である。人間たちと、しなやかなエルフ、頑がん強きようなドワーフ、そして陽気なグラスランナーなどの亜人が、ともに暮くらす大地、その西方に、オーファンと呼よばれる新しん興こう国こくがある。

　それは、かつて一冒ぼう険けん者しやであった戦士が、竜りゆうに狙ねらわれた美しい王おう妃ひを救うことによって、王となったという、冒険者という人種のある種の夢ゆめを具ぐ現げん化かさせた国である。

　冒険者たちは、誰だれもがその輝かがやかしい成功にあやかりたいと願い、一ひと目めその成功の証あかしである国を見たいと、足を向けるものも少なくない。




　そのオーファンの王都・ファンに、《青い小こ鳩ばと亭てい》という名の冒険者の店があった。

　青く塗ぬった鳥の看かん板ばんを掲かかげ、二階建ての建物の一階は酒場、二階は宿屋という造つくりの標ひよう準じゆん的な宿屋だが、普ふ通つうの旅人が対象ではなく『よろず揉もめ事引き受け屋』ともいえる冒険者たちに仕事を斡あつ旋せんするために経けい営えいされている。料理上手な五十絡がらみの主人夫ふ妻さいが営いとなむその店の常じよう連れんには、徐じよ々じよに名物となりつつある一組の冒険者グループがあった。

「マウナー。ボク、いつものー」

　賑にぎわう酒場のテーブルの一角で、額ひたい当あてをした年若い少年がぶんぶんと勢いきおいよく手を振ふっている。つんつんと尖とがった黒い硬かたそうな髪かみに、白く軽い革鎧レザー・アーマー。テーブルにつくまでの気配をほとんどの客に悟さとらせない軽い身のこなしは、おそらく盗賊シーフの技わざを身に付けているのだろう。

　賑わいはじめたテーブルのあちこちをすり抜ぬけるようにして、エールのジョッキを回かい収しゆうしていた給きゆう仕じの娘むすめが一度振り返り、指先でＯＫサインを出した。それを確かく認にんして、少年は伸のび上がっていた姿し勢せいを戻す。

　テーブルには、ドワーフが一人同席していた。

　ドワーフという種族特有の、ずんぐりむっくりとした体形に、頑がん丈じようそうな身体つき。勇ゆう気きを尊とうとぶ戦神・マイリーの聖せい印いんをつけた盾たてと、赤い房ふさ飾かざりのついた兜かぶとを脇わきに置き、すでにジョッキをいくつか空にしている。整えた髭ひげの奥おくの瞳ひとみは穏おだやかで老成している……ように見えるが、日に焼けた肌はだは十分に若わか々わかしい。本来は若者と表ひよう現げんしてもいいのだろう。

「……その、浪ろう費ひ癖ぐせはどうにかならんのか、クソガキ」

「ガルガドだって、山のようにエール飲んでるじゃん。目の前にたいまつ翳かざしたら、火が吹ふけるんじゃない？」

「わしは大道芸人か」

「飲み代しろくらい、稼かせげるかもよ？」

　いそいそと周囲にたいまつを探さがそうとする少年に、ガルガドと呼ばれたドワーフは不ふ機き嫌げんそうに、ふんと鼻を鳴らした。

「お待たせ、ノリス」

　軽かろやかな声と共に、給仕姿すがたの娘がテーブルに料理の皿を置いていく。

　一人では食べきれないであろう程ほどのボリューム、かつ量の皿が並ならぶ。

　野菜をたっぷりと浮うかべ、ほかほかと湯気を立てた深皿のシチューに、マナール湖で獲とれた大きな魚のパイ包みに温野菜が添そえられたもの。籠かご一いつ杯ぱいのパン。油で揚あげた鳥肉にスパイスを効きかせたものに、とろりとしたちょうどいい半はん熟じゆく加か減げんの卵たまごで、炒いためた野菜や肉を包み込んだオムレツ。

　そんなものが円まるいテーブルに所狭せましと並べられていく。

「相変わらず、景気いいわね、ノリス。これだから、お金に苦労したことのないボンボンは……」

　自分で運んできた食事をノリスと呼ぶ盗賊シーフの前に並べ終わり、ふぅ、といささかあきれた様子で給仕の娘は溜ため息いきをつく。働く時には邪じや魔まになるのか、よく手入れされた金色の髪は三角巾きんで纏まとめられ、ひょこんと飛び出したハーフエルフの証あかしである尖とがり耳が、尚なお更さら目立っていた。

「なくなったら、稼ぐ。稼いだら、そのご褒ほう美びに、一杯使う。それで、なくなったらまた稼ぐ」

「それって、グラスランナーっぽい価か値ち観かんだと思う……」

　揚げた鳥肉を頰ほお張ばりながら、ノリスがはっきりとしない口調で綴つづる言葉に、ハーフエルフの給仕は肩かたを竦すくめた。

「すぐに望んだ仕事がわしらに降ふってくるとも限かぎらんのだ。金は計画的に使え。一切れもらうぞ」

　さりげなく鳥肉を一切れ失しつ敬けいして、ガルガドはそれを口に放ほうりこむ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。だって、今日、ここにヒースが依い頼らい人にんを連れてくるんでしょ？」

「うーす。よう、早いな暇ひま人じんども」

　けろりとした口調のノリスの言葉に、ぞんざいな挨あい拶さつの声が被かぶさった。

　特に驚おどろく様子はなく、失礼な言葉も今更であるらしく、そのテーブルを囲んでいたガルガド、ノリスそして給仕のハーフエルフ、マウナがそちらへと視し線せんを向ける。

　そこに立っていたのは、淡あわい色の髪を首の後ろで一つに纏め、魔術師ソーサラーであることを示しめす杖つえを手にした長身の若者だった。ヒースクリフ・セイバーヘーゲンという名であることを、テーブルの三人はよく知っている。

「わしらが早いんじゃなく、お前さんが遅おそかったんだ。見ろ、クソガキですらすでに席に着いておる」

　そうだそうだと言いたいノリスは、今はアツアツのシチューの具を口に入れてるせいで、言葉を発せない。

「はっはっは。まあ、過すぎ去った時間はどうしようもない、我われ々われは若い、未来に向かって歩くべきではないか諸しよ君くん」

　大おお仰ぎような仕草で肩を竦め、ヒースと呼よばれた青年はわずかに立ち位置を斜しやに変えた。そうすることで視界が開け、彼の後ろに誰かが立っていることがわかる。全員の観察の視線が、その後ろの見覚えのない姿に注がれた。

　一人の男が、そこに立っている。

　一見して身なりは悪くない。やや古めだが、上じよう質しつのものを身につけている。中肉中ちゆう背ぜいというよりはやや小こ柄がらで、年代は中年過ぎくらいだろうか。若じやつ干かん心もとなくなりはじめた白髪しらがまじりの茶色い前髪を、ボリュームを持たせるように整えることで補おぎなっている。

「……彼らが、君の、仲間かね？」

　どことなく鼠ねずみを思わせるような男の灰はい色いろの目が、少々胡う乱ろんげにテーブルの若者たちを映うつし、ふん、と鼻を鳴らした。

「随ずい分ぶん、若わかいんだな」

　給きゆう仕じ姿の娘むすめは耳の形を見るにハーフエルフだろう、それゆえ見かけどおりの年ねん齢れいだとは限らないが、二十歳前後に見える。

　ドワーフも見た目で年齢はわかりにくい種族だが、一時も休まずに食事を咀そ嚼しやくしている少年に至いたっては、十代半ばほどだ。雰ふん囲い気きからして、成人しているかどうかも怪あやしいほどである。

　彼をこの冒ぼう険けん者しやの店につれてきたヒースクリフという若者も、二十歳よりも上ではありえない。……所作はどことなく親父おやじくさかったが。

「まあ、若さは未み熟じゆくさに繫つながりますからな。そう簡かん単たんに信用できないことは、重々承しよう知ちしておりますぞ。……どうぞ」

　自分の隣となりの椅い子すを引き、ドワーフのガルガドが、男に席を勧すすめた。さりげなく、その引かれた椅子に、ヒースが腰こしを下ろそうとして、容よう赦しやなく蹴けりを入れられている。

　余よ程ほどタイミングが良かったのか、ごろごろと店の隅すみまで転がっていき、他の客に迷めい惑わくをかけているが、そんな仲間の様子を視界の隅にも留とめず、マウナが改めて椅子を引いて男だん性せいを促うながした。

「はじめまして、マウナ・ガジュマと申します。普ふ段だんはこの店で働いてますけれど、冒険者の端はしくれです」

　にこにこと、接せつ客きやくに慣なれた愛あい想そのいい笑えみを浮うかべながら、ハーフエルフは一礼した。掌てのひらでテーブルに着く二人を交こう互ごに示す。

「こちらのガルガドは、見てのとおりマイリーの神官戦士で。そして、こちらがノリス・ウェストイック。手先が器用で、時々便利なんですよ、これでも。あ、エールをどうぞ。気持ちが解ほぐれますよ」

　マウナは人当たりの良い笑顔で二人を紹しよう介かいし、着席した男性へとエールを勧める。しかし、ちゃっかりと伝票は別にしているあたり、奢おごる気はないようだ。

「ついでに、ご存ぞん知じだとは思いますが、あっちでうっかりとおばちゃんにぶつかって、頭からシチューを浴びてる性しよう悪わるの魔術師が、ヒースクリフ・セイバーヘーゲンです。皆みな、ヒースと呼んでますけど」

　忙せわしい店内で、転がっているヒースに気付かなかった店の女将おかみにつまずかれ、シチューを浴びているヒースは、今は仲間たちのやりとりに意い識しきを向ける暇ひまもない。女将シャナにぽんぽんと勢いきおいよく叱しかられている有様に気付いて、一いち応おう原げん因いんとなったガルガドが、見かねて謝しや罪ざいに席を立つ。

　テーブルに着いた男は、少し落ちつかなげにその様子と一行を順じゆん繰ぐりに眺ながめ……そして、一つ咳せき払ばらいをした。

「君たちは、その、四人組の冒険者という訳わけかね？」

「あ、いえ、もう一人いるんですよ。でも、今夜は神しん殿でんのお勤つとめが長引くって連れん絡らくが入ってて」

「来たら、すぐわかると思うよ。目立つから」

　魚のパイ包みを半分ほど平らげ、まだ食しよく欲よく旺おう盛せいらしいノリスが、悪戯いたずら坊ぼう主ずの笑みを浮かべる。

「目立つ？」

「そ。遠くからでも、絶ぜつ対たいわかるから。で、おっちゃんの名前は？」

　男は少々困こん惑わくした顔をしつつも、気を取り直したように、上着の襟えりをピッと立て直した。

　初対面の人間をおっちゃん呼ばわりする失礼を咎とがめるよう、マウナがノリスを軽く肘ひじで小こ突づいている。そうこうするうちにガルガドが再ふたたびテーブルへと戻ってきた。

「私の名前は、エルンスト・パルミュール」

　重々しく、厳おごそかにそう告げて。男……エルンストは、一度言葉を切り、三人の反はん応のうを窺うかがうよう視し線せんを向けた。その中には隠かくしきれない自じ慢まんと、期待の表ひよう情じようが浮かんでいたが……きょとんとした表情を向ける三人からは、期待する反応を得られなかったからか、かくりと肩を落とした。

「パルミュール子し爵しやく家は、ファンの時代から続く名家でな。今も、宮きゆう廷ていのほうへと出仕している」

　言いながら、もう一度ピンと上着の襟を扱しごくように整えた。

　返ってきた反応は、なんとも気の抜ぬけた「はぁ……」という、ドワーフの相あい槌づちだけであった。

「君たちのほうへと出向いたのは、君たちがハーフェンの弟で子しの冒険者だというからだ。まあ、落ちぶれたとはいえ、かつての友人の顔を立ててやってもいいと思ってな。普ふ通つうならば、呼びつけるところだが、たまには街に出向き、こういった庶しよ民みんの生活を見るのも悪くはない」

「そ、それはどうも……」

　最初に、げんなりとした表情を浮かべたのはマウナだった。型通りの言葉で、引き攣つった愛想笑いをコーティングする。

　ふん、と得意げに鼻を鳴らし、エルンストは微び妙みように胸むねを張はった。

「で、そのパルミュール家の方が、ヒースの恩おん師し経けい由ゆで、我われ々われ冒ぼう険けん者しやに何のご依い頼らいですかな？」

　表面上は特に何の反応も浮うかべず、ガルガドが先を促うながそうとする。ノリスは特に何も考えていないようで、喉のどの奥おくに刺ささった魚の小こ骨ぼねを取ろうと苦労していた。

「うむ、そのことだが……。ん？」

　……がしょん、がしょん。

　エルンストは、ふと遠くから聞こえてくる耳みみ障ざわりな金きん属ぞく音に気付き、首を傾かしげた。

　がしょんがしょんがしょんがしょんがしょん。

　それはだんだんと近づいてくる。

　馬の蹄てい鉄てつの音にしては奇き妙みようだと思いつつ、そんな些さ細さいなことで動どう揺ようしているということを悟さとられるのは嫌いやで、エルンストは、平静を装よそおってテーブルの冒険者たちへと向き直った。

「あー、きたきた、イリーナだ」

「今日も、ご機き嫌げんみたいね」

「うむ、足音が弾はずんでおるの」

　同じ音に気が付いているらしい、ハーフエルフもドワーフも。そして額ひたい当あてをつけた少年も気楽そうに笑いあっていた。

「……は？」

　その様子に、エルンストの口が半開きになる。

「最後の一人がきたようだの。どうやら本題には間に合ったようじゃ」

　整えた髭ひげを指でしごきながら、ガルガドがにやりと笑う。

「こんばんはー！」

　バン、と年季の入った店の扉とびらが、勢いよく開け放たれた。扉は反対側の壁かべに当たって、びりびりと震ふるえる。

　明るい店内、扉の形に切り取られた夜を背はい景けいにして浮かび上がるのは、分ぶ厚あつい白い甲かつ冑ちゆうだった。

「やほー、マウナー、ノリスー。あ、今日はガルガドさんもいる」

　そこから上がる声は、明るく屈くつ託たくのない少女の声だ。分厚い籠こ手てに包まれた手を、こちらへと向けてぶんぶんと振ふりたくっている。

　大きな甲冑に埋うもれるようにして覗のぞいている顔は、まだ年若わかい少女だ。十五か六か。

　茶色い髪かみに、同色の瞳ひとみ。よく陽ひに焼けて健康そうな風ふう貌ぼうだが、健康にも限げん度どというものがある。分厚い板金鎧プレート・アーマーで全身を包み、さらに背せ中なかに身の丈たけほどもある幅はば広ひろの大剣グレートソードを背負うほど……というのは、性せい別べつ女性としては、何か間ま違ちがっているような気がしてならない。そして、さらには常じよう人じんには引けそうもない長弓に、巨きよ大だいな棍こん棒ぼう。腰こしには唯ゆい一いつ少し華きや奢しやな細工の両りよう刃ば剣けんを差し、反対の腰のあたりに少女の拳こぶし五つ分はゆうにありそうな岩がひとつ。布ぬので巻まかれて装そう備びされている。

　力自じ慢まんの大人でも、まともに着て歩くことが難むずかしそうなその板金鎧プレート・アーマーの胸のあたりには、正せい義ぎと秩ちつ序じよを司つかさどる至し高こう神しん・ファリスの聖せい印いんが揺ゆれていた。

　その奇妙ないでたちで、街の通りを闊かつ歩ぽしてきたのだろうと想そう像ぞうし……エルンストは思わず絶ぜつ句くした。

　少女の顔を装備した甲冑お化けは、迷まよわずに一行のテーブルへとやってくる。

　荒あらくれの冒険者たちを迎むかえるために、普ふ通つうよりも頑がん丈じように建てられているはずの《青い小こ鳩ばと亭てい》の床ゆかが、彼女の一歩ごとに微妙に揺れているように感じられるのは、気のせいだろうか。

　啞あ然ぜんとしたエルンストの目の前を、巨大な鉄てつ塊かいは、軽かろやかに横切っていく。そのたびに、がっしょがっしょと武ぶ器きや鎧よろいの擦こすれあう音がした。

「イリーナ、店にくる時まで、その完全装備で来るの、いい加か減げんにやめない？」

「えー？　ダメ？　この格かつ好こう、身が引き締しまるんだけど」

　お気に入りの服を貶けなされた少女のように、イリーナは、唇くちびるを尖とがらせて自分の板金鎧プレート・アーマーの首回りをちょっと指で摘つまんだ。

「はっはっは、イリーナ。ここは安やす普ぶ請しんなんだぞ。小こ粋いきなステップに見せかけた、お前の体重という名の攻こう撃げきに、床が耐たえられるわけないじゃないか」

　浴びたシチューを拭ふき取ってきたらしく、まだ微妙にべとべととしたままのヒースがテーブルへと戻もどって来る。無む駄だに清すが々すがしい笑え顔がおだが、目め尻じりにはちょっぴり涙なみだが滲にじんでいた。誤ご魔ま化かすためか、単たん純じゆんにざっと搔かき上げたためにそうなったのか、髪がすべて後ろに撫なでつけられている。

「……ヒース兄さん、何だかいい匂においです」

「ふ、ファンでの流行の最さい先せん端たんだ。ちょっとオシャレだろう、髪のセットにミルクとハーブをふんだんに使うのだ」

「時間が経たつと、すごく臭くさくなるから、真ま似ねするんじゃないわよ、イリーナ」

　キラキラとした瞳でヒースを見上げていたイリーナの肩かたに、マウナがポンと手を置いた。

「頭から、バリバリと齧かじれちゃいそうな匂いです……」

「……イリーナ、ノリス君が鳥肉の空揚げを一つ恵めぐんでくれるそうだから、その獣けもののような素す敵てきな食しよく欲よくを秘ひめた瞳で俺おれ様さまを見るのは止やめてくれなさい」

　じわりと額ひたいに冷や汗あせを浮かべ、ヒースは無言でノリスに合図をする。まだ豪ごう勢せいな食事を続けていたノリスは、ん、と頷うなずくと「あーん」と大きめの空揚げをフォークに突つき刺さしてイリーナの目の前に翳かざす。

　イリーナは躊躇ためらいもなく、ぱくっとそれに齧りつき、機き嫌げんよく咀そ嚼しやくした。

「おいしー。ファリス様、本日の糧かてを与あたえてくださることに感かん謝しやいたします」

　満面の笑みを浮かべながら、イリーナの無ぶ骨こつな籠こ手てに包まれた手が、祈いのりの形を作る。それを見ながら、額当ての少年がわざとらしく肩かたを落としてぼやいた。

「その恵みをもたらしたのは、ファリス様じゃなくってボクだと思うんだけどなあ」

「……あ、あの。失礼だが、その……」

　やや、呆ぼう然ぜんとした表ひよう情じようでその様子を眺ながめていたエルンストが、何事もないようにエールのジョッキを傾かたむけているガルガドへと、おそるおそる声をかけた。

「ああ、依い頼らい人にんの前で申し訳わけない。この連中は普段から、こんな調子でしてな。いや、お恥はずかしい」

　口ではそう言いつつも、ドワーフには一向に恥じた様子は見られない。まだ若わかい年代だろうに、父親のような達観、あるいは諦てい観かんしたような色合いが瞳に浮かんでいる。

「おお、そうだった。うちの先生から紹しよう介かいされた、元々ええとこの出身のエルンスト・パルミュールさんとかいう人だ」
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　連れてきた本人であるはずのヒースが、ようやくそれに気付いて、あらためて男を紹介した。エルンストは、何か言いたそうに、もごもごと口籠ごもったが、はっきりとした言葉にはならなかった。

「わかっとる、さっき紹介しあったばかりだからの」

「ん？　ああ、そうだったか？」

「わたし、まだ伺うかがってません！」

　生徒のように、空いた席に座すわったイリーナがピンと手を伸のばして挙手をする。

「けれど、お名前を伺うときには、まずこちらから名乗るのが礼れい儀ぎです。イリーナ・フォウリーと申します。ファリス神しん殿でんでお勤つとめをしていたために、ちょっと遅おそくなってしまいましたが、お困こまりとあらば、誠せい心しん誠意、手助けさせていただきたく存ぞんじます、どうぞよろしくお願いします」

　イリーナはテーブルに打ち付ける寸すん前ぜんまで、丁てい寧ねいに頭を下げた。

　エルンストは、それに釣つられそうになり……慌あわてて、胸を張はりなおす。雇こ用よう者しやが、そう簡かん単たんに冒ぼう険けん者しや風ふ情ぜいに頭を下げるべきではないと思ったような動きだ。

「さて、では依頼のほうを詳くわしくお訊きかせいただけますかな？」

　ようやく全員が落ち着いてテーブルを囲む。

　酒場の喧けん騒そうに、声は幾いく分ぶん大きめにしなければ聞こえにくい。ヒースの補ほ足そくするような言葉も、普ふ段だんよりは少し大きな声になっていた。

「俺が、導どう師しのほうから聞いてるのは、あんたが持ってる古い地図の探たん索さくを手伝ってやれっていうことだったよな」

　自分で注文したエールのジョッキに口をつけながら、若い魔術師ソーサラーは確かく認にんするようエルンストへと視し線せんを向ける。

「ああ、そういうことになる……古代魔ま法ほう王国時代の、財ざい宝ほうが隠かくされているという遺い跡せきの地図で……」

「え、地図？　どこの地図？　見せて！」

「そこに、何か、あるんですか？」

「……目的地まで、往おう復ふくどのくらいかかるかしら。保ほ存ぞん食しよくの準備が、大変そうね」

　エルンストが一つ頷うなずくと、一気に冒険者たちが騒さわがしくなった。

　ノリスなど、地図をどこに隠してるのかと言いたげに、ぱたぱたと素す早ばやく彼の衣服を探さぐってきたほどだ。

　硬こう直ちよくしたようになった依頼人の様子に、ガルガドが見かねてノリスの首根っこを捕つかまえ、引き離はなした。

「大人しくしとれ、クソガキ。最後まで依頼人の話を聞かんか」

　ぽい、と荷物のように、もとの席へと放ほうり出す。

「失礼。こいつら、実はそういった宝たから探さがしの話を受けるのは初めてのことでしてな」

「……は？」

　申し訳なさそうに頭を下げるドワーフの言葉に、エルンストは顎あごを落としそうになる。

「な、何をいってるんだね、冗じよう談だんはよしたまえ。……私は、君たちを、名を上げ始めた冒険者と聞いてだね……」

「冒険者の名が上がるのは、よほど大きな宝を手に入れたか……または、人様のお役に立てた時というのが相場でしての」

　ガルガドは整えた顎あご鬚ひげをしごきながら、顰しかめ面づらを作る。

　冒険者とは、一定の職しよくにつかず、自身の才覚によって、かつて隆りゆう盛せいを誇ほこった古代魔法王国時代の遺跡に潜もぐり、様々な価か値ちのある宝物や魔法の品物を手に入れることで一いつ攫かく千金を狙ねらう、宝探し屋のことを指すことが多い。しかし、冒険者に求められる仕事は、そればかりではなかった。

　ドワーフの神官戦士は、無骨な笑えみを浮うかべ、言葉を続ける。

「生あい憎にくと、わしらの仕事は大たい概がいが、護ご衛えいや使い走り、どこそこに出たというモンスターを倒たおしに行くことが多いものでしてな。まあ、主にそういった、何でも屋的な依い頼らいでの信用を得ているのです。もっとも、仕事の選えり好みをする気はないので、問題はないのですが」

「おかげで、こっちの溜たまり具合がねえ」

　隣となりに座すわるノリスが、にやりと笑って指先で丸を作った。金、と言いたいのだろう。それでも、彼がとっている食事は豪ごう勢せいなものだ。

「ノリスの経けい済ざい観かん念ねんは壊こわれてますから」

　テーブルの料理の品数に視線を走らせたエルンストに気付いたらしく、一いつ緒しよにしないで欲ほしい、と言いたげに、ハーフエルフのマウナが肩かたを竦すくめた。

「ま、まあいい……お前たちには、ヤスガルン山脈の、とある遺跡に眠ねむる宝の捜そう索さくに携たずさわってもらう。この地図は、かつてパルミュール家が所有していたものである。様々な経けい緯いを経へて、一時手放さなければならなかったが、確たしかなものだ」

　気を取り直すと、自じ慢まんげに、やや膨ふくらみかけた腹はらを突つき出すようにして、エルンストは懐ふところから一枚まいの地図を取り出した。

「ちょっと失礼」

　その装そう丁ていと中身を確認しようと、何気なくヒースが手を伸のばすが、持ち主は慌ててそれを懐に仕し舞まう。

「な、何をするか！　無礼者め」

「何って、ちょっと確認させてもらおうと……偽にせ物ものの可か能のう性せいもあるだろうし」

　窘たしなめられて、ヒースが目を丸くする。

「パルミュールの資し産さんに疑うたがいを持つのか、この庶しよ民みんが！　本来ならば、お前たち風ふ情ぜいが手にとるどころか、目にすることも出来ん、宝だぞ！」

「まあ、本ほん棚だなの肥こやしにされてれば、目にする機会もないけどな」

　ヒースは行き場所を無くした手で、ばりばりと淡あわい色の髪かみを搔かき毟むしっている。

「そういう意味ではない！」

　常人よりも幾いく分ぶん広い面積の額ひたいを真っ赤にして、エルンストは金切り声を上げた。

「まあまあ、落ち着いてくだされ、エルンストさん」

　幾分うんざりとした声で、ガルガドが宥なだめにはいる。

「こちらとしても、地図を見せていただかなければ、探索のお手伝いも難むずかしいところでしての。何しろ、どのくらいの拘こう束そく期間になるか、危き険けん度はどのくらいなのか、色々準じゆん備びや裏うらづけの必要も出てきますので」

「……場所は、ヤスガルン山脈だ」

　順を追って説明しようとするガルガドの言葉を遮さえぎるように、エルンストは重々しい声を作った。

「お前たちに見せて、旅慣なれない私を出し抜ぬかれても困こまるからな。この地図は、遺い跡せきに着いてから見せることにする」

「わたしたちは、そんな依頼人を騙だますようなずるいことはしません！　ファリス様に懸かけて誓ちかいます！」

　もっともではあるものの、信用のない言葉に、イリーナは不満そうに抗こう議ぎする。子こ供どものように頰ほほを膨ふくらませ、どん、と一度テーブルを拳こぶしで叩たたいた。あまり力を入れているようには見えなかったが、テーブルの上の料理が皿ごと揺ゆれる。

　その力加か減げんに、少女が怒おこったのだろうかとエルンストは一いつ瞬しゆん身を竦すくめるが、周囲の仲間は涼すずしい顔だ。マウナなど、乱みだれた料理の盛もり付けを慣れた手つきで直している。

「と、ともかく、地図はすでに本物と鑑かん定ていされている。私は、お前たちがその探たん索さくの役に立つ気があるのかどうかを聞きたいだけだ！」

「鑑定って、どこでだ？」

　テーブルに頰ほお杖づえをつきながら、ヒースが問い掛かける。

「……魔ま術じゆつ師しギルドだ。それだけでなく、私の知人が、由ゆ来らいや詳しよう細さいを調べてくれてな」

　少々得意げに、エルンストはフンと鼻を鳴らした。どうだ、文もん句くはなかろうと言いたいらしい。

「報ほう酬しゆうは、五千ガメル。働きによっては、もう少し考えてやってもいい」

「五千！　一体どこからそんなお金が出るんですか⁉」

　悲鳴のような、大きな反はん応のうを返したのは、給きゆう仕じ姿すがたのままのハーフエルフだった。崩くずれた鳥肉を、いかに綺き麗れいに盛り付けるかに集中していたらしい彼女は、その金きん額がくを耳にした瞬間、あっさりと現げん実じつへと戻もどってきた。瞳ひとみが輝かがやいている。

「てゆーか、あたしたちに、それだけの価か値ちがあると？　ああっ、尊そん大だいで嫌いやな感じのオヤジだけど、よろけた振ふりして、エールのジョッキを頭にぶっ掛かけてやろうかと一度は思ったけれど、あなたはいい人だわエルンストさん！　ええ、そう思ってみれば、その前まえ髪がみの後こう退たい加か減げんもとってもキュート！」

　失礼極きわまりないことを口にしつつ、マウナは有う無むを言わせず、エルンストの両手をとり、ぶんぶんと上下に振ってくる。これだけまとまった報酬が、最初に約束されていることは、彼らの間では実に稀まれなことだった。

「な、何なんだ、貴き様さま……」

「しかも、働きによっては臨りん時じボーナス？　ええ、任まかせてください、きっと倍額払はらっても惜おしくない働きをさせていただきましょう！」

「……まあ、そこの、金に目の眩くらんだ赤せき貧ひんハーフエルフは置くとしてだ」

　マウナに振り回され、目を白黒させた依い頼らい人にんを他よ所そに、ゴホンとヒースが咳せき払ばらいの音を立てる。テーブルに肘ひじをついて身を乗り出すと、自然と声が低まった。見ようによっては、マウナを囮おとりにして、内ない緒しよ話をしているように見える。実じつ際さい彼らに、そういう連れん携けいの魂こん胆たんがあったかどうかはともかくとして。

「お前さんの師し匠しようからの推すい薦せんだろう。身元は確たしかなわけだの？」

　やはり声を低めたガルガドが、ヒースへと確かく認にんする。

「ああ。うちの導どう師しは、旧きゆうファン王国時代の名門だったらしい。知り合いの借金かた代わりして、今は魔術師ギルドに厄やつ介かいになってるけどな。まあ、いっぺん死んでこいと、思わず怒ど鳴なりそうになってしまうくらいのお人よしだが、もちろん人を騙すようなことはない。自分が騙されることは山ほどありそうだが」

「ヒース兄さんを特待生に推薦してくれるぐらいですもんね」

「黙だまれ、脳のうみそまでみっちり隙すき間ま無く筋きん肉にく……もが」

　めしっ、と鈍にぶい音がどこからか響ひびき、うめき声が上がった。ガルガドが、すかさずマイリー神に助けを請こい、治ち癒ゆの呪じゆ文もんを唱えようとする。

「このエルンストとかいう人も、ファンから続く家いえ柄がらが自じ慢まんそうだったよね。そのへんの家つながりってとこかな」

　まだ料理を食べつづけているノリスが、口を挟はさむ。話の間中も口を動かしていたおかげか、すでにあらかた料理は片かた付づいていたが。

「ま、そんなところだろう。はるか昔に廃はい止しされた爵しやく位いを、未いまだに振りかざしてるあたり、俺おれとしては、未練がましさ全開でいっそいとおしい」

　くくく、とヒースは暗い作り笑いを浮うかべた。おもちゃを見つけたいじめっ子のようだと、ヒースの顔面陥かん没ぼつの修しゆう復ふくを終えたガルガドは思ったが、口には出さなかった。

「落ちぶれた家を再さい興こうするために、一いつ攫かく千金？」

「単に、借金を返すためだけかもな」

「……ということは、エルンストさんは、困ってる人なんですね？」

　黙って話を聞いていたイリーナが、ジョッキから口を離はなしてヒースを見上げる。反対側の手には、交こう渉しようによってノリスから分けてもらったらしいパンが一切れ握にぎられていた。

「一いち応おうそういうことになるのかな。あの身なりからして、とてもそうは思えんが。俺たちの着てるもの、全部を合わせたくらいの価値はありそうだ」

　多少古びているがな、とヒースは小さく付け加える。

「困こまっている人がいるのなら、そしてわたしたちに助けを求めてきたのなら、助けてあげたいと、わたしは思います！」

　ぴん、と手を伸のばした挙手の姿し勢せいで、イリーナが意思表明した。

「ボク、宝たから探さがししたい！」

　イリーナの隣となりで、ノリスが同じ姿勢になっている。

「確かに、いつにない冒ぼう険けん者しやらしい仕事だの。まあ、わしには反対する理由はない。様々な経けい験けんをつむのには、悪いことではなさそうだしの」

　重々しく頷うなずくガルガドも、表ひよう情じようはどことなく笑えみ綻ほころんでいる。

　未いまだにエルンストの手を握り、激はげしい勢いきおいで前金の吊つり上げ交渉をしているマウナを肩かた越ごしにちらりと見遣やり、ヒースはゆっくりと頭を縦に揺らす。

「んじゃ、受けるか」

　じつに、あっさりとしたものだった。







　仕事を引き受けた後の、彼らの行動は早い。

　次の日の朝、朝あさ露つゆが夏の陽ひ差ざしに消えぬうちに、五人の冒険者とエルンストはファンを発たつことになった。さすがに身軽なものだと、その点だけは内心素す直なおに感心したエルンストは、まずはヤスガルンへと向かう道みち筋すじにある、同じ元ファン王国貴き族ぞくの別べつ荘そうへと足を向ける。宝物探たん索さくの協力だけでなく、護ご衛えいとして雇やとわれている冒険者たちも、それに極ごく自然についていくことになった。

　とはいえ、「色々世話になったのでな。まあ、高貴な者同士の繫つながりは、お前たちにはわからないだろうが」と余よ計けいな言葉を残し、別荘に入っていったのはエルンストだけだ。残された冒険者たちはその間、暇ひまを持て余あますことになる。

「……にしても、でかい別荘だな」

　夏の陽を遮さえぎるよう、目の上に手のひらで陰かげを作りながら、ヒースが建物を見上げてしみじみと呟つぶやいた。

　彼らがのんびりとしているのは、厩きゆう舎しやの一角である。

　ヒースが可愛かわいがっている荷馬のジェイミーには飼かい葉ばと水が与あたえられているが、茶一つ差し入れられるわけでなく、男たちは手持ち無ぶ沙さ汰たに外界と別荘を仕切る白い壁かべにもたれかかっている。

「ボクたちって、馬以下の扱あつかいされてない？」

　ちらりと、美お味いしそうに水を飲むジェイミーを横目に見ながら、ノリスが愚ぐ痴ちったのも無理ならぬことかもしれない。もっとも「お前がジェイミー以上だと！　そんな傲ごう慢まんなことをほざくのはこの口か！」と、すかさず動物好きのヒースが切れかけたりもしていたが。

　白い壁に三階建ての、見れば見るほど立りつ派ぱな別荘であった。

　本ほん邸ていと言われても、なんら疑うたがいを持たなかっただろう。

　あちこちに形良く剪せん定ていされた木々が休むための影を作り、垣かい間ま見える庭園には東あずま屋やが設しつらえられている。全すべてが白い造つくりは、近くにそびえるヤスガルンの山やま裾すその深い緑と、夏の青い空によく映はえていた。クルーエル伯はく爵しやくの別荘だ、とエルンストの言葉を思い出す。

「正直、あの老ろう人じん性せい前まえ髪がみ後こう退たい症しよう候こう群ぐん発はつ症しようカウントダウン直前のおっちゃんの仲良しさんだとは、とても思えん」

「エルンストさんと呼よべ。一いち応おう依い頼らい人にんだしの」

「パルミュール子爵じゃなくていいの？」

　大あくびをしながら、ガルガドの隣となりで流れる雲を数えていたノリスが、まぜっかえす。出立前にそう呼べ、と命令されたが、結局はもう誰だれも口にしていない。律りち儀ぎにイリーナだけはしばらくそう呼んでいたが、旧きゆうファン王国ではともかく、現げん在ざいのオーファンでは身分詐さ称しようになるのではないかとヒースに指し摘てきされ、それっきりだ。

　遠くに、がしょんがしょんと聞こえるリズミカルな金きん属ぞく音は、マウナと一緒に物珍めずらしげに別荘の周辺を探索に歩いているイリーナの足音だろう。

　フル装そう備びの時には、どこにいてもわかるので実に便利である。「ファリスの呼び鈴りん」とでも呼んでやろうかと、ぼんやりヒースは考えていた。

「あまり、裏うらづけもできんかっただろうが、お前さんの師し匠しように詳くわしい話は聞けたのか？」

　胡座あぐらをかき、自分の主武ぶ器きである戦槌メイスの手入れをしていたガルガドが、ヒースへとちらりと視し線せんを向けた。

「まあ、そこそこは。……一いち応おううちの導どう師しにも確かく認にんしたが、あのおっさんご自じ慢まんのパルミュール家ってのは、確たしかに、まあまあいい感じの家いえ柄がらだったらしい」

「ほう。それにしては、ずいぶんと身なりは古びていたように見えたがの」

「二十年ほど前に先代が死んで、それからあのオヤジが後を継ついだらしい。現在の家族構こう成せいは女によう房ぼうと子こ供どもが各一人ずつ。羽は振ぶりのよかったのは、先代まで。それからはめっきり左前らしい。広かった家も、一度資し産さんごと差し押おさえられたそうだ」

「……宮きゆう廷ていに出仕しとるんじゃなかったのか」

　ぼそり、と訝いぶかしげにヒゲ面づらが傾かたむいた。

「出仕はしてるみたいだけど、どんどんと閑かん職しよくに追いやられてるみたいだよ。あんまり、要よう領りようよくないみたい」

　雲の数を数えていたノリスが口を挟はさむ。

「おお、クソガキ。珍しく、きちんと情じよう報ほう収しゆう集しゆうできたか」

「役に立たないと、取り分減へらすって脅おどしかけたの、ガルガドじゃん」

　まだ子供らしさを残す頰ほほのラインに空気を含ふくみ、ぷっくりと膨ふくれながら、ノリスがガルガドに恨うらみがましい視線を向ける。

「いや、脅してでも、ちゃんと役に立つとは思わなんだ。そうか、脅せば役に立つのか、お前は」

　何度も頷うなずき、不気味に笑い出しそうなドワーフの様子に、ぞっとしたか、慌あわててノリスは首を横に振ふる。

「いや、必ずしもそうとは限かぎらないって思うな。ほら、世の中には、偶ぐう然ぜんとか物の弾はずみとか、都合よくとか運良くとか、そんな言葉が氾はん濫らんしてるじゃないか！」

「……聞きようによっては、謙けん虚きよ……と表現するべきなんだろうが、お前さんの場合は洒落しやれにならんからの」

　ふぅ、とガルガドは大おお仰ぎように溜ため息いきをつく。

「それで、差し押さえられた資産はどうやって取り戻もどしたんじゃ？　たしかあの御ご仁じんも正直に、あの地図を『一度手て放ばなしていた』と言っていたはずだしの」

「うん、借金した相手がクルーエルって人で、それから返してもらったみたい」

「は？」

　ガルガドとヒースの目が揃そろって丸くなる。クルーエルとはこの別荘の持ち主の名のはずだ。

「じゃあ、少しは借金を返して、資産の一部を返してもらったってことか？」

「知らない。でも、そんな余よ裕ゆう、あのおっちゃんにあるかな。結局店でも、マウナが頼たのんじゃったエール一杯ぱいしか飲まなかったのに」

「……じゃあ、あの地図は本当に莫ばく大だいな宝たからのありかを示しめしてるってことなのか？　クルーエルは、実じつ際さいには差し押さえた家か財ざいがすずめの涙なみだにしかならなくて、ムカッとした。だから、その発見された財ざい宝ほうで借金を補ほ塡てんさせようと、エルルンに探たん索さくを持ちかけた？」

　早さつ速そく依頼人に対して妙みような愛あい称しようをつけているヒースに、ガルガドはしみじみとした調子で頷く。

「ありえそうな話だの。……しかし、わしなら自分で冒ぼう険けん者しやを雇やとうが」

「クルーエルって人は、人見知りさんだったんだよ。きっと」

　ノリスの意見は、あっさり黙もく殺さつされた。

「実は、危き険けんな探索で、自分で行くのはイヤだった」

「屈くつ強きようそうな雇われ人を何人も囲っているようだがの」

　ガルガドが、親指で厩きゆう舎しやの向こうを指し示す。クルーエルの護ご衛えいらしき男たちが、馬車を手入れしている様子が、ちらっと目に入った。

　一見して、冒険者ではないようだ。少人数ではあるが、装そう飾しよくのない実用本位の無ぶ骨こつな槍やりや剣けんを装そう備びし、鎧よろいで身を固めている。一番年とし若わかそうな赤毛の少年にしても、随ずい分ぶんと使いこんだ槍を装備していた。最近、護衛として戦うことがあったのだろうか、その頰にはまだ新しい傷きずがある。

「剣けん吞のん剣吞……」

　ちらりとだけそれを確認したヒースは、そうつぶやいて肩かたを竦すくめる。ガルガドはまだ観察するような視し線せんを、護衛の一いち団だんへと向け、ノリスは、その傍かたわらで口を開けて居い眠ねむりをはじめている。その平和な顔面に、濡ぬれ布ぶ巾きんを掛かけて永遠に安らかにしてやりたいという誘ゆう惑わくが、ヒースの心の一部を擽くすぐっていた。

「傭よう兵へいかもしれんの。だから、わしらのような探索は苦手なのかもしれん」

「無ぶ精しようだな。雇やといなおせばいいだろうに。それに、そんなに金に困こまってるようには見えんけどなあ」

　頭の後ろで腕うでを組みながら、ヒースは改めて別べつ荘そうを見上げる。

　建物に溶とけこみそうな白い雲が青い空を流れ……しゃんしゃんと鎧よろいの音が響ひびく。遠くに、華はなやかに娘むすめたちの声が聞こえていた。

「見て見て、イリーナ、噴ふん水すい！　すごい！」

　嬉うれしそうなはしゃぎ声を上げながら、マウナが庭園を、整えられた植え込みの陰かげから見ている。

「うん！　木剣の素す振ぶり五百回した後に、頭から水浴びしたらすっごく気持ちよさそうだね！」

　その隣となりで、イリーナも勢いきおいよく同意した。マウナが微び妙みような表ひよう情じようになる。

「あ、ほら、東あずま屋やもある。いいなあ、あんなところでのんびり午後の時間を過すごせたら幸せだろうなあ」

「うん！　片かた腕うで立て伏ふせ、百回二セット終えた後、身体からだの火ほ照てりを冷ますためにぱったり倒たおれこめたら、きっと最高だよね」

　拳こぶしを握にぎり、瞳ひとみを輝かがやかせる鎧娘とは対照的に、ハーフエルフの表情は虚うつろな方向へと変わっていく。

「……えーと。……広い庭園だよね、ホント」

「うん！　走りこみに丁ちよう度どいいよね！　……あれ？　マウナ、どうして先に行っちゃうの？　わたし何か変なこと言った？」

　男と女の間だけでなく、女同士の間にも、暗くて深い河かわがあるのだということを肌はだで実じつ感かんし、無言で庭園を過よぎっていくハーフエルフの背せ中なかを追い、がしょんがしょんと無骨な鎧の音が鳴る。普ふ段だん静せい寂じやくに包まれているはずの庭園に響くその無骨な音の正体を確たしかめるため、別荘の三階部分の窓まどが薄うすく開けられたことに、二人は気付いていない。

「……アレが、冒ぼう険けん者しやという奴やつか。ふん、野や卑ひなものだな。立たち居い振ふる舞まいが蛮ばん族ぞくのようではないか。優ゆう雅がさの欠片かけらもない。あれでも女の端はしくれか」

　眼がん下かの声が少女のものだと気付いて、やせぎすの男は嘆なげかわしいと言うように、ゆっくりと頭かぶりを振った。嘆かれた本人はしょげたかもしれないが、彼女の仲間たちは決してそれを否ひ定ていするだけの材料も根こん拠きよもなかったことだろう。

　部屋の中は幾いく分ぶん薄暗い。冬になればヤスガルンの尾お根ねから吹ふき付ける寒風を遮しや断だんするために、壁かべが厚あつく、窓も少々小さな造つくりになっているからだろうか。

　その分冬は屋や敷しき内には幾いく重えにも高こう価かな毛け織おり物ものが掛かけられる仕様だ。もっとも、今は夏なので、その分涼すずしげで高価な絵え柄がらの紗うすぎぬが無骨な厚い壁を隠かくしている。

「いや、まったくだ。あの、鉄の塊かたまりがいきなり現あらわれた時には、私も肝きもを潰つぶしたよ」

　この部屋に案内され、ソファに座すわったエルンストが、深々と頷うなずいた。

「少しは宮きゆう廷ていの貴き婦ふ人じんを見習って欲ほしいものだが……まあ、そういった天上の生活を知らないのだから、しょうがあるまい。我われ々われとは、生きる世界が違ちがうのだからな」

　灰はい色いろの髭ひげを指でなぞりながら、男は寛かん容ようを装よそおう。エルンストよりも、何なん歳さいか年上だろう。灰色の髪かみは綺き麗れいに撫なで付けられ、櫛くしが入っている。何気なく着こなした部屋着も、上じよう質しつの絹きぬだ。ゆっくりと部屋を横切り、エルンストの前のソファへと腰こしを下ろした。

「評ひよう判ばんを調べさせたところ、なかなかに、その……悪くない、有ゆう能のうな冒険者ではあるらしいのでね。期待に応こたえてくれるとよいのだが」

「そうか。まあ、ああいう輩やからは仕事と金に餓うえているものらしいからな。貴族の嗜たしなみとして、上手に使ってやるといい」

　爵しやく位いが全撤てつ廃ぱいされたオーファンにおいて、未いまだに伯はく爵しやくを名乗るゼノン・クルーエルは、そう言って朗ほがらかに笑う。

「本当に、色々とありがとう。クルーエル伯。礼を言うよ。あの地図のことについても、心から感謝している……」

　エルンストは、ソファに座ったまま居い住ずまいを正し、深々と頭を下げた。手の中に銀ぎん杯ぱいを掲かかげたクルーエルは、緩ゆるやかに首を左右に振る。
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「何を言ってるんだね、パルミュール子爵。あの地図は、もともと君の家の財ざい産さんではないか。それを、君へと返しただけだ。パルミュール家の家財や資し産さんだけで、十分に私は元もとが取れている。私は、君へと多すぎる分を返しただけのことさ。我々は、誇ほこり高いファン貴族。同どう胞ほうたる君が困こまっていれば、手を差し伸のべるのは当然じゃないか」

　豊ゆたかな声量で、クルーエルは笑い声を響ひびかせた。

「あの地図の場所には、我々は遠すぎて手が出せない。しかし、放ほうっておくのも惜おしい。少々リスクを冒おかす勇ゆう気きがあるなら、そして、探たん索さくが終わった後の宝たからで地図の代だい価かを支し払はらってもらえるならば、それで十分だ。友人の役に立てて嬉うれしいのだよ、私は」

　穏おだやかな笑えみを滲にじませながら、クルーエルはあらかじめ用意しておいたらしい小さな箱を低いテーブルへと置いた。

　それに訝いぶかしげな表情をするエルンストの目の前、勿もつ体たいをつけた手つきで開ければ、中には二組の二枚まい貝がいが収おさまっている。殻からの部分は念入りに磨みがかれ、淡あわい桃もも色に輝いていた。

「……これは？」

「つい先日手に入れた魔ま法ほうの品で〝伝声の貝ウイスパー・シエル〟と呼よばれるものだ。その殻を分けてお互たがいに持ち、それに語りかければ、分けた殻から、互いの言葉を伝えることができる」

　そう言いながら、クルーエルは一つの貝を取り出し、パチンと二つに殻を割わった。そしてその一方をエルンストへと手て渡わたし、少々悪戯いたずらめかした笑みを浮かべる。

「耳に当ててみたまえ」

『ほら。互いに一対ついずつ手にしておけば、こうして連れん絡らくが届とどくというわけだ』

　言われるままに、エルンストが渡された貝を耳に当てたのを確かく認にんすれば、もう片かた方ほうへとクルーエルが話し掛けた。言葉の後半は、彼ひ我がの距きよ離りがあまり離はなれていないだけに、直ちよく接せつエルンストにも聞こえたが、たしかに、貝殻の中からも響いてくる。

「す、すごい」

　貝の形をした魔法の品を見つめて、エルンストは呆ぼう然ぜんとした声を漏もらす。

「何かあったら、これに語りかけてくれれば、私が応こたえられるという手はずだ。心強いだろう？　何か困ったことがあれば、私の雇やとっている者たちを、すぐさま駆かけつけさせようではないか。君にとってもいい経けい験けんになるだろう、その旅の過か程ていを話してくれれば嬉しいのだが」

「クルーエル伯……」

「私は、これでも、冒険に憧あこがれたことがあるのだよ」

　幾分おどけた仕草で、クルーエルは両手を広げた。そのまま深くソファへと腰こしをかけ、パンパンと二度ほど手を打てば、近くに控ひかえていたらしい執しつ事じが酒しゆ肴こうの用意を調え、部屋へと恭うやうやしく入ってくる。執事の押おすワゴンには、ドワーフが作ったガラス製せいの杯さかずきが二つ。その両方へと、紅あかい色の高価な酒が満たされていく。クルーエルは同胞と呼ぶエルンストへと、杯の一つを勧すすめた。

「君の成功を、祈いのらせてくれたまえ」

　自分の杯を手にし、クルーエルは茶ちや目めっ気けめかした表ひよう情じようを浮うかべた。

「……いや、これからすぐにヤスガルンに向けて出しゆつ立たつするつもりなんだ。気持ちは嬉しいが……」

「まあ、そう言うな。形だけのものだ」

　手の動きで押し留とどめようとするものの、再さい度ど勧められれば、それ以上固こ辞じしては失礼に当たる。エルンストはありがたく杯を手にとった。紅い酒の表面が波打ち、幾いく分ぶん酸さん味みのある芳ほう醇じゆんな香かおりが鼻び腔こうを擽くすぐる。

「パルミュール子爵の未来に栄光を」

　クルーエルの言葉に、ガラスの杯が重なる澄すんだ音が被かぶさった。

　音色が、エルンストの心に染しみ渡る。







　第二章　へっぽこ冒険者とヤスガルンの友人







　オーファンの北東から南西に横たわる広大なヤスガルン山脈。オーファンの北西部をほとんど支し配はいする雄ゆう大だいな峰みねは、冬には氷結海の寒風からファンの街を護まもる、壁かべの役やく割わりも果たしてくれていた。

　夏ともなれば、山やま裾すそから中ちゆう腹ふくまでは豊ゆたかな緑に包まれる。もう少し上がれば、少々緑はまばらになり、色合いも幾いく分ぶん淡あわく感じられるものの、柔やわらかな植物が繁はん茂もし、高い場所特有の愛らしい花々が目を楽しませてくれる。街の暑さとはまったくの別物の爽さわやかな風が頰ほほに吹ふき抜ぬけ、旅の楽しさを十分に満まん喫きつできるだろう。

　しかし。

　山さん頂ちよう付近ともなれば、夏でも氷に閉とざされ、ところによっては溶とけかけて緩ゆるんだ万年雪の雪崩なだれに遭あって押しつぶされかねない。

「……おっさん。そこまで山頂だとは言わなかったぞ」

　遠い目をしながら、ヒースが抗こう議ぎをした。すでに、依い頼らい人にんを堂々とおっさん扱あつかいである。

　幾いく度ど目めかの野や営えいの際にも、そろそろはっきりとした目的地を教えてもらいたいと、地図の閲えつ覧らんを頼たのんだが、にべもなく断ことわられてきたのである。

　結局は、依頼人であるエルンスト・パルミュールの指示によってヤスガルンの麓ふもとの村までやってきて、彼らは初めて地図を見る機会を得た。

「……もうちょっと、我われ々われを信用していただくわけにはいかんものですかな、エルンストさん」

　ガルガドが苦く笑しようしながら言う言葉にも、エルンストは、フンと鼻を鳴らすだけで一いつ蹴しゆうする。冒ぼう険けん者しやと言えばならず者の代表とでも思っているといった態たい度どがありありと浮うかんでいた。

「まあ、扉とびらを開く合言葉は、私の頭の中に入っているからな。抜け駆がけをしようとしても無む駄だだぞ」

　そう、せせら笑いながら、エルンストの懐ふところから取り出された地図は、古代魔ま法ほう王国期の遺い産さんが埋うめられた遺い跡せきの在あり処かが記されたものであるという。

　宿の酒場に地図を広げ、エルンストはさあ見ろとばかりに得意満面の表ひよう情じようを作った。

「我々が目指すべき地点は、ここだ」

　少し短い指が、時を経へてなお、鮮あざやかな赤さを残す顔料でつけられた印の場所を示しめす。

　はっきりと印がつけられた場所は、ヤスガルン山脈のほとんど山頂近い場所だ。ヒースでなくとも、思わずぼやくような言葉が漏もれてしまっても仕方があるまい。

「……早く言ってくれれば、冬物の衣類を用意したのに」

　マウナの溜ため息いきも大きい。

「地図を見るに、随ずい分ぶんと傾けい斜しやのある場所みたいだし、滑かつ落らくの危き険けんもあるかも。残った雪にも気をつけないといけないし……」

「雪？」

「ヤスガルンの上のほうは、年がら年中雪まみれなのよ。今は夏だから、かなり緩んでる場所も多いと思う、この季節に雪崩や土ど砂しや崩くずれで死にたくないでしょ。……そう言えば、ロープはどのくらい持ってきたかな」

　精せい霊れいを扱う術すべに長たけるだけでなく、野伏レンジヤーとしての腕うでも確たしかであるマウナが、自分の装そう備びを確かめ始める。

「雪崩かぁ……それは、ヤダな。埋まったら、出てこれなさそう」

　野や盗とうが襲おそってくるかも知れない街かい道どうの移い動どう中だけでなく、酒場で寛くつろぐ時にも自じ慢まんの板金鎧プレート・アーマーを外すことのないイリーナが、首を横にふるふると振ふった。

「死ぬと言う思考は働かんのか、イリーナ」

「何を言うんだ、おやっさん。イリーナは雪に埋まったらのんびり冬とう眠みんするに決まってるじゃないか、そして、春になったら腹はらを空すかせて出てくるのさ、さながら親しん戚せきの灰はい色いろ熊ぐまのよう……ぐげげ」

　明るいヒースの言葉は、分ぶ厚あつい籠こ手てに縊くびられて途と切ぎれる。

「口は禍わざわいの元という言葉を、ファリス様の御み許もとへと向かう手て土産みやげとして、ヒース兄さんに捧ささげましょう」

　名字は違ちがうと思ったが、兄と呼よんでいることから、てっきりエルンストはヒースとイリーナを兄妹きようだいだと思っていた。しかし、この二人が実の兄妹ではなく、幼おさななじみ同士だと説明を受けたのは、この旅に出てからのことだった。

「では、この先は冬用の装備を調ととのえたほうがいいということだの」

　自分の隣となりから上がる不気味なうめき声を聞かなかったことにし、ガルガドは確かく認にんするような視し線せんをマウナに向ける。

「うん。いざとなったら、獲え物ものを狩かりながら、毛皮を作るのかなあ。重いし、生臭いし、手間だし、あんまりやりたくない手だけれどね。途中に、人里があれば、一番いいわね。必要な分だけ、金品で取引持ちかけられるから」

　ハーフエルフは頷うなずきながらつぶやいた。

「ここで、手に入れていくわけにはいかんのかの？」

「この、暑い場所で？」

　ガルガドの提てい案あんに、マウナが肩かたを竦すくめる。季節は夏だ。麓の気温は街のものとあまり変わらない。こんな場所で、毛皮を用意し、背せ負おっていくという行こう為いを想そう像ぞうし、全員がうんざりとした表情を浮かべた。

　イリーナが心配そうにヒースへと質問する。

「どのくらい必要でしょう。あるていどの防寒具は、旅用荷物にありますけど」

「実際に行ってみんとわからんな、山頂の気候は」

「機敏に動けなくなるのは困るかもしれません」

　特に、ガルガドとイリーナは、自分たちの荷物だけではなく、旅慣なれていないエルンストの荷物を分け合って抱かかえている。

「……マイリーのご加か護ごは、山並みにも届とどくじゃろ」

　暑気と戦うことを放ほう棄きしたマイリー神官は、そっと天上の神へと懺ざん悔げした。







　宿屋で迎むかえる夜。エルンストは用足しの振りをしながら廊ろう下かへと出て、二枚まいの貝かい殻がらを懐ふところから取り出した。寝ね床どこのノリスとかいう少年が、もぞついたような気がしたが、気にしなかった。

　大人の掌てのひらにすっぽりと入るほどの桃もも色いろ貝を両手に持ち、さて、どちらに語りかければいいのだろうかと思案しかけたところに、右の貝殻から聞き覚えのある声が響ひびいた。

『やあ、旅はどうだね。パルミュール子し爵しやく』

　からかうような声こわ音ねに聞こえてしまったのは、慣れない環かん境きように疲つかれているからかもしれない。声の響くほうの貝殻を耳に当て、もう一つを口くち許もとへと近づけた。

「……や、やあ……クルーエル伯はく。驚おどろいたよ」

　静かな宿屋では、ひどく声が響く。階下の酒場には、まだ人ひと気けが残っており、何か小話でも披ひ露ろうされていたのか、わっと沸わき立つ声が聞こえた。

『随ずい分ぶん静かだったのでね、眠ねむってしまっているかと思ったのだが』

「ああ。もうくたくただ。早くファンへと戻りたいよ。……冒ぼう険けん者しやたちに地図を見られてしまった」

　ぼやくように、エルンストが貝へと呟つぶやきを漏らした。

「宝たからを横取りされなければいいんだが」

『何だって。それは、注意することだ。怪あやしい動きがあったら、すぐに連れん絡らくしたまえ。こちらの手て勢ぜいを派は遣けんして、君の苦く難なんを救うと約束しよう』

　貝かい越ごしの友人の言葉に、エルンストは安心したように肩の力を抜いた。

「ありがとう……それを聞けば安心だよ。こうして、君が様子を窺うかがっていてくれる限かぎり、冒険者たちが邪よこしまなことはできんだろうからな」

『ああ。何かあれば連中も無事にファンへは戻ってはこれないとも。それも、請うけ合おうではないか』

　短い会話に安心を得て、二枚の貝を合わせ、再ふたたび懐へと仕し舞まいこむ。それから足音を忍しのばせて、再び自分に与あたえられた部屋の寝ね床どこへと潜もぐりこんだ。同じ部屋を割わり当てられた冒険者の男たちは、高たか鼾いびきだ。時折「う～ん。マイスイート～～」とヒースが甘あまったるい声を出している。

　そのことに安あん堵どし、目を瞑つむろうとして。

「おかえり」

　こちらへと向けてかけられた、しっかりとした言葉に、エルンストの心しん臓ぞうが跳はね上がった。少年盗賊の声だ。起きていたのかと、灯あかりの無い部屋に目を凝こらす。

　しかし、少年はそれ以上は何も言わず、寝床で寝返りを一度打っただけで再び動かなくなった。

「…………」

　まだびくつく心臓を宥なだめようとしながら、エルンストは無む理り矢や理り目を閉じた。

　微び妙みように、後ろめたい気持ちを抱かかえながら。







　本来五日ほどの道のりを八日かけ、一行はヤスガルンの山さん頂ちようへと向かって登っていく。

　それだけの時間が余よ分ぶんにかかったのは、エルンストが山歩きに慣なれていないせいで、彼の歩くスピードにあわせなければならなかったからである。

「財ざい宝ほう探さがしは、ボクたちに任まかせてくれればいいのに」

　野や営えい場所を決めた瞬しゆん間かんに、肩かたで息をしながらエルンストはその場でへたりこむ。それを横目に、ノリスが肩を竦すくめる様子に、睨にらむような視し線せんを向けかけて……それを行き場をなくしたように逸そらした。彼は、時折エルンストがクルーエルと連れん絡らくを取り合っていることに気付いているかもしれない。だからこそ、そのことを、暗に非ひ難なんされているのだろうかと、腹はらの底が冷たくなるような感覚がした。しかし、単なるぼやきに過すぎないような気もする。

「まあ、信用しきれない気持ちもわかるからの」

　どちらかと測はかりかねて、返す言葉を選んでいるうちに、ガルガドが苦く笑しよう混まじりの言葉を返していた。

「わしとて、クソガキをギルドに使いにやる時、どれだけ胃を痛いためることか……」

「もー、酷ひどいなー！」

　信用のない言葉に、ノリスがむくれる。

　その近くで、弓の準じゆん備びをしていたマウナが、弦つるの張り具合を確たしかめつつ声をかけた。

「お夕飯、鹿しかでいい？　さっき、崖がけ下したのほうを渡わたってる姿すがたを見たのよね。あのあたり、水場になってるのかも」

　普ふ段だんは酒場で給きゆう仕じの仕事をしているせいか、マウナは食に関してはマメである。この旅の間にも、野営のときには、野伏レンジヤーとしての技ぎ能のうを生かし、常つねに新しん鮮せんな獲え物ものと食事を皆みなに供きようしてくれる。

「わーい。ボク、鹿好き」

「じゃ、ノリスは火、熾おこしておいて。かまど作っててくれてもバチ当たんないかな」

　万ばん歳ざいの姿し勢せいで喜ぶノリスへと指し示じを出し、マウナはイリーナへと視線を向ける。

「イリーナ、手伝ってくれる？」

「もちろんです、わたしも弓を持っていきます！」

　がしゃり、と手てつ甲こうの音を響ひびかせながら、イリーナは背せ負おっていた長弓を取り出した。

「……狩かりの手伝いには、鎧よろい脱ぬいできて欲ほしいな。獲物が逃にげちゃうんだよね」

　やや遠い目をしながら、マウナが呟つぶやいている。彼女としては、荷物運びについてきて欲しかったらしい。それも失礼な話だろうが。

「俺おれたちも、飲み水が少ないな。崖下に水場があるんだったら、ちょいと降おりて補ほ給きゆうするか……」

　自分の水みず袋ぶくろを確かく認にんしていたヒースが、中身の心もとなさに呟きを漏もらした。

「じゃあ、ボクここで火の番してるから。ボクの分も頼たのむよ」

「おう。俺はついでに水浴びでもしてくるか、さすがに汗あせをかいたしな」

　ノリスの投げた革かわ袋ぶくろを上う手まく受け取り、女じよ性せい陣じんへと「覗のぞくなよ」といらぬ言葉を付け加えたヒースは、顔面に向かって二つの水袋がぶつけられていた。その光景に応おうじるよう、のろのろとエルンストも身を起こそうとする。

「み、水場があるのか。私もついていくぞ、嫌いやとは言わせん」

　掠かすれた声に、ドワーフの神官戦士も立ち上がった。ふらつく依い頼らい人にんに手を貸かすよう、肘ひじのあたりを軽く引き上げるようにして、エルンストが立ち上がるのを助ける。

「それなら、わしもついていくかの。護ご衛えい代わりじゃ。クソガキ、一人で留る守す番ばんできるな？」

「大だい丈じよう夫ぶ。でも、熊くまが出たら逃げていい？」

「逃げるな。そのまま、喰くわれろ。頭から」

「ボク、死ぬじゃん！」

　少年盗賊は、見るからにショックを受けたという表情を浮かべる。微び妙みように芝しば居いがかってはいたが。

「その分、誰だれかが助かる。尊とうとい犠ぎ牲せいとして、誰も墓はか参まいりに来れん場所に、丁重に葬ほうむってやるから安心せい。墓ぼ碑ひ銘めいは……うむ。『ノリス・ウェズトイック。誰にも迷めい惑わくをかけんよう、ここに惰だ眠みんを貪むさぼる』かの」

「名前まで違ちがうし！」

　ドワーフは真顔で非ひ情じような言葉を返しているも、全員が冗じよう談だんだとわかっているせいか笑い声が上がる。このパーティ最年少の盗賊シーフは、どうやら無む能のうなお荷物として扱あつかわれているらしい。それでも、お互たがいに楽しげであるのだから不思議な関係だと、傍はたから見ているエルンストは思う。

　それだけではない。

　この連中ときたら、どこそこに紫むらさき色いろの花が咲さいていた、梢こずえをリスが渡った、雲の形が面おも白しろい、などとひっきりなしにどうでもいい会話をかわしており、道中もうるさいことこの上ない。イリーナという名の、少女の形をした超ちよう重量神官など、あるきながらエルンストへと、至し高こう神しんファリスの教きよう義ぎを説く始末だ。こちらは、答えるどころか、まともに聞いている気持ちの余よ裕ゆうもなかったので、半分ほど耳を素す通どおりさせていたが。

　この仕事が失敗すれば、パルミュール家の再さい興こうに関かかわることは確かな上に、自分たちも報ほう酬しゆうを得ることができないのだ。それがわかっているはずなのに、何な故ぜこんなに気楽な様子なのかと、いらついて詰つめ寄よりたくなる。

　エルンストの表情を見て気を利きかせたのか、ガルガドが咳せき払ばらいをして仲間の会話を諫いさめたりはするものの、さほど役には立っていない。

「まあ、あれでも色々と警けい戒かいはしておりますので」

　苦く笑しよう混まじりにフォローの言葉が入るが、エルンストとしては不安でしょうがない。こんなちゃらんぽらんな一行に、仕事を任せてよかったのか。人のよいハーフェンのことだから、騙だますようなことはしないだろうが、それでも依頼から干ほされている弟で子しを助けるために、エルンストに押おし付けたのではないだろうかと、街の評ひよう判ばんを調べた後でも不安になる。

　私は、今回の探たん索さくに懸かけておるんだ。

　エルンストは心の中で呟き、拳こぶしを握にぎり締しめた。

　パルミュール家を立て直し、かつての輝かがやきを取り戻もどさせてみせる、そう、私の力でだ。冒ぼう険けん者しやの力を借りるのは、宝物探索には、秀ひいでているからだ。だから、金を払はらう。

　それだけの働きをしてくれるのか、この連中は。

　悶もん々もんとしていたエルンストだったが、涼すずやかな水の流れる音が近づけば、微かすかに気持ちが晴れた。

　ヒースが水辺の周囲を調べて獣けものの痕こん跡せきを探す。

「うむ、特に危険な獣はいなさそうだな。しかし、見た目よりも水の流れが速そうだし、深くなってるところもある。水が澄すんでるからわかりにくいが……あんまり、中央部に行くなよ、エルルン」

「……せめて、エルンストと呼びたまえ」

　最初の頃ころは、その珍ちん妙みような渾あだ名なで呼ばれるたびに、嚙かみ付いていたが、ついに無む駄だだと察したか、抗議は溜ため息いき混じりだ。

「気にするな、親しみが増ますだろうが。俺は全然気にしてないぞ」

「君の知ち識しきの中には、礼れい儀ぎというものが欠けているようだな」

「うむ。さすが、エルルン。見事な考察だ。そして、これからも覚える予定はない」

　胸むねを張はるヒースを見ないようにしながら、エルンストは身を屈かがめて靴くつを脱ぎ素す足あしになった。山歩きどころか、長時間歩くことにすら慣なれていない足は、あちこちマメが出来てそれが潰つぶれ、その上から新しいマメが出来ている状じよう態たいだ。

　それを冷やそうとするよう、水辺の浅い場所に踏ふみこんでいき、その冷たい流水の心地ここち好よさに、ほぅ、と大きな溜息を漏もらす。

　その様子に気付いたガルガドが、驚いたように目を瞠みはった。

「これは……申し訳わけないことをしましたな。エルンストさんが、山歩きに慣れていないことをすっかり失念しておりまして」

「……いや、いい。財ざい宝ほうを探さがし出し、パルミュール家を立てなおすのは、自分の力でやるべきことだ。泣き言は言えん」

　仏ぶつ頂ちよう面づらを作るエルンストに、ガルガドは無ぶ骨こつな髭ひげ面づらの奥おくに笑えみを浮うかべた。彼へと向けてごつごつとした手をかざし、呪じゆ文もんを唱える。

「……〝戦神マイリーよ。自らの力を持て、戦おうとする勇者へと祝福を〟」

　呪文を唱え終わると同時に、かざされたドワーフの手のひらから温かな力が注がれ、腫はれあがったエルンストの足を癒いやしていく。それと同時に、腫れが引いたからだろうか、心地好く感じていたはずの川の水が途と端たんに冷たいものへと変わっていき、エルンストは身を震ふるわせながら水から足を上げた。

　その僅わずかに上流では、自分の顔を洗あらい終わったヒースが水みず袋ぶくろへと水を詰つめている。

「山頂からの雪ゆき解どけ水だ。身体からだを浸つけるには、冷たいな」

　少し残念そうに言いながら、ヒースが自分の後方を指で差した。足の痛いたみに気をとられ、ひたすら俯うつむいて歩いていたエルンストは気付かなかったが、ずいぶんと近くに白く化け粧しようを施ほどこされた山やま並なみが迫せまっている。

　少し重い灰はい色いろの空。その中に切り立った白はく峰ほうが浮き上がっていた。視し線せんを巡めぐらせなければ、その全ぜん貌ぼうを視界に映うつすことは困こん難なんである。改めて、エルンストはヤスガルン山脈の広大さを肌はだで感じた。

「俺たちの目的地は、あの峰みねだ。こうやって見ると、地図とはちょっと地形が違ちがわないか？　やっぱり、五百年経たつと地形も変わるもんだな」

　エルンストに見せられた地図を頭の中に思い描えがいているらしいヒースは、ヤスガルンの山頂部を見上げながら、その差さ異いに首を傾かしげる。

「そんなに変わっとるのか？」

「かなりな。遺い跡せきの入り口が簡かん単たんに見つかるのかが心配だ。中で崩くずれたりしとらんだろうな」

　ガルガドが苦い表情を浮かべ、目の上に手のひらを当てて遠くの白い山を観察する。ヒースの言葉は普ふ段だんの皮肉げなものと変わらないが、その声の中には少しばかり真しん剣けんさの微び粒りゆう子しが含ふくまれているような気がした。

　エルンストも、地図を出して山の形を比くらべてみたが、なるほど、植物の繁はん茂ものせいもあるのかもしれないが、やや記録と山の形が違って見える。

　と、不意に。

　ぶおん、と音を立てるように、野太い矢が飛来する。

「な……っ！」

　矢は、彼らを掠かすめて川の浅瀬に、流れに弾はじかれることなく、川底に突つき立った。ビイィン……と勢いきおいを残した矢羽が、かすかに震える。

　一いつ瞬しゆん、声もなく三人が立ち尽くした。

　野や盗とうか、蛮ばん族ぞくの襲しゆう撃げきかと思ったようである。ガルガドが咄とつ嗟さに伏ふせるように指し示じを飛ばしかけ……その声に被かぶさるように、聞き覚えのある半悲鳴が聞こえてきた。

「ダメー！　イリーナ！　そっち、ヒースたちに当たる！　よく見て！　川にヒースたちがいるよ！」

「えっ、えっ、でもでも！　あの子が……！」

　彼らが野や営えいの場所に決めた山道は、川よりも少し高い場所にある。そこから沢さわに下りる獣けもの道みちに、がしょがしょがしょと、これまた聞き慣れた金きん属ぞく音が響ひびき渡わたった。涼すずやかな水の流れる音が、その無骨な音に搔かき消される。

「イリーナ！　俺たちを殺す気か！　俺はまだ、お前の〝邪悪感知センス・イービル〟には引っかかってないはずだぞ！」

　魔術師が妹分に向けて、抗こう議ぎの声を張り上げた。

　まだ？　とエルンストが思わず首をかしげたのをよそに、走ってくるイリーナとマウナに気付き、何事かとガルガドは背せ負おっていた戦槌メイスを抜く。

「こっちじゃないの、あっち！」

　走りながらマウナも負けじと声を高める。

「この上から、見てて気付いたの！　女の子が熊くまに襲おそわれてるの！」

「女の子！」

　真っ先に目の色を変えたのはヒースである。マウナが指しているのは、彼らのいる川岸の反対側。やや下流である。すぐに木立に埋うもれてしまう沢向こうの茂しげみが、そう言われて見れば、不自然に動いている。

　ヒースたちは上流の山側に気を取られていて気付かなかったのか、その茂みからほっそりとした姿すがたが飛び出した。小こ柄がらな少女だ。

　ザッと音を立てて茂みを跳とび越こえ、手には小さな弓を持っているが、それを引き絞しぼり狙ねらいをつける暇ひまはなさそうだ。日焼けした手足はすらりとしていて引き締しまっている。まるで、小こ鹿じかが人間の少女に化けたかのようだ。

　そして、その後ろの茂みがさらに大きな音を立てて圧へし折おられ、大きな灰色熊の姿が現あらわれる。咆ほう哮こうが、沢へと高く響き渡った。

「……ち、惜おしい。あと三年」

「阿あ呆ほう」

　舌した打うちをしたヒースへとガルガドが手にしていた戦槌メイスで、軽くつっこみを入れた。そんな場合ではないだろうと言いたかったようだが、ヒースはうずくまって後頭部を押さえている。

　年のころは、十二か三か。いずれにせよ、追われているのはまだあどけない少女に見えた。

　彼らのほうへと、背はい後ごを気にしながら走ってくる。それを追う熊は、少女の倍ほども大きいが、その巨きよ体たいに似に合あわず敏びん捷しような生物である。徐じよ々じよに、少女との距きよ離りを詰つめてくる。

「マウナ、あの子に当てちゃダメだよ！」

「わかってるわよ、一いつ緒しよにしないで！」

　マウナが弓の射しや程ていギリギリの場所で一度足を止め、自分の弓を引き絞る。呼こ吸きゆうを整え、狙いをつけ……自分の呼吸音しか耳に届かなくなった。

　その間にも、イリーナは全速力で下り坂を下おり、少女を助けに行こうとする。手はすでに、大剣グレートソードの柄つかへと掛かかっている。いつでも抜き放てるように。

　もちろん、その間ガルガドたちもぼーっと見ていたわけではない。ガルガドはエルンストを庇かばい、後ろへと下がらせ、ヒースは背に負っていた杖つえを手に取りながら、川向こうへと声を張はり上げる。

「そのまま、こっちに来い！　俺おれたちが何とかする！」

　その呼びかけで、距離を詰める熊から逃にげる少女が、彼らに気付いた。そして、一瞬、迷まよったかのように足を鈍にぶらせる。

「馬ば鹿か……！」

　ヒースが思わず舌打ちの音を響かせた。

　その足の鈍りが、熊の前まえ肢あしの攻こう撃げき射程内に捕つかまることになってしまったのだ。

　エルンストは、ここで初めて彼ら一行の戦いを間近に見ることになる。ファンの街で、信用を得、名を上げはじめた冒ぼう険けん者しやの本当の戦いを。

「〝偉い大だいなるマナの力よ、眠ねむりの雲を速すみやかにもたらせ〟！」

　魔術師の杖メイジ・スタツフを掲かかげ、向こう岸へ向けてヒースが呪じゆ文もんを唱える。彼は古代語魔ま法ほうの使い手だ。エルンストには呪文の意味はわからない。それでもその瞬間、熊を中心にふわっと周囲の空気が白く変わる。まるで、雲が湧わき出たように。

　しかし、熊は鋭するどく前肢を一いつ閃せんすることで、その煙けむりを振ふり払はらう。

「……あれ？」

　杖を構かまえたヒースが、そのままの姿勢で、一拍ぱく遅おくれて首を傾げた。

「……今のは、目め眩くらましの呪文かね？」

「…………」

　背中で呟つぶやくエルンストの言葉に、ガルガドは答えることが出来なかった。

　硬こう直ちよくした魔術師の額ひたいに、冷や汗あせが伝う。

〝眠りの雲スリープ・クラウド〟の呪文とヒースは、何な故ぜか滅めつ法ぽう相性が悪い。他の呪文はそうでもないのに、古代語魔法の中でも、一番先に教わるはずの〝眠りの雲スリープ・クラウド〟だけは、ヒースは呪文の覚え間ま違ちがいをしているのではないかと、周囲に指し摘てきされているほどなのだ。

「何をやってるんですか、ヒース兄さん！」

「はっはっは、どうやらアレは、熊の皮を被かぶった邪じや悪あくなデーモンのようだ」

　うつろに大噓うそぶっこくヒースの脇わきを、全力疾しつ走そうのイリーナが駆かけ抜ぬけていく。

　川原に転がる大きな石のために若じやつ干かん走りにくそうだが、白く染そめられた板金鎧プレート・アーマーに身を包んだまま、至し高こう神しん・ファリスの神官戦士は軽かろやかに目標めがけて走る。すさまじい金きん属ぞく音を響ひびき渡わたらせながら、少女は背に負った人の手に扱あつかえるのかも怪あやしいほどの大剣グレートソードに手をかけ、しなやかな手つきで抜き払った。そのまま、少女と熊の間に割わって入らんと川を横切ろうとして……。

　ざぼ。

「え？」

　いくら軽やかに駆けているといっても、板金鎧プレート・アーマーは板金鎧プレート・アーマー。水には、沈しずむ。

「お？　おおおおおお？」

　どうやら深みへとうっかり嵌はまりこんでしまったらしい。川の中ほどで、イリーナが手足を振ふり回しもがいている。

「きゃぁあああああ～～！　沈むー‼」

「……って、お前こそ何をやっとるんじゃ、イリーナぁああ‼」

　ヒースとガルガドが思わず同時につっこんだ。がぼがぼと、壮そう絶ぜつな水音を立てながらイリーナは水の中で溺おぼれていた。

「あああああっぷ、ごぼごぼがぼ、わたしの、げぶ、グレー、ッぷ、ト・ソード…あぷ……がぁああ！」

　水の中でもがいているイリーナが、どうやら大剣グレートソードをうっかり手放してしまったらしく、溺れながらも悲ひ痛つうな声を上げている。その様子に、マウナが遠くから怒ど鳴なりつけた。

「いいから、武器の心配より先に、自分の命を確かく保ほしなさいイリーナ！」

　くらりと、エルンストは視し界かいが揺ゆらぐのを感じた。

「ワタシハ、コンナ連中ニ、五千がめる……」

　裏うら返がえった声が響いても、誰だれも弁べん解かいしない。その頃ころには、ガルガドもサポートに入ろうと慌あわてて駆かけ出していたからである。

「きゃぁああっ！」

　熊くまの一撃げきが、少女を襲おそった。背中から振り下ろされる爪つめに一撃され、更さらに牙きばが肩かた口ぐちに喰くいこもうとする。

　血が飛沫しぶきを上げ、細い悲鳴が沢さわに響き渡った。

「〝マナよ、万ばん物ぶつの根こん源げんよ！　光の矢となりて、迸ほとばしれ！〟」

　そしてその直後、少女をぎりぎり避よけて飛んで来た光の矢が、熊の横よこ腹はらに突つき刺ささる。エルンストの視界の端はしで、今度はきちんと呪じゆ文もんを紡つむぐことに成功したヒースが、得意げな表ひよう情じようを浮うかべていた。

　熊の巨きよ体たいが一瞬怯ひるんだかのように傾かしぐ。
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　その隙すきを逃のがさず、一本の矢が風を切り、熊の眉み間けんに命中した。

　野や獣じゆうの咆ほう哮こうが空気を震ふるわせる。

　三呼こ吸きゆう分ぶん、十分に狙ねらいをつけたマウナの弓だ。それは本来非ひ力りきなハーフエルフの力で放たれたとは思えない威い力りよくを発はつ揮きした。

　イリーナは、ごぼごぼと順調に沈んでいる。

「〝ハツ〟！」

　鉄てつ塊かい娘むすめの沈んでいる位置を確かく認にんして、その寸すん前ぜんで立ち止まったガルガドが、手のひらを熊へと向け神しん聖せい魔ま法ほう〝気弾フオース〟を放つ。それが効きいたか、さらに、熊の身体からだが大きく傾いだ。

　更に追加されたヒースとガルガドの魔法によって、それからさして時間は経たたずに、熊は仕し留とめられることになった。

「……少々、みっともないところをお目に掛かけましたな」

　熊の呼吸を確認したガルガドが、五千ガメルの価か値ちにぐらついているエルンストへとフォローするように、振り返って一礼する。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、被ひ害がい出てないし！」

　問題なし！　と親指を立てながら駆け寄ってきたマウナが、精霊魔法〝水中呼吸ウオーター・ブリージング〟を沈んでいるイリーナへと唱える。水の精霊の力を借りて、水の中でも呼吸できるようになったイリーナは、そのまま水みな底そこを歩いて、対岸へと向かう。強い流れも、鉄の鎧よろいに身を固め、しっかりと両足を踏みしめて歩くイリーナには、ちょっとした風程てい度どの揺ゆらぎにしかならないようだ。

　ごほごほと咳せきこみながら、水から上がると、気を失った少女の様子を見に屈かがみこみ……それから、命に別べつ状じようはないと言うように、指先で丸を作ってみせた。

　川向こうの一行にほっと安あん堵どの空気が広がる。

「……いやー、これで手て遅おくれだったら、ものごっつ気まずいよなあ……」

　眠ねむりの呪文の苦手な魔術師ソーサラーが遠い目で呟つぶやいた。

　至し高こう神しん・ファリスの力を借りて、ある程度少女の傷きずを塞ふさぎ、イリーナは少女を抱かかえて再ふたたび渡と河かに挑ちよう戦せんする。少女を濡ぬらさないように、頭上に抱え上げるような形になった。

　運ばれてきた少女に、今度はマウナが〝快癒ヒーリング〟を掛ける。その間に、イリーナは半泣きになりながら、自分の大剣グレートソードを捜さがしに、流れへと三度踏みこんでいた。

　それを横目に、少女の具合を確かめるように覗のぞきこんでいたヒースが、軽い調子で肩かたを竦すくめる。

「このまま見み捨すてていくこともできんしな、集落まで送ってやるか」

「それがいいかもね。完全に気を失ってるみたい。とりあえず、保ほ護ごしましょ」

　マウナが同意を示しめすように頷うなずいた。心配そうに、少女の身体からだに痕あとが残らないだろうかと眉間に皺しわを寄せている。

「おい！　私の依い頼らいはどうなるんだ！」

　話のなりゆきに、エルンストが声を荒あらげた。

「もちろん、続行いたしますとも」

　慌てずに、ガルガドが言葉を添そえる。

「しかし、年とし端はもいかない少女を、このまま置いておくわけにも行きますまい。財ざい宝ほうは逃にげませんぞ」

「先に掘ほり当てられるかも知れんけどな」

　ヒースの茶々に、ガルガドが軽くつま先を踏みつけた。

「それに、さっき言ったろ？　このあたりの地形もずいぶん変わってるってな。この子の集落で、何か情じよう報ほうが得られるかもしれないだろ」

　つま先の痛いたみに涙なみだ目めになりながら、ヒースが意見を述のべる、先ほど山の形の違いを見ていたエルンストは、そのことには頷かざるを得ない。

「怪け我が人を放ほうっておくことは、正せい義ぎとはいえません」

　何とか大剣を無事に保護したらしいイリーナも、鎧を脱ぬいでマウナから借りた手て拭ぬぐいで顔を拭ふいているうちに話のなりゆきを察したらしく、賛さん同どうの様子だ。

「とりあえず、この子を運ぶか」

　エルンストが反はん論ろんを考えているうちに、気を失ったままの少女の身体をヒースが負ぶう。ガルガドでは、身長が足りずに引きずってしまうからだ。魔術師という見た目に反して、彼は力があるらしい。もちろん、全身金属の塊かたまりとなって走り回っているイリーナには、はるかに及およばないが。

「あ、わたしが運びますよ、ヒース兄さん」

　慌ててイリーナが声を掛けるが、ヒースは指でもう一度川向こうを示す。

「お前、あれ」

　かくして、ヒースが少女を。エルンストとマウナがイリーナの濡ぬれた鎧を手分けして持ち、イリーナとガルガドが協力して、倒たおした熊を運ぶという荷物大移い動どうな光景が展てん開かいされることになった。







　少女は、蛮ばん族ぞくの娘のようだった。

　遠目にはわからなかったが、呪まじないの意味があるのだろうか、肩や頰ほほに繊せん細さいな意い匠しようの刺青いれずみが施ほどこされている。黒い髪かみは襟えり足あしよりも少し長く伸のび、不ふ揃ぞろいではあるものの不ふ潔けつな印象はない。着ているものも、身体の要所のみを覆おおう毛皮を加工したものと、木や石を使ったわずかな装そう飾しよく品ひんだが、野蛮な印象はなく、むしろ清せい楚そで素そ朴ぼくさを感じさせた。

「……う」

　小さなうめき声が上がり、閉とじていた瞼まぶたが震えながら開く。黒い瞳ひとみが、ぼんやりと周囲を映うつし出した。

　最初にその瞳に映った空は、すでに濃紺に染そめ上げられ、鮮あざやかに星が瞬またたいている。その空を遮さえぎったのは、額ひたい当あてをつけ白い革鎧レザー・アーマーを着た、年とし若わかい少年の顔だ。

「あ、気がついたみたいだよ！」

　留る守す番ばんをしていたため騒さわぎに気付かず、火をおこして平和に昼ひる寝ねをしていたノリスが少女の看かん病びようを押おし付けられていたらしい。少し離はなれて鍋なべを囲んでいた一同が、その声に一いつ斉せいに振り返った。

　状じよう況きようを把は握あくしきれていないのか、眼めをまん丸に見開いて硬こう直ちよくしている少女に、イリーナがマウナによそってもらった熊くま鍋なべ汁じるの椀わんを、運んでくる。

「食べられる？　美お味いしいよ？」

　脇わきにしゃがみこみ、目線を合わせて、蛮族の少女へとそっと椀を差し出した。

　黒い瞳は無言のまま。イリーナと、その脇のノリスと、そして少し離れたところで鍋を囲む一行を順番に眺ながめてから、再びイリーナへと戻ってくる。

「マウナが、怪我を治してくれたから、痛いたみはないでしょ？　ごめんね、助けるの、間に合わなくて」

「…………」

　謝あやまるいわれはないだろうが、と熊鍋を口にしていたエルンストは思ったが、口には出さなかった。

　少女は差し出された熊鍋に、手を出すことなく、半分身を起こし、己おのれを護まもるよう膝ひざを抱かかえてうずくまっている。警けい戒かいするような視し線せんで、一行へと鋭するどい視線を投げかけるだけだ。

「食べないなら、ボクが……はうっ」

　無視された熊鍋の椀を取ろうとしたノリスに、イリーナは一いち瞥べつもくれずに裏うら拳けんを打ちこむ。もちろん手て加か減げんしているだろうが、盗賊シーフは飛ばされても身が軽いのか、ごろごろと鍋の近くまで転がっていった。単に、お代わりが欲ほしくて、わざと転がってきたのかもしれないが。

「……えーっと……わたしは、イリーナ」

　もしかして、言葉が通じないのだろうかと、イリーナは自分の名前を口にしながら自分を指差し、それを何度も、繰くり返す。根気よく。

「イリーナ。わたし、イリーナ」

「はっはっは。イリーナ、何だかちょっとおとぼけさん風味だぞ、お前」

　朗ほがらかなヒースのまぜっかえしの言葉に、マウナが脇腹に肘ひじ鉄てつを食らわせた。

「あなたの、なまえは？」

　仲間内のやりとりを見ないようにしながら、イリーナはなるべくゆっくり、何度も言葉を繰り返す。

　ふい、と視線を逸そらせたままの少女は、何も答えない。

「困こまったなあ……わたし、尋じん問もんしてるつもりないし、あなたを捕ほ虜りよにしたつもりもないんだけど」

　答えない少女に、かくりとイリーナは肩を落とす。

「あなた。自分の家まで、一人で帰れる？　それとも送っていったほうがいい？」

「大だい丈じよう夫ぶなのではないか？　このあたりの蛮族なんだろう」

　今度はマウナが少女の傍そばへとしゃがみこみ、なるべく優やさしく語りかけようとする。それにエルンストが口を挟はさんでいた。その表情は半分焚たき火のオレンジ色に染まっている。

「それなら、いいんだけど」

「通りすがりの蛮族に、そこまで気を使って、何か見返りがあるか？」

「ありがとうって、言ってもらえるかもしれないですよ」

　無理はするまいと、少女の傍かたわらに椀を置き、イリーナは弾はずむような足どりで皆のところへと戻っていく。一度川に落ちたせいか、今は鎧を着ていない。

「……は？」

　目を丸くしたエルンストが、ぽかんと口を開けた。その表情がよほど面おも白しろかったのか、イリーナはクスリと小さな笑い声をたてた。

「ありがとうって、言ってもらえるの、嬉うれしくないですか？　別に、それ目当てじゃないですけど。誰かから感かん謝しやされるの、わたしは嬉しいです。笑え顔がおで言ってもらえると、ますます元気になります」

　笑いながら、イリーナが置いたままだった自分の椀わんを手にとった。少し冷えた具は、吹ふき冷さまさなくても、丁ちよう度ど食べやすい温度になっている。

「じゃあ何かね、君はそのために、考えなく鉄の鎧よろいのまま、川へと突とつ進しんしていくのかね」

「あれは、別にありがとうって言われたかったわけじゃなくて……とにかく必死で、気がついたら、溺おぼれてたんです」

　なお悪いじゃないか、とエルンストが呟つぶやく。仲間たちも、やりとりを聞いているはずなのに、何も言わず笑っていた。

「まあ、それがイリーナですからな。足りないところは、我々で補えばよいのです」

「考えすぎるイリーナっていうのも、気持ち悪いからな」

　冒ぼう険けん者しやたちは、冗談を言っている表情ではない。真顔だ。

「冒険者というものは、命知らずだと聞いていたが……」

「命くらい、知ってますよ！　それが、大事なんだってことくらい」

　エルンストの呟きに、イリーナが不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「自分の命が大事だから、他の人だって、大事だろうって思うだけです」

　ぷくりと頰ほほを膨ふくらませ、椀の中身をかっこむ。一息でほとんど空になった中身を、マウナが優しい表情で注ぎ足していた。シンプルな主しゆ張ちように、エルンストもそれ以上の文もん句くを言う気を失ってしまう。

　鍋なべから立ちのぼる温あたたかな湯気が、エルンストの溜ため息いきに大きく揺らいだ。

　蛮ばん族ぞくの少女は、じっと、彼らの様子を見ている。

「まあ、何だ。今日は休むか。明日も早いんだ」

　旅の疲つかれと、腹はらが膨れたために瞼まぶたの皮が緩ゆるんできたのだろう、ヒースが大欠伸あくびをしつつ、提てい案あんした。くぅ、と背せを伸のばし、拳こぶしで軽く肩や腰こしを叩たたく仕草が十代とは思えぬ親父おやじ臭くささを醸かもし出す。

「よー、お嬢じようちゃん。別に、俺おれたちはお前さんを捕つかまえたりしたわけじゃないから、自由にどっか行ってもいいが、一晩ばんくらいゆっくりしてってもいいと思うぞ。火も熾おこしてあるし、人がたくさんいるほうが、獣けものも来ないから安心して休めるだろ。俺たちで順番に火の番するから、しっかり寝ていけや」

「大丈夫よ、ヒースはこう見えて、子こ供ども好きだったりするから、危あぶないことは何もないからねー」

　マウナがフォローするように言葉を足し、少女へと手を振った。

　橙だいだい色いろの火がパチパチと小さな音を上げて鍋を温める。それを囲むドワーフ、ハーフエルフ、そして人間といういびつな光景。それでも、誰だれの表情にも笑え顔がおがある。

　なぜか、その光景に組み入れられながら、エルンストは不思議な懐なつかしさを感じていた。

　そしてふと、思い出す。

　最後に、家族で食事をとったのは、いつだっただろうかと。

　そんなことを考えたのは、初めてだった。







　疲つかれがピークに達すると、逆ぎやくに眠ねむれないことはよくある。

　身体からだはだるくて仕方がないのに、気持ちと目ばかりが冴さえてしまう。

　エルンストは痛いたむ節々に舌した打うちをしながら、寝返りを打った。毛もう布ふ一枚まい向こうに地面の硬かたさを感じ、手て探さぐりで小石を取りのぞく。そんなことをしても寝床が柔やわらかくなるわけではなかったが、ふとした拍ひよう子しに、身体に触ふれる豆まめ粒つぶほどの小石の存そん在ざいも気になってしまう。

「……眠れないの？」

　ふと声がかかる。この時間に見み張はり番となっていた、盗賊シーフの少年ノリスの声だった。

「無理にでも、寝とかないと辛つらいよ？　ボクは、話し相手ができて嬉うれしいけど」

　どうやら退たい屈くつだったらしく、けろっとした声で言いながら、ノリスは焚たき火に新しい枝えだをくべる。あまり丁てい寧ねいな手つきではなかったせいか、オレンジの火の粉が、羽虫の群むれのようにふわっと舞まい上がった。

　周囲を見回すと、すでに冒険者たちは毛布に包くるまり、安らかな寝息を立てていた。彼らはこういった状じよう況きようには慣なれっこなのだろう、横になって五回呼こ吸きゆうを数えるよりも先に、それが寝息に変わるものもいる。

「普段は、もっと柔らかな布団ふとんで眠っていたからな」

「あー、ボクも、最初の頃ころは、結けつ構こうあちこち、痛くなったな」

　ノリスが懐かしそうに笑う。

「腰と、肩が痛いよね。すごく、動作がおっさん臭くなるんだ、ヒースみたいに」

　聞いていたわけではないだろうが、何やら聞きとれない寝言交じりにヒースが丁度寝返りを打ち、おっと、とノリスは首を竦すくめた。

「……君は、なぜ冒険者になったんだね？　あのウェイトレスのように、身内が亡なくなって、生きるためにかね？」

　まだ十代半ばほどの盗賊シーフに、エルンストは首を傾かしげた。何かを話しているうちに眠気も訪おとずれてくるだろう。そう思ったのか、少し身体を火の傍そばに寄せる。

　夏といえども、ヤスガルンの中ちゆう腹ふくを過すぎたせいだろうか、思っていたよりも火の傍が心地ここち好よい。

「ううん。ボクんち、おばあちゃまも、父さんも母さんも元気だよ」

　おばあちゃま、そのさらりと口から出てきた単語が似につかわしいように思えず、エルンストは思わず身体から力が抜けた。

「では、その……祖そ母ぼ君ぎみや、両親と折り合いが悪くて、家に居い辛づらく、ファンに家出をしてきたとかかね？　それとも、兄きよう弟だい姉し妹まいとか？」

「ボクんち、ファンにあるんだけど……。あ、おばあちゃまと母さんは折り合い悪いなあ、原げん因いんは大たい概がいボクだけど」

「やはり……」

「でも、どっちにもいい顔しておくと、お小こ遣づかいがたくさんもらえて、気楽だったけどね」

　やはり、さらっとした答えに悲ひ愴そう感は微み塵じんもない。

「…………」

「おっちゃんが、冒ぼう険けん者しやにどんな夢ゆめを見てるのか、すっごく聞きたくなってきたなあ」

　ノリスは、難むずかしい顔をしているエルンストへとケタケタと笑った。その明るい笑い声が安あん眠みん妨ぼう害がいになったらしく、毛布の塊かたまりの一つから、丸めた靴くつ下したが飛んで来た。

「じゃ、じゃあどうして、冒険者になったんだね？　話を聞くに、実家も裕ゆう福ふくそうな様子じゃないか……」

「んー。父さんに、一旗揚げて来いって言われて、家から放ほうり出されたのがきっかけだけど……あ、うちの父さんも冒険者だったから。家を継つがずに、長いことふらふらしてたみたいで、おばあちゃまと母さんが、それでよく喧けん嘩かもしてた」

「……家を継ぐ？」

　エルンストが首を傾げる。その様子に、ノリスは簡かん単たんに事じ情じようを付け加えた。

「ボクんち、いわゆる呪まじない屋さんでさ。前は、おばあちゃまがやってたけど……今は、父さんが継いでる、のかな？」

　どうやら現げん在ざいの実家の状じよう況きようを知らないらしく、ノリスは曖あい昧まいに視線を夜空へと向ける。

「では、いつか君も、家を継ぐのかね？」

「んー、わかんない。できたら、ボクはこうやって、みんなと一いつ緒しよに気楽に冒険者やってるほうがいいんだけどなー」

　ノリスは眉み間けんに皺しわを寄せながら、小さく唸うなって抱かかえ込こんだ自分の膝ひざに顎あごを置いた。目の前でパチパチと爆はぜる炎ほのおを見つめる横顔はオレンジに染そまっている。

「でも、昔は父さんも同じこと言ってたらしいから、わかんないかな」

　あはは、と大口をあけて気楽に笑う。深いことは何も考えていないようだ。その表情に、エルンストは幾いく分ぶん柔やわらかな表情を過よぎらせた。

「……父君のことは、好きかね？」

「好きだよ、わりと」

　少し小さくなった火を枝えだでつつきながら、ノリスはやはり軽い口調で言う。時折薪たきぎが鮮あざやかな色合いに変わるのが楽しいらしく、わざと乱らん暴ぼうに搔かき回していた。

「わりと、か」

「うん。おっちゃん、子こ供どもは？」

「いるとも。お前くらいの年ねん齢れいだ」

　だから、一介の冒険者風ふ情ぜいに、こんな話をしてしまうのだろうか、とエルンストはぼんやりと思う。

「もうじき、あの子も宮きゆう廷ていに出仕を許ゆるされる年ねん齢れいだ……だから」

　息子むすこの顔が目ま蓋ぶたの裏うらに浮うかんだ。自分は、宮廷では厄やつ介かい物もの扱あつかいだ、特に重要ではないポストで日々の移うつり変わりを眺ながめているだけのことも多い。まだ何も知らない息子には、そんな未来の見えた道は歩かせたくはなかった。

　無む邪じや気きで気楽そうな顔をしているこの年とし若わかい冒険者は、自分の未来に不安は無いのだろうか？

「……色んなものを、調ととのえてやらなければならない。身み支じ度たくだけのことではない。仕事の環かん境きよう、友人の環境……付き合う人間で、人生は変わるのだ。できるだけのものを、私は息子に残してやらなければ……」

　独ひとり言のように続くエルンストの言葉に、ノリスはうーんと唸って腕うでを組み、ちらりと眠る仲間たちへと視線を向けた。

「別に、ボクは皆みなのことは、父さんに用意してもらったわけじゃないんだけどな」

　頰ほほを指先でぽりぽりと搔かきながら、呟つぶやく。

「ボクが、父さんを好きなのは、父親だからじゃなくって……もしかして、いい友達だったからかも、しれないけど。やっぱり、よくわかんないや。大変なんだね、お父さんって」

　くぁ、と欠伸混じりにノリスは背を伸ばす。小さく関節の鳴る音がした。

「ねえ。君も、ご飯食べない？　そんなの食べてたら、お腹なか壊こわすよ。お椀わんには別に毒は入ってないからさ」

　ふと、ノリスが明後日あさつてのほうへと呼びかける。びくっと驚おどろいたように跳はねたのは少し離はなれた毛もう布ふだった。身動みじろぎした拍ひよう子しにはらりと解とけた毛布の奥おくでは、空くう腹ふくに耐たえかねたか、蛮ばん族ぞくの少女が小さな石を口に含ふくもうとしているところが垣かい間ま見みえる。黒い瞳ひとみが、猫ねこのようにまん丸になって警けい戒かいの色を浮うかべていた。

「君のお父さんは、どんな人だった？」

　残った熊くま鍋なべを温めようと火にかけながら、ノリスが少女に笑いかける。

「…………」

　返ってきたのは、やはり沈ちん黙もくだけで、やっぱりダメかと、仕方なさそうに笑った。

　鍋底が焦こげ付かないように、杓しやく子しでかき混まぜ、どうやらノリス自身、自分の夜食にしようという魂こん胆たんもあるらしく、ちゃっかりと器うつわを用意している。

「……シラナイ」

　小さく小さく、籠こもった声が聞こえた。耳を澄すましていなければ、虫の音に紛まぎれて搔かき消されてしまいそうな細い声だ。

　思わず、と言った風ふ情ぜいで、ノリスとエルンストは顔を見合わせる。

「……わたし、兄、に、育ててもらった……。でも、少し、ちょっとだけ、前。兄、出ていった」

　少々癖くせの強い、西せい方ほう語ごだった。

　あまり、街で交流したことのない部族の出身なのだろうか。エルンストは、以前に調べたヤスガルンの山やま間あいの資し料りようを思い出そうとした。アリド族という奴やつだろうか。しかし、それならば氷の売買などの交流も若じやつ干かんあり、もう少し流りゆう暢ちような言葉を喋しやべるのではないだろうかと首を捻ひねる。

「よかった、喋れたんだね。ちょっと、心配したよ、言葉通じないのかなって」

　ノリスは単たん純じゆんに会話の相手が増ふえたことが嬉しいらしく、機き嫌げんがいい。

「お兄さんかあ。いいなあ、あ、ヒースみたいなのなら御ご免めんだけど」

「……とても、強くて、立りつ派ぱ」

「じゃあ、全然違うね」

　仲間に対して、ノリスも言いたい放題である。いつのまにか、少女の顔だけが、毛布からはみ出ていた。

「ねえ、名前は？　ボク、ノリス」

　言いながら、「妹もいいなあ」という呟きが零こぼれる。

「……ユーク」

　一いつ瞬しゆん迷まよう様子を浮かべるも、少女はようやく短く自身の名を告げた。

「ユークか……うん、ユークね。なんで今まで喋らなかったのさ。イリーナの言うことだって、聞こえてたんだろ？」

　鍋をかき回しながらのノリスの口調に、咎とがめるような色はない。ただ、純じゆん粋すいに不思議だと思っているようだ。

「……街の人は、コワイ」

「怖こわい？」

「街の人は、わたしたちが、キライ」

「？」

　そんなこともないと思うけどなあ……と、腕うで組ぐみをしてノリスはぼやく。

「昔、わたしたち、もっと、街に近い場所にいた……でも、追われた。新しい国、なってから。だから、街の人は、怖かった」

　もそもそと、身じろぐ気配がして、少女は半身を起こす。毛布に包くるまったまま、脇わきに置かれていた、冷め切った熊鍋の椀わんを手にとり、ほとんど手づかみで食べはじめた。鼻先をつまんだ野菜に近づけ、匂においをかいで確たしかめながら、次々にスープの染しみた具を口へと入れていく。

「……ヘンな味」

　全部食べ終わってから、蛮族の少女・ユークは眉み間けんに皺しわを寄せた。表情にあわせて、頰ほほの刺青いれずみの形がわずかに変わる。

「まずかった？　きっと、冷めてるからだよ。お代わりどう？　きっと、石を食べるよりは、美お味いしいよ」

　鍋が再び煮に立たち始めると、ノリスは自分の分を確かく保ほしてから、杓子でよく煮えた肉や野菜、自じ然ねん薯じよを掬すくい上げる。

「石のほうが、ヘンな味、しない」

「……お腹なかすいたぁ……」

　どうやら鍋の匂においが届とどいたらしく、毛布の塊の一つが起き上がってきた。オレンジ色の炎ほのおに照らされたのは、茶色の髪かみ。少し眠ねむそうに、目元を袖そで口ぐちでくしくしと擦こすっている。くー、と小さなお腹の音が響いた。

「ずるい、ノリス。わたしも、夜食食べたいです」

　もそもそと毛布に包まれたまま、這はうようにして、巨きよ大だい芋いも虫むしのようになったファリスの神官戦士は火の傍そばへとやってきた。

「……よく食べて、よく動くことが、さらなる強さを身につけることにつながりぃ……」

　まだ少し寝ねぼけた声で、自分の分の椀を、ん、と遠えん慮りよなくノリスへと差し出す。べつに気を悪くした様子もなく、ノリスは自分のために掬すくい上げていた熊くま鍋なべの具を、差し出された器うつわへと注いでいった。

「つまりー、よく食べることは、ファリス様の正せい義ぎを行う力となるわけでー、よって、このお夜食は、正義のためなのです……いただきます、ファリス様」

　へこん、と頭を下げ、一いち応おうは神官らしく、簡かん略りやく化かした祈いのりを捧ささげて残りの鍋に手をつける。時折口の中からバリバリと激はげしい音がするのは、取り除のぞき忘わすれた骨ほねの一部を嚙かみ砕くだいているのだろうか。

　その豪ごう快かいな様子に、ユークはぱちくりと眼めを見開いている。もちろん、エルンストもだ。

「……あー、もう、また罠わな張はってる……」

　次にもそもそと起き出してきたのはマウナだ。柔やわらかい金きん髪ぱつの後頭部に寝ね癖ぐせをつけて、やはり芋虫のように毛布を巻きつけたまま這ってくる。

「罠って何さ、罠って」

「……あたしの、スリムなウェストラインを崩くずそうとする罠よ。決まってるじゃない。こんな時間に食べたら、太るんだからね」

　イリーナよりは余よ程ほどしっかりとした口調で、ハーフエルフはノリスの手から杓子を引ひったくり、自分で鍋の中身を選別して、自分の器へと掬っていく。汁しると、野菜やきのこが中心だ。肉類はなるべく避さけているあたりがしっかりしている。

「食べなきゃいいじゃん」

「うるさい。人が美味しそうに食べてるのを見ながら食しよく欲よくを抑おさえるのも、精せい神しん的負ふ担たんになって、やっぱり太る因もとなんだからね」

　ふん、とそっぽを向きながら、マウナも小さな匙さじで煮にえた野菜を口に運び始める。

　食べ方は対照的ながらも、美味しそうに夜食をとる娘むすめたちの様子に、ユークも食欲が湧わいたのだろうか、空になった器をそっと差し出した。

「……あの、おかわり……」

「あー、女の子ちゃん、喋しやべってる！」

　ようやくそのことに気付いたマウナが、ぽかんと口を開けた。驚おどろきの表情は、すぐに笑顔へと変わる。

「……ユーク」

「ユークちゃん、そっか、そっか。ユークちゃんね」

　何度も機き嫌げん良よく頷うなずきながらも、マウナの食べる手は休まらない。

　鍋に引っ掛けられた杓子を使って、ユークの差し出した器に熊鍋を入れたのは、エルンストだった。「何で、こんなことを私が……」と呟つぶやきながら杓子を使い、不器用によそう。端はしから少し零こぼれて、地面にスープが落ちてしまった。次に自分の分を入れるときには、少しだけ、上う手まくいく。少なくとも、零さなかった。

　わずかに達成感があったが、くだらないことで何を喜んでいるんだと、首を振ふってその感情を追い出す。

　こういった食べ物に慣なれていないのか、ユークは戸と惑まどった表情を隠かくすことなく、ほこほこと湯気を立てる器の中身へと鼻を寄せて、材料ごとに不安そうに匂においを嗅かいでいる。

　無心に食べていたイリーナは、気がつけば、食べながらうとうとと眠ねむっていた。

　そのうち、ガルガドとヒースも起きだしてくる。

　何をやっているんだかと、呆あきれた表情を向けられつつも、見み張はりの交代時間になる頃ころには、鍋の中身はすっかりと、おのおのの腹はらの中へと片かた付づけられていた。

　同じ食べ物、鍋のものを分けあう感覚は、わずかなりともお互たがいの間に連帯感を生じさせるものなのか、蛮ばん族ぞくの少女・ユークは、慣れないらしい食べ物に奇き妙みような顔をしながらも、ぽつり、ぽつりと口を開き始める。

　少女の言葉には特有の訛なまりがあり、時々ドワーフであるガルガドが聞きとれずに首を捻ひねることがあったものの、お互いの意い思し疎そ通つうにはほとんど不自由はない。

「じゃあ、あの山の中腹に、ユークの集落があるわけね？」

　エルンストの地図と照らし合わせて確かく認にんしながら、マウナが少女に問いかけた。言葉では聞きとりにくいことがあるかもしれないと判はん断だんしたのか、オレンジ色の焚たき火に照らされながら、こくんと、ユークは大きくはっきりとした動作で頷うなずく。

「何だ、道のりの途と中ちゆうじゃないか。送っていくくらいできそうだな。ついでに、これ以上寒くなると防ぼう寒かん具ぐが必要そうだ。食料と水の補ほ給きゆうをさせてもらえるとありがたいよな」

「しかし、何な故ぜ、その山の集落の住人であるお前さんが、こんなところまで降おりてきておるんだ？」

　ふと、思い出したようにガルガドがユークへと声をかける。

「わたし……兄に、会いにいってきた。兄、修しゆ行ぎよう。邪じや魔まするは、よくない。でも、時々、集落の様子、知らせるが、わたしの役目」

　ゆっくりと、聞き取りやすいように気をつけながらユークは言葉を綴つづる。







[image: ]







「でも、修行で出掛けているのか、会えなかった。どうしていいのかわからなくて、困こまってた。兄、捜さがそうと思った」

「それで、ここまで降りてきたときに、熊くまに襲おそわれたというわけだの」

　ガルガドの言葉に、ユークはもう一度頷いた。

「困ってたって、どうして？」

「みんなは、どうして、山に登るか？」

　マウナが言葉を挟はさむが、それと同時にユークの言葉が挟まり、遮さえぎられる形になる。今度はユークが質しつ問もんをする番ということらしい。両手に熊鍋の具を入れた器を包みこんだまま、ことりと首を傾かたむけている。

「あの山に、遺い跡せきがあるのを、ユークちゃん知ってる？」

　ダメもとのつもりで、鍋の中身の焦こげた部分を匙でこそげていたマウナが訊たずねる。イリーナは、そのマウナにもたれたまま、すっかりと眠りこんでおり、口の端にスープがついていた。年とし頃ごろの娘むすめとは思えない風ふ情ぜいに、エルンストは行ぎよう儀ぎ見習いの良い家庭教きよう師しを紹しよう介かいしたいと、心の底から思う。

「……いせき」

　ふと、ユークの表情が遠くなる。何かを思い出そうとしているように。

「いせき……『竜りゆうの棺ひつぎ』のことか？」

　数回の瞬まばたきの後に、ユークの黒い瞳ひとみが一同を映うつし出した。

「竜？」

「棺？」

「知ってるんだ⁉」

　それぞれ驚くポイントが違ちがうとはいえ、ユークの言葉に全員が反はん応のうする。

「シラナイ」

　ほとんど取り囲まれるような状態になって、慌あわてて少女は首を横に振った。ぱさぱさと、黒い髪かみが跳はねる。

「どっちなんだ！」

　特に、エルンストの詰つめ寄よりかたは激はげしい。

「知らない。わたしは、入ったことがない。あの場所は、禁きん忌き。ずっと昔から、そう言われている」

「だから、どうしてだ！」

「シラナイ」

　少女は困ったように、首を横に振りつづける。エルンストは、彼女の肩を摑つかんで揺ゆさぶらんばかりだ。さりげなく、マウナがユークとエルンストの間へと身体からだの位置を移うつした。

「わたしは、禁忌護まもる。でも、みんなは、生命いのちの恩おん人じん。集落には、案内する……でも」

　遺跡のことは教えられないということだろう、ユークは言こと葉ば尻じりをすぼめ、小さくぼそぼそと聞き取れない言葉で呟いている。

「……これだから、蛮族は……あそこに、どれだけの価か値ちのある財ざい宝ほうがあるかも知らないで」

　舌した打うちの音を響ひびかせて、エルンストは苦々しげな表情を作る。すでに中を荒あらされているのか、いないのか。彼の一番の気がかりはそれだった。

「でもまあ、禁忌って知られてるってことは、ユークの集落の近くにあることは間違いなさそうだよね」

　能のう天てん気きなノリスの声が響く。

　空を見上げれば、濃のう紺こんの空に鮮あざやかな星空が広がっていた。明日の天気も良さそうだと、呟いたヒースが満足そうに頷いている。雨の中での登山は、出来ることなら勘かん弁べん願いたいのだろう。

　パン、とガルガドが注目を集めるよう、手を打ち合わせた。

「まあ、なりゆき親しん睦ぼく会はこれくらいにして、今日はそろそろ休むことにしようではないか。明日中にはユークの集落に辿たどり着きたい。寝ね不ぶ足そくで越こえられるほど、ヤスガルンの山道は甘あまくないからの」

　すでに健すこやかな寝息を立てているイリーナを、その場へとつっころがして毛もう布ふをかけると、この時間からの見み張はりを担たん当とうするガルガドを残し、明日の道のりに思いを馳はせつつ再ふたたび全員が身を横たえる。

　もう一度、周囲が寝息で満たされるまでには、そう時間がかからなかった。

　曲がりなりにも、遺跡の場所の手掛かりを得たことに心が浮うき立つのを覚えたエルンストは、その興こう奮ふんを伝えようと、自分の胸むな元もとを探さぐった。綺き麗れいに磨みがかれた貝かい殻がらが二枚まい、取り出される。

「……聞こえているだろうか、クルーエル伯はく……」

　しかし、夜も遅おそいせいだろう、いつもならばすぐに応おうじてくれるはずの貝殻も今は沈ちん黙もくしている。しばしの間寂さびしげにそれを見つめていたが、腹はらに温かいものを入れたせいだろうか、目ま蓋ぶたに眠ねむ気けが訪おとずれ始めた。のろのろとした動作で再び〝伝声の貝ウイスパー・シエル〟を懐ふところに仕し舞まいこみ、エルンストは今度こそ静かに、泥どろのような眠りへと引き込まれていく……。







　ユークの集落までは、想そう像ぞうよりも早かった。

　これは、ユーク自身が道案内についたからというのが大きい。

　獣けもの道みちともいえない、藪やぶ漕こぎをしてやっと進めるような道無き道を行き、その視界が拓ひらけた時、そこに見慣れない集落が広がっていた。

　谷の狭はざ間まにひっそりと隠かくれるように、土つち壁かべで作られた、背せの低い家々がぽつり、ぽつりと建ち並んでいる。緑に紛まぎれるような、小さな土の家は、高い場所から見れば風景にすっかりと溶とけこんでしまっていた。

「ほー、あれがユークの集落か。案内がなければ、多分気付かなかったな」

　高みから小さな集落の光景を見下ろし、ヒースが少々感心したような表情を浮かべる。その脇わきを、するりとユークがすり抜けた。

「待っていて。長老、教えてくる」

「……ここまで来ると、かなり冷えますね、ヒース兄さん」

　ユークが軽やかに集落へと向かって走り出す背中を見守って、イリーナは小さく身体からだを震ふるわせる。目の前には、白い山さん嶺れいが迫せまっていた。鮮やかな白壁との距きよ離りに、今までの道のりが想像できる。

「まあ、な。雪山が近いもんなあ」
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「何だか耳も、つんとします」

　気持ち悪そうに、イリーナが自分の耳たぶを引っ張っている。

　その傍かたわらで、マウナが集落の様子を見回して首を傾かしげていた。あまり大きな集落ではない、土ど饅まん頭じゆうに穴あなをあけただけ……と表現して差し支つかえがないほどに質しつ素そな住まいは、全部で二十棟とうも無いだろう。素焼きの壺つぼや皿を抱かかえた老女や女じよ性せいたちが、子こ供どもたちの遊ぶ様子に目を細めながら世間話をしているらしい姿すがたがところどころに見てとれた。

「……若わかい男の人が、少ないのは気のせいかな。老人とか、子供が多くない？　比ひ較かく的、女の人と」

「なんだなんだ、いきなりナンパの準じゆん備びかマウナー。声が残念そうだぞー」

　明るく茶々を入れる魔術師ソーサラーの横顔に、非ひ力りきなはずのハーフエルフの拳こぶしがえぐるように突つき刺ささった。

「……すみません、マウナさん。真ま面じ目めに答えると、狩かりに出掛けちゃってるんじゃないでしょうか」

　だから、この拳を収おさめてくださいと。そのままぐりぐりと拳げん骨こつで苛いじめられているヒースが懇こん願がんしている。

「そうかもしれないけど……女の人も、弓とか剣けんを帯びてるでしょ？　身体つきを見るに、鍛きたえてるみたいだし」

　一いち応おう納なつ得とくの様子を見せながらも、マウナはどうも釈しやく然ぜんとしないらしい。

「そんなにおかしいことかな？」

　ノリスが、家の陰かげに隠かくれて、物もの珍めずらしげに一行を眺ながめてくる子供たちへと手を振りながら、ちら、とイリーナとマウナへと視線を向ける。彼女たちがそれぞれ背負っているのは大剣グレートソードと長弓だ。イリーナに至いたってはそれだけではない。

　やがて、老人を連れたユークが、一行のもとへと戻ってくる。

　彼女を助けた事じ情じようを聞き、礼を述のべにきたようだ。この集落の長老なのだろう、身を飾かざる装そう飾しよくと刺青いれずみが、ユークたちのものと比べて多少仰ぎよう々ぎようしく感じられた。

　イリーナとガルガドの胸むねに着けたそれぞれの聖せい印いんに、不思議そうな表情をしつつ、瘦やせた老人は深々と一行に頭を下げた。真白になった頭とう髪はつはすでに薄うすくまばらな印象すらある。声からも顔つきからも、男性か女性かと、一いつ瞬しゆん迷まようが身に纏まとっている衣服や装飾からすると男性のようだ。枯かれ木のような手足をしているが、眼がん光こうは鋭するどく、焼けた肌には張りがあり、まだまだ十分に矍かく鑠しやくとしている。

「ユークが、世話になったそうで、礼を言う。ありがとうございました」

　口から零こぼれた言葉は、意外なほど滑なめらかな共通語だった。それに応じて頭を下げ返したのはガルガドだ。

「これはご丁てい寧ねいに。しかし、わしらにとっては、狩りのついでですゆえ」

「結構みっともないところも晒さらしたしね」

　ガルガドの言葉に、ヒースとイリーナをちらりと見ながら、マウナは笑えみを含ふくんだ言葉を添そえる。

　ヒースはそっぽをむいて出で鱈たら目めなメロディを口笛で吹き、イリーナは照れ笑いを浮かべつつ頭を搔かいていた。その時のことを思い出したエルンストは、思わず遠くを見ている。

「それでも、未み熟じゆくなユークを救っていただいたことは、確か。あまり長の滞たい在ざいをお勧すすめすることは出来ないが。必要なものがあれば、ある程てい度ど我らが供きゆう出しゆつしよう」

「それは、ありがたい。ここより先は、少々冷えるので、よろしければ少々毛皮などの衣服をお貸し願いたい。もちろん、ただとはいいません」

「……街の貨か幣へいなどは我々には、無用。お気き遣づかいなく」

　長老らしき老人はゆっくりと首を振ふる。

「今、まだ加工してる途と中ちゆうだけど、熊くまの毛皮とも、引き換かえられるよね」

　ノリスがイリーナの担かついでいる毛皮を軽く叩たたいた。長老は、その毛皮をしみじみと眺ながめ、ほうほうと感心したように頷うなずく。

「これを、皆さんが仕し留とめなさった……？」

　確かく認にんするよう、全員へと鋭するどい視線を向ける。それに頷いたのはガルガドだ。「自分は役に立たなかった」と素す直なおに挙手し、申告しようとするイリーナの気配を察し、ヒースがすばやく口を押おさえる。

「まあ、そういうことになりますな」

「なるほど。……強き者には、我々は敬けい意いを払はらう。旅人よ歓かん迎げいしよう」

　日に焼け、皺しわに埋もれた奥おくの瞳ひとみが、温かな笑みを浮かべる。その表情が、ふと真ま面じ目めなものへと変わり、言葉を付け加えた。

「しかし、我々の集落のことは、新しき国には黙だまっておいていただきたい。我々は忌き避ひされておるでな」

　重い澱おりを底に淀よどませたような、低い声であった。

「……新しい国って、オーファン？」

　イリーナが不思議そうに聞き返す。老人は、静かに頷き肯こう定ていを示しめした。

　その場の全員が、どことなく不ふ審しんげに、視線を交かわす。賢けん者じやでもあり、もっとも博はく識しきな魔術師へと一行の視線が突つき刺ささるが、ヒースも意味を測はかりかねたようで、首が妙みような角度に曲がっている。

「別に、邪じや悪あくな風には見えませんよね？　〝邪悪感知センス・イービル〟で確かめてみましょうか？」

「やめい」

　少々声を潜ひそめながらも、真顔で提てい案あんするイリーナをヒースはごく軽く小突いておく。〝邪悪感知センス・イービル〟は、正せい義ぎの神・ファリスの神官に授さずけられる独どく特とくの魔ま法ほうであり、人の内面の正邪を判定することが出来る。使いようによっては便利な呪じゆ文もんだが、以前にさしたる確かく証しようもないままにその魔法を使い、事じ態たいを混こん乱らんさせたことがあったからだ。

「……ともかく、お邪魔させてもらうかの」

　やはり釈しやく然ぜんとしない様子ではあったが、ガルガドがゆっくりと集落へと踏みこんでいく。それを皮切りに一行はぞろぞろと移い動どうを始めた。

　ふと気付けば、すでにノリスは子こ供どもと追いかけっこをして遊んでいる。軽はずみな様子に、咎とがめる言葉をかけようとして、ガルガドはそれを喉のどの奥へと押しこめた。

　楽しげなその様子に気付いたヒースが、あっという間に、その遊びの輪の中へと交まじっていったからである。







　村に防寒着といくらかの食糧を求める間、もっとも注目を集めたのはイリーナだった。

　子供たちは、こぞって彼女の背負う巨きよ大だいな大剣グレートソードを見たがり、同じく背負った棍こん棒ぼうの太さに感心している。はにかみながら、白い板金鎧プレート・アーマーにそっと触ふれては、歓かん声せいを上げて逃げていく子供もいた。

　とはいえ、そういった反はん応のうは、イリーナにとってはさして珍めずらしいものではない。ファンのファリス神しん殿でんでも、礼れい拝はい後ごには似にたようなことになる場合が多いのだ。そして、その周囲で、母親たちがおろおろと心配そうに見ているというのが、お決まりの光景だった。

　しかし、この集落では、子供たちだけでなく女じよ性せいや老人も珍しげに、イリーナの武ぶ器きを見に来る。

　自分に持たせろ、素す振ぶりしてみろ、と身振り交じりに口々に求められ、その旺おう盛せいな好こう奇き心しんにさすがのイリーナも戸と惑まどいが勝まさっている。

「あのー、無理しないでくださいね。この剣けん、ちゃんと持てる人、少ないんですから……って、そこのおばさん！　二人がかりで棍棒持っていかないでください！　危あぶないから！　って、ダメですよ坊ぼうやたち！　弓の弦引っ張っちゃダメー！　怪け我がしたらどうするんですかー！」

　自分の大剣グレートソードをまともに使いこなせた人間が未いまだなく、試ためしとばかりに大きく振りかぶっては、そのまま重量で後ろに転がる者も数多い。おろおろと心配そうに見ているのは、今回に限かぎってはむしろイリーナのほうだった。子供たちの母親らしき女性たちも、入れ替かわり立ち替わり、イリーナの武器を借りて、構えてみようとしてはふらついている。巨大な大剣グレートソードや、棍棒、そして長弓が完全に玩具おもちやになっている様子に、それを止めようとイリーナはてんてこ舞まいである。

「……なんで、みんなこんなに挑ちよう戦せん者しや揃そろい踏ぶみなんですか、この集落……」

　今度は、もしかして、百近いのではないかと思われる老ろう婆ばがよろよろと大剣に触れてみようとして……さすがに、それは周囲に止められている。

「まったくだ。子供たちも負けず嫌ぎらいでな。いい運動になったぞ」

　一見、さわやかに微笑ほほえみながらイリーナの元へと近づいてくるヒースは、子供たちに散々追いかけ回されたらしく汗あせだくになっており、肩かたで息をしている。格かつ好こうをつけて前まえ髪がみを払はらおうとするも、額ひたいに髪が張はり付いて上う手まいこといかない上に、まだ背中には二人ほど子供がぶら下がっている。

「……いい運動になったようですね、ヒース兄さん」

「てゆーか、イジメ？」

　遠い目になりながら、無む邪じや気きな笑い声を上げて背中を上ってくる子供たちにたかられている。すでにノリスは戦線離り脱だつし、どこかの木に登って隠かくれてしまったようだ。

　エルンストの周辺でも、子供たちが珍しそうに輪を描えがいているが、声をかけるまでには至いたっていない。

　難むずかしい顔で考えこんでいるからだろうか。

　実じつ際さい、山歩きに慣なれていないエルンストにとっては、ガルガドやイリーナにほとんどを預あずかってもらっているとはいえ、肩に食いこむ重い荷物は、苦行だった。それを下ろし、座すわりこむことが出来れば、溜ため息いきの一つも漏もれようというものである。

　しかも、ユークとかいう蛮ばん族ぞくの娘むすめの言葉を信用すれば、自分の目指す財ざい宝ほうの遺い跡せきは、この村の『禁忌タブー』の場所にあるという。これでは、遺跡の情じよう報ほうを得ることは難しいだろう。零こぼれる溜息が、重量を増ました気がした。

「……どこ、いたい？」

　そんなエルンストの様子を見かねたか、三歳さいになるやならずかの小さな女の子が、ちょこちょこと小こ刻きざみな歩調で近づいてきた。そのまま、ひょいとエルンストの顔を覗のぞきこむ。

「あんよ、いたい？」

　ずっと、俯うつむいているせいで、そう思ったのだろうか、分ぶ厚あつい靴くつの先にぺたりと座りこみ、ぷよぷよとした小さな手が、そりそりと靴の上からエルンストの足を労いたわるように撫なでる。

「……あ、いや……」

　戸惑ったように、エルンストは周囲を見回す。助けを求めるように、冒ぼう険けん者しやたちの姿すがたを探さがすが、魔術師ソーサラーもファリスの神官戦士も、微笑ましそうにその様子を眺ながめているだけで、助け船を出してくれる様子はない。むしろ、ヒースの温かく見守る表情など、滅めつ多たに見られるものでないだけに気持ちが悪かったが、さすがにそれは口にできない。

「別に、足は痛いたくない……もう……」

　実際、先日ガルガドに足のマメを治ち療りようしてもらってからは、ずいぶんと歩くのも楽になっていた。きょとんとした女の子は、不思議そうにエルンストを見上げている。

「ぽんぽん？」

　自分のふっくらとしたお腹なかのあたりを押さえながら、女の子は、ことんと反対側へと、首を傾かたむける。

「いや、腹はら具合も悪くない。そういうことではなく……」

　こんな風に、誰だれかに気き遣づかわれるのは久ひさしぶりのことで、どう反応していいのかわからない。

　礼を言えばいいのか、説明すればいいのか。しかし、今のエルンストの心しん境きようを事細かに説明をしても、おそらくは理り解かいできない子供には、混こん乱らんさせるだけだろう。それでも、説明を求めるように、女の子の目は、真まっ直すぐにエルンストを映うつしている。

「しかし、人ひと懐なつっこいな。ここの子供は」

　辟へき易えきしているエルンストを微笑ましく横目に見ながら、ヒースはぶら下がった子供を抱かかえ上げ振り回して、楽しそうな笑い声を上げさせる。ぶら下がった子供がうっかりどこかに飛ばされないかとハラハラしているイリーナも、頷いた。

「そうですね、外の人間が、珍しいだけなのかもしれないですけれど」

「あなたたち、灰はい色いろ熊ぐま倒たおしている。みな、それ知ってる」

　答えた声は知った少女のものだった。振り返れば、毛皮の山がもさもさと、少々危あぶなっかしい足取りで近づいてきている。熊の毛皮、うさぎの毛皮、鹿しかの毛皮。その他、すぐには何の毛皮なのかわからないものもあったが、ともかくイリーナたちに合いそうな毛皮の外がい套とうを、ユークが片かたっ端ぱしから選んで抱えてきてくれたのだ。

「灰色熊、嫌きらいなんですか？」

「キライではない。けれど、強いこと、みんな知ってる。それを倒したみんな、もっと強い。わたしたち、強い人には、敬けい意い払う」

　どさりと、足元にかさばる衣服を置いて、ユークは一息ついた。

「わたしたちは、強いを目指す。子供も、大人も。男たちは、みんな一人で、強さを求めて、旅に出る。旅に、出なかったもの、まだ出られないもの、ここに残る」

　これはどうか、と言うように、ユークは鎧よろいの上からでも羽は織おれるような毛皮のケープを選び出し、イリーナの肩へと当てようとする。

「強さを求める……マイリーの村っていうわけじゃないよね」

　ためしに毛皮を羽織りながら、イリーナは集落へと確かく認にんの視線を走らせる。しかし、戦神マイリーの聖せい印いんどころか、神しん殿でんらしき場所も見当たらない。土をこねて作った簡かん素そな家々がぽつりぽつりと並ならぶだけである。

「ユークも、いつか、えーっと、強くなるために旅に出るの？」

　ちゃんと大きさの合う防寒着を選んでもらい機き嫌げんを良くしつつ、イリーナは視線をユークへと向けなおした。今度はヒースの外套を選んでいたらしいユークは、手を止めて頷うなずいてみせる。

「そう。いつか、出る。ここは、いつか旅に出るための場所。そして、帰りたくなったときに、迎むかえてくれる場所。いつでも、思い出せる場所」

　ユークは両りよう腕うでを広げて自じ慢まんげに笑った。己おのれの集落を抱だきしめるように。

「そうかそうか。それは大切な場所だ」

　うんうんともっともらしく頷いて、衣類の山の脇わきに屈かがみこんだヒースは、さっさと自分の身の丈たけに合いそうな外套を漁あさりはじめている。

「しかし、強さを求めるというのであれば、今のままでは不十分だな」

「何が？　何が、不十分か？」

　ユークが、ヒースの言葉に嚙かみ付くように振り返る。

「そりゃあ、そうだろう。『竜りゆうの棺ひつぎ』だっけ？　そんな禁忌を、理由もわからないままに、腫はれ物扱あつかいしてるんじゃな」

　一見興きよう味みなさそうに言いながら、ヒースは茶色っぽい外套を引きずり出し、身に当ててみた。どうもしっくりと来なかったらしく、ぽいと投げるようにして山へと戻もどし、今度は黒い毛皮を引き出した。

「どうしてか！　『竜の棺』近ちか寄よるは、いけないって、言われている」

　どうやら黒い外套が気に入ったらしく、ちゃっかりと自分のものにしながら、ヒースはそのついでに適てき当とうに地味な色合いのものを三着引き出し、イリーナへと投げる。反はん射しや的にイリーナはそれを受け止めた。

「イリーナ、それをおやっさんと、マウナとノリス探し出して渡わたして来い」

「……すっごく、適当に取ったように見えますけど、丈は合うんでしょうか」

「いいから、行け。俺おれのミラクル眼がん力りきによって、サイズはぴったりのはずだ」

　適当なことを言いながら、しっしと手を振ってイリーナをその場から追い払おうとする。胡う乱ろんげな視線を向け、時折不ふ審しんそうに振り返りつつも、ファリスの神官戦士は、素す直なおにこの集落の怪け我が人の面めん倒どう見を申し出たガルガドとマウナの姿を探しに駆かけ出していく。

　その後うしろ姿すがたが遠くなるのを確認してから、ヒースはゴホンと咳せき払ばらいをして、びしっとユークへと指を突きつけた。

「禁きん忌きから目を逸そらし続けることが、本当に強さに通じるのか⁉　禁忌であれば、それが何な故ぜなのか。あえて挑いどむことによってその理由を解明し、それに打ち勝つことも強さなのではないか？」

「……でも」

「禁忌をわからぬままに放ほうっておく、それは、強さではありえない。臆おく病びようだ」

　自信満々に言い切るヒースの言葉に、ユークは目を白黒させる。言い返す言葉を咄とつ嗟さには思いつかないようで、口を小さくぱくぱくと動かし、混こん乱らんの様子を垣かい間ま見みせていた。

　その様子を見ていたのは、ヒースにぶら下がる子供たちと、傍かたわらで休んでいたエルンストのみである。

　……それは、詭き弁べんだ。

『禁忌タブー』には、禁忌になる理由や危き険けんがあるに違いない。子供が「崖がけに近寄るな」と言われるのと同じようなものではないだろうか。

　きっぱりはっきりと、エルンストはそう思ったが、口を挟はさむことは出来なかった。ユークの心が揺ゆれる様子が、手にとるようにわかったからだ。

「おお、ここにいたか、ヒース」

　途と中ちゆうでイリーナに会ったらしく、丈の長い毛皮に埋うもれるような様相になったドワーフが近づいてきた。眉み間けんに微び妙みような皺しわが刻きざまれている。

　それに気付いたヒースが表情を改めて振り返る。

「おお、どうした。おやっさん」

「うむ。お前さんのミラクルな眼力よりも、まだかろうじて役に立つ知ち識しきのほうを披ひ露ろうして欲ほしいと思っての」

　長い毛皮の裾すそを踏ふんでけつまずきながら、ガルガドがくいと親指で自分のやってきた方向を指差す。その様子を見ながら、ヒースは額ひたいに指を当て、重々しく首を横に振った。

「……ふ、おやっさんの足は、俺の見立てよりも随ずい分ぶんと短かったということだな」

「巨きよ大だいな世話をほざいとらんで、とっととついて来い」

「おおう！　イリーナに遠く及およばずとはいえ、ドワーフの筋きん力りよくで耳たぶを摑つかむのはやめてくれなさい」

　ガルガドが問答無用で、ヒースの耳を摑み、そのまま力ちから任まかせに引っ張ぱっていこうとする。身長差もあり、半分よろけ、身を屈かがめながらふらふらと、口の悪い魔術師ソーサラーはそれについて歩き出した。

「お前さん、いつかその口で身を滅ほろぼすぞ」

「いや、たった今、俺の耳と腰こしが滅びかけてるぞおやっさん。ものすごく歩きにくい」

「口が減へらん代わりに、耳を一つ減らしておくのもいいかもしれんの」

「腰！　腰の救きゆう済さいは！」

「わしは、ここに来るまでに、お前さんのミラクル眼力の不調が原げん因いんで、二回ほど転んでおる。もちろん、腰も打ちつけた」

「復ふく讐しゆうカー‼」

　なんの益えきにもならない馬ば鹿かなことを言い合っているわりには、何な故ぜ楽しそうなんだろうと不思議に思いながら、エルンストは集落の奥おくに踏み込こんでいく冒険者たちを見送る。難むずかしい顔で考え込んでいたユークは、彼らの消えていく方向を見つめ、それからついていくように駆け出した。

　疲つかれきっていたエルンストに、それを追う気力は無い。小さな女の子が無む理り矢や理り膝ひざへと乗ってくることにも無む反はん応のうに、彼らの背中が消えていく様子を見守る。

　手が、懐ふところに入れた〝伝声の貝ウイスパー・シエル〟を服越ごしに探さぐっていた。その手て触ざわりは、エルンストの感情を落ち着かせてくれている。







　ガルガドがヒースを引っ立てていく先は、集落の最さい奥おうの小さな家だった。

　その前に立って待っていたらしいマウナが、短いつんつるてんの毛皮を羽は織おり、軽く呼びかけるように片かた手てを挙げた。その眉間には皺が寄っている。

「よう、マウナ。俺が思ったよりも足が長くてよかったではないか。根に持つな。皺が増ふえるぞ」

「別に、ヒースの眼力なんかに期待はこれっぽっちもしてないから。ともかく、入って」

　冷たく戯ざれ言ごとをあしらいながら、ハーフエルフは魔術師ソーサラーを手て招まねきし、小さな住じゆう居きよへと入っていく。強い土と乾かわいた藁わら束たばの匂においのする家へとヒースも続く。

　薄うす暗ぐらく狭せまいが、冷えた山の空気が遮しや断だんされる、暖かな住居だった。

　その中央に、幾いく分ぶんぐったりとした中年の女性が横になっている。がっしりとした肩かたと腕うで。鍛きたえた女戦士といった風ふ情ぜいか。その脇わきでは彼女の子こ供どもだろう、まだ小さな幼よう児じが、初めて見る客人に人見知りをしてかむずかっており、先に入っていたらしいイリーナにあやされていた。

「どうした。おやっさん。この人が病気か？」

「わしとマウナの知識では、よくわからんでな。毒を消すのは容易たやすいが……」

「ちょっと、ヒースに彼女の病びよう状じよう見て欲しいのよ」

　仲間たちの言葉に、ヒースは真ま面じ目めな表情で頷うなずき、女性の様子を観察し始めた。傍そばに腰を下ろそうとする様子に気付くと、イリーナは機き嫌げんの悪い子供を抱かかえて場所を譲ゆずった。

　身体からだには傷きずがいくつもあったが、それはすでにガルガドが治したという。中年女性は、何かを言おうとして、ぱくぱくと口を動かすだけだ。

　声は聞こえない。

　その様子を見て取り、ヒースは訝いぶかしげに目を細めた。

　何かを言おうとする唇くちびる。喉のどが僅わずかな震ふるえを見せるも、唇から漏もれるのは、ひゅーひゅーという呼こ吸きゆうの音だけだ。そのことがもどかしそうに、横たわる中年女性は眉まゆを顰ひそめている。

「発語障しよう害がいか……？」

　ガルガドを振りかえり、ヒースは鋭するどさを帯びた声で訊たずねる。

「この病状は何い時つからだ？」

「……詳くわしいことは聞いとらんが」

　その問いに答えられる相手を探すよう、ガルガドが狭せまい住居内に視し線せんを彷徨さまよわせるも、ここにいるのは仲間であるハーフエルフと、ファリスの神官戦士。そしてその腕の抱かれ心地ごこちが悪いのか、顔を真っ赤にして大泣き直前の様相を呈ていしている幼児がいるだけだ。

「タブン……今日の朝から、昼になる前。カラヤ、いつも、狩かり出るとき、その時間。昨日、だったら、とっくに、治ってるハズ」

　幾いく分ぶんたどたどしい少女の声が、宙ちゆうを虚むなしく彷徨いかけた疑ぎ問もんに答えてくれた。

「ユーク」

　冒険者たちに追いついていたらしいユークが、入り口から顔を覗のぞかせていた。横顔に、癖くせのある黒くろ髪かみが影かげを落としている。ヒースは自分の顎あごを指で撫なでながら、魔術師ギルドの特待生として、自分が積み重ねてきた知識と、目の前の情報を検けん索さくしていく。

「てことは、これが初めてって訳じゃないってことだな。毒の効こう力りよくは丸一日……」

「何かわかりましたか、ヒース兄さん！　何か危あぶない怪かい物ぶつがいるってことですか？」

　イリーナが勢いきおいこんで、身を乗り出し、その拍ひよう子しについに抱いていた幼児が大泣きを始めた。

「地ち域いき住民が安心して暮くらせるように、邪じや悪あくな化け物がいるならば成敗するべきです！」

　身を仰のけ反ぞらせて暴あばれる幼児を片手に、ぐっと力強く、拳こぶしを握にぎりしめて力説している。

「ああ、どうやらキマイラがいるようだな」

　日ひ頃ごろの行いはどうあれ、知識豊ゆたかな魔術師ソーサラーは、重々しく頷いた。

「よく、逃にげおおせたな。かなり真しん剣けんに感心するぞ。おやっさん、毒を抜いてやってくれ……とはいえ、明日には自然と抜けるだろうけどな」

　声を失った女性を安心させるよう、ヒースは彼女の肩のあたりを軽く二度ほど叩たたく。

「キマイラの毒は一日しか効果が無いはずだ」

「やはりの。念のため、ヒースに見せておいてよかった」

「うむ。俺様の知識を崇あがめ奉たてまつってくれてもかまわんぞ」

　自じ慢まんげに胸むねを張るヒースと位置を入れ替わり、ガルガドは言葉を発せない様子の女性に〝解毒キユアー・ポイズン〟の呪じゆ文もんを唱えた。

「その、キマイラって、どんな動物なんですか？」

　イリーナが、ピンと腕を伸のばして挙手をした。

「……胴どう体たい半分、ライオン。……もう半分、悪あく魔ま。背中からヤギの頭、生えていて、尻尾しつぽが蛇へび……」

　説明をしたのは、ユークだ。少しバツが悪そうに、再ふたたび声が出るようになった女性が試ためすように発声練習をしている様子を横目に、小さな声で告げる。

「むう。それは、めちゃくちゃに邪悪っぽいです。ファリスの名のもとに討とう伐ばつの必要は無いですか？」

　イリーナの声の調子は、どこか嬉うれしそうだった。叶かなうことならば、ファリスの威い光こうを知らしめ、布ふ教きようの足がかりにしたいと考えているのだろう。

「動物というよりは、山の奥に棲せい息そくしてる魔ま獣じゆうの一種だ。特とく徴ちようは、ユークのいうとおりで問題ないな。尻尾の蛇が言葉が喋しやべれなくなる毒を持っていて、そいつに嚙かまれると、言葉が発せなくなる。つまり、俺やマウナが嚙まれると呪文が使えなくなるってことだ。あと、背中にくっついたヤギの頭が、かなり強力な暗黒魔法を使ってくるはずだ」

　ヒースがユークの説明を補ほ足そくする。

「暗黒魔法！　それは、邪悪ですね」

「少なくとも、この集落にとっては恐おそろしい敵てきだろうな」

　ヒースは己おのれの頰ほほをぽりぽりと指で搔かいた。

　キマイラは、古代魔法王国時代に生み出された魔獣である。無理な合成がたたって繁はん殖しよく力が弱く、数が少ないせいで滅めつ多たに目にすることは無い。しかし、それが人里近くに現あらわれたとしたら、かなりの脅きよう威いとなるに違ちがいない、強力なモンスターであった。

「……とても、困こまる。あいつのせいで、獲え物もの、少なくなった」

　ユークが住居の入り口の壁かべにもたれて項うな垂だれる。

「そんな怪物、昔からこの近辺に普ふ通つうに現れたりするんですか？」

「違う。夏になる前から、アイツ、現れるように、なった。あんなヤツが、山にいたことも、初めて知った」

　イリーナの言葉に、ユークは首を横に振る。

「ユークの兄、とても強い。だから、退たい治じ、頼たのみに行った。でも、会えなかった。合図は、残した。でも、いつねぐらに戻ってくるか、わからない」

　イリーナたちが、互いに顔を見合わせた。ユークが一人で集落から離はなれていた理由に、これで得心がいく。

「なるほどね。そのキマイラ退治に頼りだったお兄さんが捕つかまらなかったとしたら……それは、困るわよねえ」

　マウナがしみじみとした調子で頷いている。

「まだ、里には降おりてこない。でも、いつ襲おそってきても、不思議ない。カラヤ、退治しようとして、失敗したの、でしょ？」

「面めん目ぼくない」

〝解毒〟の呪文が効いたらしいカラヤという名の中年女性が、イリーナから子供を受け取り、頷いている。声を振ふり絞しぼるようにして大泣きしていた子供は、母親の腕の中に納まると、しゃくりあげながらも大人しくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしたちが、力になります！」

　住居を震わせるほどの音量で、自信たっぷりに言い切ったのはイリーナだった。ガシャと鎧よろいの擦こすれ合う音を立てて立ち上がり、低い天てん井じようを突つき破やぶらんばかりに、拳を宙ちゆうへと差し上げている。

「付近住民の、心の安らぎと安全な生活を確かく保ほするため、ファリスはあらん限かぎりの力を振るいます！」

　言いながら、イリーナはドンと力強く鎧の胸を叩いている。

「……あのね、イリーナ。キマイラって、すっごく強いんだよ？　熊くまどころの騒さわぎじゃないんだからね」

　鼻息の荒あらい仲間を落ち着けようと、マウナはイリーナの分ぶ厚あつい鎧の肩当てに、ぽんと手を置いた。

　ざっとした説明を受ければ、マウナもどうにかキマイラという存そん在ざいを知ち識しきの中から引き出すことに成功したらしい。

「熊の時よりも、がんばります！　川で戦わないように、気をつけます！」

「がんばって、どうにかなるレベルかどうかわかんないんだけど……エルンストさんが、納なつ得とくするかなあ。あの人、何でそんな一ガメルにもならないことをしないといけないんだって、真っ赤になって怒りそうじゃない」

　すっかりと瞳ひとみを輝かがやかせているイリーナに、マウナが溜ため息いきをついた。彼女は、イリーナほどに楽観的な気分にはなれないらしい。

「心意気で何とかするんです！　エルンストさんだって、王宮で人のためにお仕事をしている人なんですから、きっとわかってくれますよ」

「……そうかなあ、そうは思えないけれど。だって、あの人、どう考えたって自分の見み栄えのために、家を再さい興こうしようとして、その資し金きんを集めようとしてるんでしょ」

　依い頼らい人にん本人が周囲にいないことを確かく認にんして、マウナは辛しん辣らつなことを口にする。

「でも、エルンストさんが頑がん張ばってるのは、家族や息子むすこさんのためなんでしょう？　ノリスが、そう言ってましたよ」

　珍めずらしく眉み間けんに皺しわを入れ、イリーナはマウナに反はん論ろんする。

「息子さんだって、近いうちに宮きゆう廷ていに出仕するってことは、もうそんなに子供ってわけじゃないでしょ。そういう、親が何でも乳母おんば日ひ傘がさにおんぶに抱だっこ、上げ膳ぜん据すえ膳って、あたしはなんだかイヤだなあ」

「え、でも自分の大切な人に、できる限り何かしてあげたいっていうのは、そんなにおかしいかな」

「……そうじゃないけど」

　真まっ直すぐなイリーナの言葉に、反射的に何かを言い返そうとして、マウナはもごもごと口を濁にごすことになった。ふい、と首を明後日あさつてへと向けて。

「……わるかったわね。そーよ、僻ひがんでるわよあたし」

「マウナ？」

　予想外のことを漏もらすマウナに、イリーナが眼めを丸くする。

「どうせ、あたしは父親に何も残してもらえなかったわよ、あんな、性せい格かくのひねこびたオヤジだって、子供のために何か残そうとして、一生懸けん命めいになってるのに、何であたしの父親は……とか。思春期真っ盛さかりで、恥はずかしい詩を帳面に書き付けては、五年もすれば恥ずかしさに床ゆかをのたうち回って、速攻庭先で帳面を火か葬そうにしたくなりそうなナイーブな娘むすめっこみたいに、拗すねてるのよ。今いま更さらだってわかってるし、今までそんなこと考えたこと無かったけど、あのエルルンの情なさけない様子とか、でもがんばって、足が痛いたくても、それにだけは文もん句くを言わずについてくる様子に、なにやら、こう……ものすごく、感心と同時にむかついてるのよ」

「一息でそれを言い切るマウナが、ちょっと眩まぶしいです」

　イリーナの尊そん敬けいの眼まな差ざしは、少々別の方向へと注がれていた。

「……そうやって冗じよう談だんで流してくれるイリーナが、時々大好きよ」

　単に本気なだけかもしれないけれど。と口の中で呟き、マウナは半分這はうようにして、狭せまい土つち壁かべの住居を出ていこうとする。

　いつのまにか一足先に表に出ていたヒースとガルガドが、ユークから詳くわしい話を聞きだしていた。この集落からどのあたりにキマイラが出しゆつ現げんするか。どのような被ひ害がいが出ているのかと、たどたどしい説明をするユークから根気よく。

　さすがに、短気なヒースクリフも子供相手に怒ど鳴なりつけるような真ま似ねをする様子はないようで、内心マウナはホッとした。そのままゆっくりとそちらへと近づき、冴さえない表情をしているユークを元気付けるよう、その肩かたへとそっと手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。こう見えても、あたしたち場数踏んでるんだから」

「その分、ポカも多いがな」

　こんな時だけは、法ほ螺らとは無む縁えんのヒースの言葉を封ふうじるよう、さりげなくにこやかに爪つま先さきを踏みにじる。

「困ってる話を聞いて放っておくのも気が咎とがめるし。キマイラ退たい治じ、あたしたちに任まかせてくれない？」

「あいつ、強い。兄、戻るの待つ、つもりだった……」

　ユークは幾いく分ぶん戸と惑まどったような表情を浮かべたまま、肩に触ふれるマウナへと振り返り、ヒースとガルガドを交こう互ごに見み比くらべる。小こ鹿じかのような印象の少女は、素す直なおにその申し出を受けていいものか判はん断だんがつかないようだ。

「なんで、そんなに、親切をするか？」

　黒い瞳ひとみに三人の冒ぼう険けん者しやたちを映うつし、ユークは首を傾かしげる。

「我わがマイリー神は、目の前に戦いがあれば、逃にげることをお許ゆるしにはならんからの」

　丈たけの合わない毛皮を羽は織おっていることが面めん倒どうになったのか、それを小こ脇わきに抱かかえたガルガドがよく響ひびく銅ど鑼ら声ごえで笑った。

「それに、イリーナがすっかりやる気になってるしな。まあ、もちろん下心だって、ちょっとはある。このままお前さんの兄あに貴きとやらが戻ってくるまでキマイラをほっとくと、集落に被ひ害がいが出るのも時間の問題だろう。それは、マウナも言ったとおり、こっちの後味が悪い。それに、タダで助けられるというのも気持ちが悪かろう。袖そで振ふりあうも他生の縁えん、『竜りゆうの棺ひつぎ』のあり場所を教えてくれるっていう報ほう酬しゆうで、どうだ？」

　ヒースはユークと視し線せんを合わせるよう腰こしを屈かがめ、さして本気とは思えぬ調子で、ぴっと指を一本立ててみせた。

「……長老に、聞いてくる」

　自分では即答しにくい提てい案あんだと判断したか、ユークはその場から身を翻ひるがえす。「クソガキを探してくる」とガルガドも、自分の戦槌メイスを肩に担かつぎ、歩き出した。

　その後うしろ姿すがたに手を振り、完全に姿が見えなくなったことを確認してから、ヒースはマウナへと、にやりと意地の悪い笑みを向ける。

「……何よ」

　その笑みに、仏ぶつ頂ちよう面づらのマウナがつっかかった。

「エルルンに、親父おやじを見たか？」

「……さっきの、聞いてたわね」

　マウナは、白い頰ほほを焼きたてのパンのように膨ふくらませる。

「いやいや。がんばってあの我わが儘まま親父の面倒見てくれ」

「冗談。あたしの父親は、もっと……」

　反はん射しや的に言い返そうとして、マウナは言葉を失った。もっと、どうだというのか。マウナは父親を知らない。母親のこともほとんど覚えておらず、祖そ父ふに育てられてきた。

「…………」

「おやっさんがノリスの面倒を見てくれて、俺おれはイリーナの暴ぼう走そう監かん視し番ばんと。今回の旅は、それぞれに担たん当とうが決まっていて、実に公平でいいなア」

　黙だまり込こんでしまったマウナの沈ちん黙もくを埋うめるよう、ヒースがからからと笑っている。

「……そうね。イリーナが、一番面倒くさいヒースを担当してくれて、本当にありがたいわ」

　つーんとそっぽを向きながら、マウナは集落の広場を歩き出す。依頼人のエルンストに事情を話しに行くためではなく、単に短い毛皮のケープを、丁ちよう度どいい丈たけの物に取とり替かえに行くために。

　その背中に「逆ぎやくだろーがよ！」とヒースの声が聞こえたような気がしたが、気にしなかった。







　真夜中──土くれをこねただけの粗そ末まつなものにしか見えない住じゆう居きよでも、直ちよく接せつ夜気を肌はだに感じるよりは、ずっと居い心地ごこちのいいものなのだと、エルンストは与あたえられた寝ね床どこを這はい出て初めて気がついた。

　夏だと言うのに、山さん頂ちよう近くの空気は夜になれば、ぐっと冷え、呼こ吸きゆうが白く煙けむりそうだ。

『蛮族を助けるために、キマイラを退治する？　一体何を血ち迷まよっているのだ、その冒険者たちは』

　貝かい殻がらから聞こえる声は、明らかに苛いら立だちを含ふくんでいた。

『パルミュール子し爵しやく。君も、もっと強く命令するべきではないかね。君が雇やとい主なのだ、使用人にとってその意向は絶ぜつ対たいのはずだろう』

「ああ。まったくそのとおりだ……」

　頷うなずきかけたところに、遠くに夜泣きをする子こ供どもの声が耳に届とどいた。

　何気なく、昼間に靴くつの上から足をさすろうとしてくれた小さな子供の顔が思い出される。あの子供は、夜泣きをするほどの年ではなかったはずだ。

『君も、もっと自覚したほうがいい。この探たん索さくには君の家の未来が懸かかっているのだと。瑣さ末まつ事じにかかずらっている場合ではなかろう。今からでも遅くない、冒険者たちに命令したまえ、遺い跡せきの探索を優ゆう先せんするようにと！』

　肯こう定ていしようとして……言葉が喉のどにつかえた。喉に引っかかる嫌いやな感かん触しよくのものを、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす。

「しかし、上う手まくその化け物を倒すことができれば、蛮族との諍いさかいもなく、遺跡の場所を教えてもらえるかもしれないのだよ。明日の交こう渉しよう次し第だいだが……キマイラの出現場所は、遺跡に近い場所らしいのでね」

　なぜか、言葉に不ふ快かい感が混まじる。それを声に滲にじませないように苦労した。

『そうか……一いち応おうの利り益えきの目算はあるのだな』

〝伝声の貝〟から聞こえる友人の声が何な故ぜか濁にごったものに感じられる。最初に、冒険者たちからキマイラ退治のことを聞かされた時、自分もこんな声だったのだろうかと、エルンストは夜空を仰あおいだ。

　自分のことを心配して足をさすってくれた蛮族の子供の表情と、少なくとも、打算だけではない冒険者の様子が目ま蓋ぶたの奥に重なる。

『頑がん張ばりたまえ、パルミュール子爵。君の未来のために』

「……ああ。ありがとう、クルーエル伯はく爵しやく」

　どこか空くう虚きよな礼の言葉を届けたのを最後に、貝殻は沈黙した。

　彼も……クルーエル伯爵も、何の益も無いのに自分を心配し、応おう援えんしてくれている。

　それでも、何か釈しやく然ぜんとしない澱おりを心の隅すみに残し、エルンストはいつも懐ふところに入れていた〝伝声の貝〟を、腰のベルトポーチへとしまいこんだ。

　夜の空気が身体からだを冷やす。

　エルンストは寝息と鼾いびきの交こう錯さくする、暖かな寝床へとゆっくりと戻っていった。







　第三章　遺い跡せきエルルン探たん訪ぼう記き







　一晩ばんをユークたちの集落で過すごすと、冒ぼう険けん者しや一行＋エルンストは更さらに山さん頂ちようを目指し、集落を辞した。

　長老との交渉は渋しぶいものになったが、確かく実じつにキマイラを仕し留とめるという条じよう件けんが果たされれば、『竜りゆうの棺ひつぎ』の位置を教えようということで、歯切れが悪くはあったものの、何とか成立を果たせたことは、エルンストにとって幸いだった。自然と、足どりも軽くなる。

「変な村だったよね。料理も、全部材料で渡わたされての自じ炊すいだったし」

　頭の後ろで手を組み、ノリスがのんびりと歩きながら口を開いた。

「生肉がどかんと大きな塊かたまりで出てきたときにはびっくりしたわね。確たしかに」

　マウナが思い出して苦く笑しようを浮うかべる。

「その分、自分たちの好きに味付けができたから、それはそれで気き遣づかいかなっていう気はするんだけどね」

「ご飯食べている間、何だか子供たちに珍ちん獣じゆうのように見られて、ちょっと恥はずかしかったですけど」

「はっはっは、まったくだ。イリーナは珍獣じゃなくて、猛もう獣じゆうなのにな」

　イリーナの言葉を楽しそうに受けたヒースの足の上に、板金鎧プレート・アーマーに包まれた足がさりげなく全体重を乗せていた。派は手でな悲鳴が聞こえるわりには、ほとんど歩みによどみが無いあたり、魔術師ソーサラーも踏ふまれ方を心得始めているのだろうかと、先日まで足のマメに悩なやんでいたエルンストは、微び妙みような羨せん望ぼうを感じてしまう。

　振ふり返れば、はるか彼方かなたにファンの街まち並なみが小さな塊のように望むことができる。今までに越こえてきた山の稜りよう線せんも、実じつ際さいにその場所を歩いているときには辛つらいものだったように感じるが、見下ろせばその苦しさを忘わすれ、楽しいことばかりがクローズアップされて思い出されるのが不思議だった。

　今歩いている場所は山頂に近く、雪が残っているため、全員が熊くま肉にくの残りと加工途と中ちゆうの毛皮、そしてマウナとガルガドの魔ま法ほうでの怪け我がの治ち療りようとで引き換かえにした防ぼう寒かん着ぎを着こんでいる。

「……うー。やっぱり、着こむと暖かいです」

　もこもこと改めて幸せそうに金きん属ぞく鎧よろいの上から外がい套とうに包くるまり、怪あやしい生物と化しているイリーナが間ま延のびした口調で呟いている。歩みのたびにがっしゃんがっしゃんと、相変わらず賑にぎやかな音を奏かなでていた。

「鎧は、冷えるものね、特に、金属鎧は」

「はい。すぐに手足が冷たくなって結けつ構こう大変です」

　マウナの言葉に、怪しい毛皮生物はかくかくと頷いた。

　歩くごとに、周囲に緑が少なくなってくる。それにつれて気温は下がり、ファンでは夏の盛さかりだというのに、毛皮がありがたいというのは、誰だれにとっても少し妙な感覚だった。

「それにしても、エルンストさんまでが、キマイラ退治についてくる必要など無いですぞ。我われ々われが集落に戻ってくるまで、待っていてもよろしかったのに」

　エルンストと肩を並べ、歩みを進めていたガルガドが隣となりへと多少気遣わしげに声をかける。ドワーフのまとう毛皮は、集落を後にする前に、きちんと丈の合うものへと変へん更こうされていた。

「……冗じよう談だんじゃない。あんな、得体の知れない蛮ばん族ぞくの集落に、一人置いていかれてたまるものか」

　やはり、息を荒あらげながらエルンストは必死で足を前に進めている。

「別に、とって喰くわれるわけではありませんぞ。我々が戻るまで客人として遇ぐうすると、長老も仰おつしやってくださったことですしの」

「寂さびしがりやさんなんだよ、エルルンは。ちっちゃい子こ供どもに、気に入られてたみたいなのに」

　前を歩いていたノリスが茶化し、慌あわててガルガドに蹴け飛とばされないように二、三歩先行した。妙にくすぐったいような、恥ずかしい感覚を覚え、自分自身で盗賊シーフを蹴飛ばそうかと、エルンストも少しだけ歩ほ幅はばを大きくする。

「……あれ？」

　そのノリスの動きがふと、急停止した。

「どうしたの？　……あ」

　隣を歩いていたマウナが、ノリスの視線を追いかけて同じものを見つけたらしく、戸と惑まどった音色の声を発する。

　今歩いている場所は岩場に近い。

　陽ひの当たらない場所には、まばらに積雪が見られて、それが複ふく雑ざつに重なった岩に被かぶさっており、おろした足が隙すき間まに嵌はまりこまないように注意をしなければいけなかった。イリーナだけは、時折嬉うれしそうに岩を拾い上げ「こっちのほうがしっくり来る」と腰に装そう備びしていた岩と、拾い上げたものを交こう換かんしたりしている。

　その様々な大きさの岩の転がる山道に不自然な形で落ちた影がある。ゴツゴツとした灰はい色いろの、大きな岩、その岩が落とす影が、明らかに形が不自然だった。まるで、その岩の後ろに誰かが座すわりこんでいるかのように。

　少し前から近づく気配を嗅かぎとっていたのだろう、その影がわずかに動き……岩場に隠かくれるようにしていた姿がおずおずと現れる。すんなりとした小こ鹿じかを思わせる黒くろ髪かみの少女の形をしていた。

「ユークちゃん？」

　少々気まずそうな表情を浮かべ、少女は何度か練習するように口の中で聞きとれない呟きを繰くり返し、それから、改めて冒険者たちへと視線を向けた。

　岩いわ陰かげに座っていたのは、ユークだった。

「……皆みなが、あいつ、倒たおせるか、見てる」

「え……巻まきこまれると危あぶないから、ついてこないほうがいいと思いますよ？」

　少し遅おくれて、蛮族の少女に気付いたイリーナが、ねえ？　とヒースへと同意を求めるような視線を向ける。

「みんなのところで待っていてくれたほうが、安心なんですけど……ねえ、ヒース兄さん」

「まあ、すでに俺たちにはエルルンというお荷物がいるので、それがもう一つ増ふえたところでどうだという気がしなくもないが」

　イリーナの期待に反して、ヒースはひょいと気楽そうに肩を竦すくめる。ユークは、その魔術師へと挑ちよう戦せん的な視し線せんを向けている。

「誰がお荷物だ」

「そうだよ。荷物じゃなくて、大きな財さい布ふだよね。どっちも、持つのが面めん倒どうだけど」

「…………」

　エルンストが抗こう議ぎの呟きを漏もらしたが、多少自覚があったせいか、声は小さい。それに、さらりと応おうじたのはノリスだ。

「ユークは、臆おく病びようちがう。禁きん忌き、怖こわくない」

「……むぅ、少々説得が効ききすぎたか」

「何について、どんな説得をしたんですか、ヒース兄さん」

　イリーナが訝いぶかしげに首を捻ひねった。この場で、集落でのヒースとユークのやりとりを知っているのは、エルンストだけだ。

「魔術師ギルド的最高機き密みつだ」

　単なる詭き弁べんに偉えらそうに。とエルンストの心のつっこみをよそに、ヒースはふふんと鼻を鳴らした。それを視界の端はしに入れながら、イリーナが岩場に賑にぎやかな足音を響ひびかせ、少女へと近づいていく。ざりざりと踏みしめる岩同士が擦こすれあい、耳みみ障ざわりな音を立てていた。

「ユークちゃん、集落に戻ったほうがいいと思います。大人に心配をかけるのは正せい義ぎではありません」

「長老は、みなに、キマイラを倒したら、『棺』の場所を教えると言った。それなら、ユークが教えても同じ」

　ぎゅっと両方の手を握にぎり締しめ、ユークは黒い瞳ひとみをイリーナへと注ぐ。

「教えてくれるの⁉」

　冒険者たちが色めき立つ。

「ユークたちの問題、みんなが立ち上がってくれる。みんなの問題、ユークが協力をしないは……えっと」

「不義理？」

「そう、それ。フギリ」

　適てき切せつな言葉を捜さがそうと言いよどんだところへのイリーナの助け船に、我が意を得たりとユークは得意げに頷いた。

「キマイラと戦うは、みんな。ユークは、見ているだけ。離れて、見てるだけ」

「報ほう酬しゆうを得るには、きちんと義務を果たせということですね。それは、道理です」

　イリーナは深く頷いている。

「……一いつ緒しよに来させちゃうの？」

　大だい丈じよう夫ぶ？　と、やりとりを聞いているマウナは、心配そうな様子を隠かくさない。

「周辺地理に明るいユークがいたほうが、多分何かと便利だろうさ。いざという時に、エルルンを連れて逃にげてくれる役目も欲ほしいしな」

「おい、お前たち……」

　エルンストは、焦あせったような表情を浮かべて、一同を見回した。

「わかっていると思うが、キマイラは、熊くまとは違ちがうんだぞ。万が一何かあったら……」

　熊から少女を助けるだけでも、ひどく苦戦していた冒ぼう険けん者しやたちである。街で聞いていた評ひよう判ばんと実力は必ずしも一いつ致ちしない。それをしみじみと思い知った没ぼつ落らく貴き族ぞくは、顔を強こわ張ばらせた。こんな、右も左もわからない、得体の知れない蛮族たちの闊かつ歩ぽするような山中に一人残されては敵かなわない。

「大丈夫です。今度こそ、汚お名めいを返上し。ユークちゃんの集落の平和を取り戻し。頼たよれるファリス神官として、エルンストさんの信しん頼らいをがっちりと摑つかもうとする所しよ存ぞんです！」

　エルンストの不安な表情を読み取ったらしいイリーナが、拳こぶしを高く突つき出し宣せん言げんした。背に負った武ぶ器きの数々のシルエットが横顔に落ち、雄お々おしいことこの上ない。

　勇ましいことを言っても、川に沈しずんだ君は、熊にすら一ひと太た刀ちも浴びせられなかったではないか。

　その言葉を、辛かろうじてエルンストは吞のみこむことに成功した。その代わり、拳が痛いたいほどに握りしめられる。ここで、一いち応おうなりとも高まっている彼女の志し気きを挫くじくのも、忍しのびなかった。

「イリーナが男らしく燃もえてるから、大丈夫だよ、おっちゃん」

「誰が男らしくですか！」

　ノリスの鼻をほじりながらの言葉に、イリーナがキーッとわめく。その様子にまだ慣なれていないユークが額ひたいに一ひと筋すじの汗あせを滲にじませ、呟つぶやいた。

「……あまり、大きな声、だすと。くる、キマイラ」

　荒事に慣れていないエルンストは、その言葉に小さく跳はねて、おろおろと周囲を見回し。イリーナは慌てて自分の口を塞ふさいだが、ヒースの反はん応のうは涼すずしいものだ。

「ふふ。我々はじゃれているのではなく。移い動どう距きよ離りを短たん縮しゆくし、疲ひ労ろうを軽けい減げんするための戦せん略りやく的思考によって、キマイラをおびき出すがために、泣く泣く道どう化けを演えんじておるのだ。しかし哀かなしいかな、インテリジェンス溢あふれる俺おれ様さまには、そのような周囲に笑いを振り撒まく才さい能のうはなく……」

「その代わり、お前さんが天から与あたえられた才能は、清すが々すがしく、堂々と大噓うそをぶっこけるというもののようだの」

　一いつ瞬しゆんヒースの言葉を本気にしかけて、尊そん敬けいの眼まな差ざしをむけるエルンストとユークを正気づかせるよう、ガルガドがぼそりと低いささやきで水を差す。

「何！　それでは俺様は、この溢れて垂たれ流さんばかりの魔ま術じゆつの才能とともに、天から二物を与えられてしまったということか！」

「……そういう言葉は、しっかりと〝眠りの雲スリープ・クラウド〟を覚えなおしてから吐はくがいい」

「たまには効くぞ。三十六回に一回くらいは」

　かくり、と同時に肩を落とす中年男と少女を見ないように、ヒースは明後日あさつてを向いて出で鱈たら目めなメロディの口笛を吹ふき鳴らす。

「……まったく。成長がないんだから」

　仲間たちのやりとりに加わることなく、それを横目で見ていたハーフエルフは、苦く笑しようの合間にちりっと首の後ろの産うぶ毛げが逆さか立だつような気配を感じとった。

「まあ、そのザルのように綿めん密みつな戦略的思考の通りに、お待ちかねの三つ首ケダモノがお出で迎むかえみたいよ」

　周囲に気を配っていたマウナが、その感覚を疑うたがうことなく鋭するどい声をあげる。彼女は野伏レンジヤーとしての経けい験けんも豊ゆたかだ。その一瞬で、じゃれていた冒険者たちの表情が硬かたく引き締しまった。

　ジャラリと金きん属ぞくの擦こすれる音がし、エルンストの頰ほほをそよ風が過ぎる。

　え？

　その正体を、エルンストはすぐには察することができなかった。

　マウナの言葉と同時に、すばやくイリーナが抜ぬき放った、巨きよ大だいな大剣グレートソードが起こした風だ。鉄てつ板ぱんと見まごうばかりの刃やいばが、軽々と茶色い髪の少女神官の細ほそ腕うでに支ささえられ、ぴたりと正せい眼がんに固定される。その切っ先は小こ揺ゆるぎもしない。

　ガルガドとのささやかな追いかけっこに興きようじていた尖とがった黒髪の少年盗賊も、口くち許もとの笑えみだけを消し、自然な姿し勢せいで流れるように、かすかに刃の光る短剣ダガーを抜き放ち、イリーナに並ぶよう、踏み出した。

「昨日も言ったが、キマイラの尻尾しつぽには、発語障しよう害がいを起こす毒がある。今回はおやっさんは下がってくれ」

「うむ。それが順当のようだの。お前さんも、今回は前に出んでくれよ、ヒース」

　短いコミュニケーションに戦槌メイスを構かまえたドワーフが頷うなずき、ユークとエルンスト。そしてヒースを庇かばうような位置を取る。

「くる！」

　ハーフエルフの警けい告こくの言葉が高く響ひびく。

　風向きのせいか、一瞬生なま臭ぐさい空気が漂ただよった気がしたのは錯さつ覚かくだったかもしれない。

　最初に警けい告こくを発したマウナが、弓を片かた手てに鋭するどい視し線せんを岩場の脇わきへと注いでおり、それに合わせるよう、同じ方向へと全員が警戒姿勢をとる。全員がエルンストに背を向ける、その背中がいつになく力強いものに見えて、男は一瞬息を吞のんだ。

　以前と同じ。熊くまを倒たおそうとした時と同じ背中。険けわしい山道を、ここまで先せん導どうしてくれたのと変わらない同じ背中のはずだ。しかし、今その気配が大きく違ちがっているように感じる。

　そんなことが脳のう裡りを過よぎった瞬間。

　黒い大きな塊かたまりが、逆光を背負い、イリーナの喉のどもとめがけて弾はじけた。牙きばの白さだけが、目を焼くようだ。

「むぅんッ！」

　あとわずかにでもマウナの注意が遅おくれていれば、板金鎧プレート・アーマーに護まもられているとはいえ、イリーナの首はその牙に裂さかれていたかもしれない。しかし、襲しゆう撃げき者しやの半分ほどの大きさにしか見えない少女は、気合とともに踏みとどまり、力自じ慢まんの男でも持ち上げることがやっとであろう大剣グレートソードで、その牙を受け止め、圧のし掛かかる巨体を押おし止とどめている。

　間近に、黒い獅し子しの顔が迫せまり、イリーナの鼻先を生暖かい息が擽くすぐった。白く鋭い牙がぞろりと生えたピンク色の歯は茎ぐきの様子が、視界一いつ杯ぱいに広がる。

「……健康的な歯で、結構なことです。ちょっと、口こう臭しゆうがするけど」

　ギリギリと刃でキマイラの牙を押し返しながら、イリーナは軋きしるような呟つぶやきを零こぼした。

　イリーナに動きを止められることによって、岩いわ陰かげから襲ってきた魔ま獣じゆうの全ぜん貌ぼうが明らかになる。物語の中の英えい雄ゆう譚たんにしか語られない魔獣の姿。

　逞たくましく、鋭い爪そう牙がを備そなえ、豊かな鬣たてがみを蓄たくわえたライオンの上半身。そして、その背中からは黒いヤギの頭が生えている。本来ならば優やさしい顔をしていると感じるはずの草食獣の顔は、今、瞳どう孔こう細く、邪じや悪あくに歪ゆがんでいた。蛇へびの形をした尾おは、ノリスの短剣に食い止められている。

「う、うわあ、あ……」

　説明を受けていたとはいえ、初めて魔獣を目まの当たりにし、狼ろう狽ばいを宿したエルンストの呻うめき声がイリーナの耳に届とどいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、です……っ！　安全な場所で、見ていてください」

　依い頼らい人にんを安心させるよう、イリーナは視線だけで振り返り、一瞬だけ小さな八重歯を覗のぞかせる。ぎこちなくはあるものの、笑えみを浮うかべたようだ。

「ここから先へは、一歩たりとも近づけさせはしません！」

「これでも、護ご衛えいとしては結構、当てにされること多いんだから。あたしたち」

　マウナが小さく肩を竦すくめているが、一度彼らの鈍どん臭くさい戦いを目の当たりにしたエルンストは、完全に頼たより切ることができない。今しも足が後方へと向かって走ってしまいそうになる。それとは逆ぎやくに、ユークは瞳ひとみを輝かがやかせて、イリーナの背せ中なかを見つめていた。

　熊とは比くらべ物にならない魔獣の存そん在ざい感に、冒ぼう険けん者しやたちは心揺ゆるがす様子がない。そのことが、辛かろうじてエルンストをその場に留まらせていた。

　キマイラの太い前まえ肢あしが、岩を蹴け散ちらす。

　魔獣を観察していたヒースが、何かに気付いたように、わずかに眉まゆを寄よせる。何か思いを巡めぐらせる表ひよう情じようを浮かべるも、一いつ瞬しゆんのこと。すぐにその表情を消し、自分の魔術師の杖メイジ・スタツフで一度、とんと肩かたを叩たたいてから、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

「〝炎ほのおよ刃に宿れ。敵てきを撃うつ鋼はがねとなれ〟」

　それと共に、イリーナの構える大剣は透すき通った鮮あざやかな炎を宿した。口内に熱を感じたか、それとも次の一撃のためか、キマイラが一声猛たけり、跳はねるように距きよ離りをとる。

「ありがとうございます、ヒース兄さん！」

　戦いに歓よろこぶような響ひびきを帯びたイリーナの声に、見えていないことはわかっていてもヒースが無言で親指を立て激げき励れいしている。

「イリーナ！　毒を受けてもわしが責せき任にんを持って治してやるからの。存分にやれ！　マイリーもご照しよう覧らんくださるだろう」

　戦いの神であるマイリーの神官も、高らかに叫さけんだ。

「はい！」

　鮮やかな炎を吹き上げる、その身の丈ほどもありそうな大剣グレートソードをしっかりと握にぎり締しめなおし、イリーナが大きくキマイラへと距離を詰つめ、踏ふみこむ。踏みしめた岩の擦こすれ合う音が、さらに高く奏かなでられた。

「うおおおおぉ！」

　腹はらの底から、気合が迸ほとばしる。

　真まっ直すぐな茶色の瞳ひとみが映うつすのは、魔獣の姿のみ。

　それと同時に振りかぶられた巨大な刃が、ライオンの頭部を割わらんとする激はげしさで襲い掛かる。防ぼう御ぎよを捨すてた、渾こん身しんの一撃げき。

　反撃を顧かえりみない、裂れつ帛ぱくの気合と共に炎が魔獣の身を二つに分かとうとする。

「汝なんじは邪じや悪あくなり‼」

　正義と法を司つかさどる至し高こう神しん・ファリスの断だん罪ざいの祈いのりを、白い甲かつ冑ちゆうの神官戦士は高らかに叫んだ。

　オレンジ色の軌き跡せきがキマイラを両断する幻げん影えいを、一瞬見たように思う。

　しかし、魔獣はほんのわずかに身をかわし、頭部の両断を免まぬがれる。ガツン、と激しい音がイリーナの足元から響いた。

　ライオンの頭部が逸それたことにより、左の肩口から背中のヤギの頭近くまでが断たち割られ、なおも大剣グレートソードは勢いを緩ゆるめず、岩場の石を砕くだいている。

「……す、すごい」

　掠かすれたエルンストの声が漏もれる。恐きよう怖ふと、それを上回る興こう奮ふんに指先が震ふるえた。

　彼自身は戦いに関してはからきしであったが、王宮で騎き士し団だんの御ご前ぜん試合を見る機会を何度か得ている。剣の鋭するどさでは、彼女を凌りよう駕がする者は多かろう。

　しかし。彼女の膂りよ力りよくあってようやくまともに扱あつかえる、あの鉄板のごとき大剣から繰くり出される一撃の破は壊かい力りよくを備えた者は、騎士団にも数少ないはずだと、エルンストは確かく信しんする。そして、何よりも彼女の戦いの術はまだまだ発はつ展てん途と上じようであるに違いなかった。

　ぞくっと、寒気にも似にたものが、背せ筋すじを駆かけ上がるのを、エルンストは感じた。その太た刀ち筋すじが、経けい験けんによって鋭さを帯びれば、その破壊力も増ましていくことだろう。今以上に。

　ぱらぱらと灰はい色いろの煙けむりが低く漂ただよう中、一いつ拍ぱく遅おくれて、キマイラの噴ふき出だす鮮あざやかな赤が、真白な鎧よろいに斑まだらの模も様ようを刻んだ。

　赤は、ファリスの神官戦士の横顔にも散る。

　無邪気だった明るい茶色の瞳は、闘とう志しに満たされ鋭く前だけを見み据すえている。

「〝風霊シルフよ、風に舞まう乙女おとめよ。かの者の発する音、声を伝えざれ！〟」

　精せい霊れいと語らうマウナの声が、それと共に、凜りんと響く。

「ガ……ガガァ……」

　すさまじい破壊力で身をそがれてなお、生命力旺おう盛せいな魔ま獣じゆうは、死んでいなかった。最後の力を振ふり絞しぼり、ヤギの顔が暗黒魔法を唱えようとして……陸りく揚あげされた魚のように、ぱくぱくと虚むなしく口を開かい閉へいする。マウナの精霊魔法〝沈黙ミユート〟の効力である。

　ライオンの牙が、今度はもう少し柔やわらかそうな装そう備びをしていると見てとったノリスへと襲おそい掛かる。

「危あぶない……！」

　それを目にしたエルンストは、思わず声を上げそうになった。盗賊シーフの少年の戦いを目にするのは初めてであり、彼がイリーナ以上の強ごう力りきを備そなえているとは、お世辞にも思えない。

「おっ、と」

　エルンストの心配をよそに、黒髪の盗賊は、口では危なっかしげな言葉をもらしながらも、余よ裕ゆうを持って牙から逃のがれる。

　キマイラの攻こう撃げきに備え、初めから攻撃の意志なく身を護まもることに徹てつしていたのだろう。くるりと、その場でトンボすら切ってみせた。

「馬ば鹿かなことをしていると、足元掬すくわれるぞ、クソガキ」

　口ではそう言いながらも、万が一に備えて〝治癒キユア・ウーンズ〟の呪文の準備をしていたガルガドは、戦士たちの様子に、必要ないと悟さとったかそれを中断した。

「だいじょぶ。みんな、強い」

　自分に掛けられる細い声と、緊きん張ちように冷えた手に重なるぬくもりが一体誰だれのものなのか、エルンストには咄とつ嗟さには理り解かいできなかった。視し線せんを落とせば、日に焼けたほっそりとした右手が、自分の右手を包みしっかりと握にぎりしめてくれていた。彼が怖こわがっていると感じたのだろう、ユークがさらにエルンストの前に、庇かばうように立ちはだかっていた。

「……わ、私は、別に……」

　ユークは冒ぼう険けん者しやたちに信頼の視線を注ぎ続けている。その澄すんだ黒い瞳ひとみの行方ゆくえを追うようにして、エルンストも、再ふたたび戦いへと意い識しきを向けた。

　魔獣との戦いはあまりにも一方的だった。

　まさか、数日前の沢さわでの灰はい色いろ熊ぐまに対する苦戦が夢ゆめであったかのように。

　すでに自分の仕事は終わったとばかりに、魔術師ソーサラーの青年は杖つえで肩を叩たたきながら自分を兄と慕したう少女へと気のない応おう援えんの言葉を投げている。ハーフエルフの精霊使いシヤーマンは念のために、と〝光の精霊ウイル・オー・ウイスプ〟を呼び出しいつでも応戦できる構えを取っていたが、それをけしかける必要もなく、軽々と鉄板のような大剣グレートソードを振り上げたイリーナが、再びぞんざいともいえる荒あらっぽい一撃を加えれば、小さな集落を慄おののかせていたであろう魔獣は弱々しい咆ほう哮こうとともに、身動き一つしない肉にく塊かいへと変へん貌ぼうを遂とげることになった。

　その様子を目まの当たりにして、我われ知らずエルンストの膝ひざから力が抜けていく。慌てたように、ユークが彼を支ささえてくれた。

「もう、大だい丈じよう夫ぶです」

　しばらくの間、魔獣の生命力を警けい戒かいしていたイリーナが、キマイラの死を確かく認にんし、くるりと弾はずむように仲間たちを振り返る。茶色の明るい瞳には、すでに戦いの余よ韻いんは無い。労ねぎらうように次々と手を差し出す仲間たちと、パンパンと手を打ち合わせ、それから汚よごれた大剣グレートソードと鎧よろいを清せい潔けつな布ぬので拭ぬぐい始めるまで、エルンストは呆ぼう然ぜんとしていた。

　向けられた視線に気付いたらしいイリーナが、にっこりと無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる。

「怖かったですか？　でも、心配ないですよ」

　まるで、夢から覚めたように隣となりにいたユークが駆かけ出す。ぶつかるようにして、まだ汚れの残る白い鎧姿へと飛びついていった。

「すごい！　イリーナ、すごい！」

　簡かん単たんな言葉を興こう奮ふんしたように何度も繰くり返し、少女は素す直なおな賛さん辞じを贈る。

　その真まっ直すぐさにイリーナの顔が赤くなった。強さに対して、これほどストレートな賞賛を受けることは少ないらしく、表情に嬉うれしさと恥はずかしさと困こん惑わくが微び妙みような配分で浮かんでいる。

　ユークと同じ感想を持ちながらも、エルンストにはこれほど正直な賛辞を表すことができず。咳せき払ばらいを一つして、音を立てない拍はく手しゆを短く送るに留とどまった。その様子を視界の端はしに入れたイリーナの表情が輝かがやく。

「ありがとうございます」

　その嬉しそうな表情の変化を正面から見返すことができず、エルンストは無ぶ愛あい想そうに横を向いてしまう。

「でも、わたしだけの手て柄がらじゃないです。ヒース兄さんの〝火炎賦与フアイア・ウエポン〟の呪じゆ文もんのおかげでもあるし。マウナも、暗黒魔法を封ふうじててくれたし……ノリスが攻撃を散らしてくれたり、ガルガドさんが後ろでいつでも怪け我がを治してくれるっていう安心感があるから、結構無茶なこと、できるんだから」

　胸の前で両手を振って、イリーナはユークとエルンストの賞賛を全員へと転てん嫁かする。

「わたしは、一人じゃ、あんまり強くないです。でも、みんながいるから、強くなるんです」

　はにかみながら答えるイリーナの表情には、喜び以上に仲間への感かん謝しやが溢あふれていた。

「まあ、そういうケツの痒かゆくなりそうなことはともかくとしてだ」

　蛮ばん族ぞくの少女の視線が、全員を見み渡わたそうとするのを、ヒースが口をさしはさんで止める。

「照れてる照れてる」

「照れるか、俺おれ様さまは一人でも知ち性せい溢れる魔術師様だ」

　ノリスの茶々を、フンと鼻を鳴らして受け流し、ヒースは背せを向けるようにしてキマイラの遺い体たいのほうへと歩みを進め、その脇わきに屈かがみこんだ。いつになく真ま面じ目めな表情で、完全に息いき絶たえた魔ま獣じゆうの身体からだを見つめ、丁てい寧ねいに調べだす。

「どうしたんですか、ヒース兄さん」

　軽かろやかな甲かつ冑ちゆうの音を響ひびかせながら、イリーナが兄あに貴き分へと近づいていく。それに気付いたマウナも、それに従したがい、ヒースの手元を覗のぞき込んだ。

「どうしたの、ヒース。さすがにキマイラを食べるのは嫌いやよ、あたし」

「アホ」

　魔術師ソーサラーの反はん応のうは、素そっ気け無い。血に塗まみれた魔獣の脇腹を、杖つえの先が示しめす。

　その場所だけは、ごわついた毛皮が薄うすく、皮ひ膚ふの部分を透すかしている。そこにあったのは、深い刺さし傷きずの痕こん跡せきだった。
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「これは、武ぶ器きの傷だよな？」

　誰にともなく、ヒースが呟つぶやきを漏もらす。覗きこんでいたイリーナが硬かたい表情で頷うなずいた。

「切り傷じゃないです。刺さし傷ですね。槍やりとかの……ずいぶん深いです」

「暗黒魔法で、癒いやしてはあるみたいだけどな。毛け並なみがまだ生え揃そろってないところを見ると、わりと最近のものじゃないか？」

　イリーナの言葉に、ヒースはゆっくりと深く頷いた。

「キマイラと戦った村の人たちが、こさえた傷なんじゃない？　頑がん張ばったじゃない」

　傷を検あらためていたマウナが、少々調子を外した賞賛の口笛を吹ふく。

「……ちがう」

　短い呟きは、いつのまにか近づいてきていたユークのものだった。

「ちがうよ、ユークたち、やりは使わない。ううん、やりは使う。けど、カラヤや、キマイラを倒たおそうとする強い人、やりでは戦わない」

　ユークは首を勢いきおいよく左右に振る。そのたびに、黒い髪かみがぱさぱさと跳はねて細い肩を叩たたいた。

「……宗しゆう教きよう上じようの理由？」

「そんなかんじ」

　マウナの問いに、ユークは少々自信なさそうに頷いた。その間に、ガルガドやノリス、そしておっかなびっくりではあるものの、エルンストも近づいてくる。岩場で、キマイラの死体を取り囲むように。

「この、足のところもなんか変じゃない？」

　薄うすぼんやりと光る短剣で、つんつんとノリスがキマイラの右の後あと肢あしを突ついた。全員が少年の指し示す場所を覗き込こむ。

　少々汚よごれた魔獣の毛並み。茶色がかった硬い毛の肢の部分をよく見てみれば、四本の肢の一本を一周するように、毛並みが倒れ、擦すり切れ、癖くせがついていた。

「長い時間、足あし枷かせでも、ついていたような痕だな」

　顎あごを撫なでながら、ヒースはその痕跡に眉まゆをひそめる。ノリスがその呟きに顔を上げた。

「……飼かいキマイラ？」

「その可か能のう性せいは十分にあるな。わりと最近なんだろう？　こいつが現あらわれたのは」

　確認するよう、ヒースはユークを横目で見た。この辺りに詳くわしいはずの蛮族の少女は、ぎこちなく頷く。

「もしかしたら、件くだんの禁きん忌きの遺い跡せき……『竜りゆうの棺ひつぎ』とやらの番人だったんじゃないか？　だとすれば、村の長老が、キマイラを倒すっていう俺たちの申し出をすんなりと受け入れなかったのもわからなくもない」

　皮肉げな表情を浮かべ、ヒースは肩を竦すくめた。ユークの表情が戸と惑まどった色を浮かべたままなのは、否ひ定ていも肯こう定ていもできないせいだろう。

「いくら村人に被ひ害がいが出そうでも、禁忌の遺跡に色目を使っている余よ所そ者ものに、その当の防人さきもりを倒たおさせるっていうのは、抵てい抗こうを感じるだろうしな。まあ、それはそれとして……だ」

　ヒースは改めて蛮族の少女へと真っ直ぐに視線を向ける。ゴホンと咳せき払ばらいをし喉のどのいがらっぽさを払った。

「長老がどういう心理的抵抗を感じたかは、ぶっちゃけどうでもいい。ともかく、俺たちは、こうしてキマイラの討とう伐ばつに成功した。それは、お前さんの長老に証しよう言げんしてくれるな？」

「……うん。みんなは、つよい」

　表情を真ま面じ目めなものに変え、ユークは重々しく頷いた。

「そして、ユークたちの問題、解かい決けつして、くれた。次は、ユークたちが、みんなの求めに応える、番」

　黒い髪を翻ひるがえし、少女は先せん導どうするよう、弾はずむような足取りで歩き出した。

「こっち。『竜の棺』は、こっちにあるよ。ユークが案内しても、長老、文もん句く言わない。と思う」

　岩場を数歩先に進み、皆みなを呼よぶように大きく手を振る。そして、わずかに紅こう潮ちようした頰ほほで、照れ混まじりに告げた。

「ユークも、みんなみたいに、強くなりたい」

　ピンと腕うでを伸のばし、ユークは満面の笑みで山さん頂ちようを指差す。その様子に、冒ぼう険けん者しやたちがそれぞれ顔を見合わせた。「よし」とヒースは小さなガッツポーズを作る。

「よかったですね、エルンストさん！」

　イリーナが、信しん頼らいを勝ち得たことに対する喜びを表しながら、手を差し出した。仲間にするように、成功を喜ぶよう互たがいの手を打ち合わせようとしたのだろう。そういった仕草に慣なれないエルンストは、僅わずかに躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「こう、するんですよ」

　少し焦じれたように左手をとられ、分ぶ厚あつい籠こ手ての手が、掌てのひらを叩く。ジン、と快こころよい痺しびれるような熱さが掌に広がった。まるで、興こう奮ふんを移うつされたかのように。

「……私は、何もしていないんだが」

「気にしない気にしない、嬉うれしいこと分け合う相手は、多ければ多いほどいいじゃん。おっちゃん、遺跡の位置がわかったこと、嬉しいでしょ？　だったら、素直に喜びなよ」

　続くようにノリスが掌を合わせてくる。その間にイリーナはユークにその仕草を教えていた。

「そ、その……あ、ありがとう……」

　初めて、極ごく自然に感謝の言葉が口をついた。

　その言葉を耳にした冒険者たちの表ひよう情じようの一いつ瞬しゆんの輝かがやきを、エルンストはきっと一生忘わすれないだろうと思う。

　嬉しそうなイリーナの、紅こう潮ちようした頰の色。

　にやりと笑うノリスの、真白い歯並び。

　無ぶ骨こつな兜かぶとに隠かくれがちな、ガルガドの柔にゆう和わな瞳ひとみ。

　マウナのきょとんとした表情が、優やさしく和なごむその移り変わり。

　そして、一瞬だけこちらを振り返り、むず痒がゆそうに頭を搔かき毟むしるヒースの、その乱らん暴ぼうな手の動き。

　その気持ちを、分け合えるだろうかと視し線せんがふと、ベルトポーチへと落ちた。

　遺跡の位置がわかった喜び。自分の雇やとった冒険者たちの強さに対する賞賛。それを言葉を伝える貝かい殻がらの向こうに届けたいという意い識しきがちらりと心を過よぎる。

　その躊躇は、わずかな間だけだった。

「遺跡に行くよ、クルーエル伯はく爵しやく」

　聞こえるかどうかはわからない。エルンストはベルトポーチへとそっと声をかけ、弾むように先を歩き出している冒険者の後を追い始めた。







『竜りゆうの棺ひつぎ』を目指す道のりでは、先頭をユークが歩き、その後をヒースとイリーナが並んでついていく。そして、その後ろにエルンストとノリスが並び、最さい後こう尾びをガルガドとマウナが務つとめていた。

　時折、野伏レンジヤーとして周囲を警けい戒かいするマウナとヒースがユークを追い抜ぬいて先行し、安全を確かめるという手順を繰くり返す。それが、遺跡を近く感じ、気の急せくエルンストには少々まどろっこしく感じてしまう。

　やがて、周囲に残雪が増ふえ始めた。

　岩の間から健けな気げに背せを伸のばそうとするまばらな緑に目を細めつつ、ノリスが、楽しそうに指で汚よごれた雪をすくって遊んでいる。

「この季節に雪遊びが出来るとは、思わなかったなあ」

「遊ぶな。そして、人の背中に入れるなクソガキ」

『ノリス参上』と雪を引っ搔いて落書きした後の指が冷たくなり、それを他人の背中に入れて暖をとろうとしている盗賊シーフに、ガルガドが冷たく言い放つ。

「ここ」

　やがて、ユークが足を止め、前方を指差した。

　ガルガドの背中から追い払われたノリスが、目の上に手のひらをかざして、その光景を見み遣やる。

「うわー」

　切り立った断だん崖がいのふもとに、ユークの言う『竜の棺』はあった。

　エルンストが慌あわてて確かく認にんのために自分の地図を取り出し、覗のぞき込む。

　朽くちかけた石いし畳だたみが、崖がけの亀き裂れつの内側へと続いていた。

　莫ばく大だいな財ざい宝ほうへと続く入り口であり、同時に、暗くら闇やみを湛たたえた底知れない遺い跡せきの入り口。暗所を見通す視し力りよくをもたないエルンストは、ここが禁きん忌きの場所と呼ばれる理由が何となくわかるような、得体の知れない不安を搔き立てられた。

　何を、ここまで来て怯ひるむことがあるか。

　首を横に振ふり、エルンストはこの場所に眠ねむる財宝への期待へと気持ちを傾かたむけることによって、不安を無理やり塗ぬりつぶした。

　遺跡の内側の様子はわからないが、入り口はずいぶんと広く感じる。ここにいる誰だれも、実じつ際さいに竜を見たことはなかったが、確かに古い墓はかのようにも見えた。

　今いる場所がヤスガルンであれば、この灰はい色いろの遺跡の最さい奥おうに竜がいても、可お笑かしくはないように思える。

「……本当に、ドラゴンがいるんじゃないだろうな」

　口くち許もとを引きつらせ、ヒースが冗じよう談だんめかした。

「かもね。もしその気配があったら、あたしは真っ先に回れ右するから、後はよろしく。あたしは、ドラゴンに殺された一冒ぼう険けん者しやというドラマチックな幕まく切ぎれよりも、平和で平へい凡ぼんな冒険者の店次期店主として、孫やひ孫に看み取とられながら静かに息を引きとるという未来図を選ぶつもりなんだから」

「何！　逃にげ足ならば負けんぞ。俺とて、女の涙なみだの川に乗って人生を終わるという崇すう高こうな目標があるのだ」

「……わたしも、できればもう少し、現げん世せでファリス様の教えを実じつ践せんし、修しゆ行ぎようを積みたいです」

　マウナと情なさけない自じ慢まんをしあいながら、胸むねを張はるヒースの隣となりで、控ひかえめにイリーナも呟つぶやいた。

「万が一、そういった巨きよ大だい生物がいたならば、転進するのもまた勇気だの」

　戦神・マイリーの神官であるガルガドも、至し極ごく真面目に応おうじている。

　キマイラ相手に圧あつ倒とう的な力を誇こ示じした冒険者たちとは思えない卑ひ屈くつさに、エルンストは淡あわいめまいを覚えた。しかし、さすがに雇やとい主といえども、彼らにドラゴンに向かっていけとは、口が裂さけても言えない。

　アレクラスト最大にして最強の魔ま獣じゆう、ドラゴン。

　かつて、モラーナ王国を滅ほろぼし、現オーファンの王おう妃ひの一族を皆みな殺ごろしにしたのは、一匹ぴきのドラゴンの仕し業わざであると、オーファンの住人ならば物心つかぬ子こ供どもですら知っているのだ。

「……ねえ、ドラゴンいるの？」

「シラナイ。そういう話は、聞いてない」

　ユークは、ノリスの言葉にそっけなく首を横に振る。

「しかし『棺』というのだから……いても死んでいるのではないか？」

　素そ朴ぼくなエルンストの疑ぎ問もんに、ガルガドを除のぞく全員が、ぽむと手を打ち合わせた。どうやら目から鱗うろこが落ちたような、すがすがしい視線を向けてくる。

「そっかー、そうだよね。棺だもんね。あるとしたら、死体じゃない」

「いやー、何だかいきなり気が楽になったな。さ、行こうか皆の衆しゆう！」

　わざとらしいほどの明るい笑い声を作り、一行は荷物を背負いなおす。

　そのあからさまな変化についていくことができず、エルンストは身体からだを微び妙みように傾かしがせて、ガルガドに支ささえられていた。

　ゆっくりと慎しん重ちように近づいていき、マウナとヒースが『竜の棺』の入り口を丹たん念ねんに、調べていく。姿し勢せいを低くし、砂すなや土、そしてわずかな下生えの様子を観察していたマウナが、ふと眉まゆを寄よせた。

「……何か獣けものの出入りした痕こん跡せきが残ってる。かなり、大型」

　だよね？　と確かく認にんするように、マウナは同じ姿勢をとっていた魔術師ソーサラーを見返す。

「ああ。さっきの俺おれ様さまの推すい論ろんが正しかったと証しよ明めいされたようだな。キマイラの足あし跡あとだ」

　ふふん、と自慢げに胸を張る様子を見ない振りをして、さらにマウナは緑の目を細めた。半分独ひとり言ごとのような呟きが唇くちびるから漏もれる。

「キマイラの足跡で残ってるのは、出て行く足跡だけみたい。一体だけ。自重があるから、痕あとが残りやすいのよね。あと……人間の足跡がいくつか」

「人間？」

　エルンストがそれを聞きとがめて、繰り返す。

「冒険者か？　先に、遺跡に踏みこんだ冒険者がいるのか？」

　声が上ずる。

「断だん言げんはできないけれど……」

　マウナは眉間に皺しわを刻きざみ、ゆっくりと首を振った。

「まあ、先に遺跡に入ったからといって、全部荒あらされたとは限かぎらないけどね。見み逃のがしがあるかもしれないし」

「じょ、冗じよう談だんじゃない！　ここまで来て……」

　失望感に、エルンストは足元が崩くずれ落ちていく心地ここちがした。これでは、何のために苦しい思いをして、ここまでやってきたのかわからない。目の前が急速に暗くなる。

　目に見えて顔色を変えるエルンストをよそに、マウナはしゃがみこんでいた姿し勢せいを戻もどし、腰こしがだるくなったのか、とんとんと軽く拳こぶしで叩たたく。そのまま視し線せんをユークへと向けた。

「ありがと、ユークちゃん。ここからは、不案内なんだよね？　集落に戻もどる？　これから先は危あぶないかもしれないし、禁忌タブーの場所なんでしょう？」

「わたしは、臆おく病びよう者もの、ちがう。何があるか、自分で確かめる」

　少女は少しムッとしたように、言い返す。言葉をかけたマウナにではなく、ヒースに向けて。そのムキになったような様子に、マウナは少々訝いぶかしげに仲間へと視線を向けた。

「……あんた、何か言ったわけ？」

　魔術師ソーサラーは聞かない振りをして、出で鱈たら目めなメロディの口笛を吹いている。

「ま、まあ、それはともかく。行くぞ、金銀財ざい宝ほうを求めて。……つか、エルルンもくるか？　危なそうだから、ここで待っててもいいんだぞ」

　荷物を背負いなおしながら、ヒースが確認する言葉に、絶ぜつ望ぼう感に視界が狭せばまっていたエルンストの心が現実へと戻ってくる。弱味を見せまいと、ふん、と鼻を鳴らして答えた。

「い、今いま更さら、こんなところで置いていかれても困こまる。キマイラでも出たらどう責せき任にんをとるつもりだ、あれが最後とは限らんのだぞ。キマイラでなくとも、熊くまでも出たらどうする」

「……熊よりは、キマイラのほうが簡かん単たんに勝てそうだと思うのは、何か間ま違ちがってるでしょうか」

　イリーナが情なさけなさそうに、ぽそりと呟つぶやいた。それは想そう像ぞうではなく事実だったので誰も異い論ろんは挟はさめない。

「はいはい。ここに至いたって、俺たちが財宝持ち逃げするとか、思ってんのかよ」

　半分諦あきらめているようで、ヒースは投げやりに返事をする。ないない、と言いたげに手をぷらぷらと振っている。

「そうではなくて……」

　エルンストは言い返そうとして、思わず口くち籠ごもる。持ち逃げをされる、財宝がすでにないかもしれない、と再ふたたび暗い考えが心によぎったのだ。

「エルルンは寂さびしがりやなんだよ」

　ノリスがすかさず混まぜっ返した。

「誰がだ！　無礼者が！　扉とびらを開くための合言葉は、私が持っているからだ！」

　からかうような言葉に、エルンストは思わず声を荒あらげてしまったが、当たらずとも遠からずではあった。こんな、王都まで何日もかかるような場所で、取り残されるのは御ご免めんだった。もちろん、万が一戦いに巻まきこまれて共とも倒だおれになるのは嫌いやだ。それでも、一度冒ぼう険けん者しやたちのまともな戦い振りを見た後では、彼らについていくのが一番安全であるように感じる。

　そして、同時に、意地になって言い返した自分の言葉に小さな光明が灯ともる。

　そうだ。『合言葉』は自分が持っているのだ。

　それに……。

　自分でも自覚していなかった心の欠片かけらが一粒つぶ。思わず言葉となって、零こぼれた。

「その……何が中にあるのか、見たいと思ってはいけないのか」

　エルンストの、聞きとりにくい、呟きに近い言葉を、それでも全員が汲くみとってくれた。

　人の悪い笑えみを浮うかべながら、ヒースが軽くエルンストの腰のあたりに蹴けりを入れる。

「おら、行くぞエルルン。迷まい子ごになるなよ」

「人を足あし蹴げにするな、無礼者！」

「エルルンこわかったら、ユーク、手、つなぐぞ」

　侮ぶ辱じよくされたと、以前のエルンストならば顔を真っ赤にして怒おこり出したかもしれない。それでも、笑いの輪の中……いや、その輪の一いつ端たんに確かく実じつに自分が連なっているのだという連帯感が、胸むねの奥おくでこそばゆい。しかも、不ふ快かいな感情ではなかった。

　蛮ばん族ぞくの少女の細い手が、励はげますように、しっかりと手を握にぎってくれる。握り返す勇気は出なくとも、伝わるぬくもりに、エルンストは目を細めた。

　ある程てい度ど、ややおざなりにではあるが、遺跡へと入りこむ通路は石いし畳だたみに整えられていた。

　しかし見上げるほどに高い天てん井じようは、岩いわ壁かべが剝むき出しだ。

　ユークよりは遺跡の探たん検けんに慣れているだろう……と信用よりは、そうであって欲ほしいと一行全員の願いを籠こめて、先頭を歩く役目はノリスに引き継つがれていた。

　小こ柄がらな少年盗賊はそれを受け、時折数歩先行し、身を屈かがめて石畳の微び妙みような段だん差さや亀裂がないか、腰に帯びた短剣ダガーを抜ぬいて、こつこつと床ゆかを叩たたいて調べつつ一番先頭を歩いている。

「……うん。わりと最近、誰かがここに入ってきたみたいだね。足跡が残ってるよ」

「何人くらいだ？」

「さあ、それはわかんないけど……一人二人じゃないよ」

　ガルガドの問いに、ノリスはさして緊きん張ちようのない様子で答えながら、歩を進めていく。

　怪あやしげな段だん差さを見つければ、ランタンをヒースから受けとり、罠わなではないかと屈かがみこんで照らしたりと忙いそがしい。

「……この辺りの造つくりは、あんまり、人の手が入った様子はないな。今のところ魔ま力りよくの形跡も感じない」

「何に使ってた遺跡なんでしょう」

　後ろからついているヒースの言葉に、イリーナも釣つられるように視し線せんを周囲に巡めぐらせている。

「こんなところに、財ざい宝ほうが埋うまってるのかも怪しくなってきたな」

「冒険者が入ってきたんだ、何かあるに決まっている！」

「迷めい宮きゆうがあれば、とりあえず潜もぐるってのが、冒険者の嗜たしなみだがな」

　エルンストが嚙かみ付きそうな様子で睨にらみつけたが、若い魔術師ソーサラーにはこたえた様子はない。依い頼らい人にんにとっては進しん退たいに関かかわる問題なのだから当然であることは、一いち応おう理り解かいしているらしかった。

　複ふく数すうの足音が暗い遺跡に響ひびく。

　ランタンの光が、あまり加工されていない岩壁に陰いん影えいを刻きざみ込んでは、揺ゆらめいた。

「……むぅん、何だか冒険者って感じです」

「じゃあ、今まで何のつもりだったのイリーナ」

　自分の前を歩くイリーナが、拳を握って呟くのに、マウナがすかさずつっこんでいる。エルンストはそのやりとりを耳にして、情なさけないような心地ここちに肩を落とした。彼らを見直した感情が、微妙に揺らいでしまう。

　せめて『五千ガメルの価か値ちのある冒険者』という体てい裁さいは取り繕つくろっていてほしい、詐さ欺ぎでもいいから……などと失礼な感情も芽生えた。

「いやしかし、気持ちはわかるぞ。今いる場所も、まさしく未知の迷宮って感じじゃないか。迷まよえば、一生出られない！　俺たちは、今！　まさに！　命がけの冒険をしているのだ！」

「……どう見ても、一本道だがの」

　熱を帯びたようなヒースの言葉は、気持ちをほぐすための冗談か軽口か。それとも心の底からの本音なのか。エルンストはどうも判はん断だんに苦しんだ。

「ねえ、こっちに、何かあるよ！」

　少し先行していたノリスが、声を張はり上げて手を振っていた。

　すでに罠を探さぐることにも飽あきて、自分だけが先を見に行っていたらしい。その様子に、ガルガドが深く溜ため息いきをついた。

「万が一、何かあったらどうするつもりじゃ。あのクソガキ」

「一発殴なぐられて、ほうほうの体ていで帰ってくるんじゃない？」

　マウナも思わず苦く笑しようしている。出来の悪い弟を見るような表ひよう情じようだった。

　何かある、との言葉に背はい後ごに護まもられているエルンストも、何かをこらえるような、期待をするような表情になる。その一方で、ついてきていたユークも初めての場所に対して緊張と好こう奇き心しんを抑おさえられない様子だ。子こ供どもらしく瞳ひとみを輝かがやかせ、じっとしていられないようで、その場で小こ刻きざみに足あし踏ぶみをしている。

「行ってみるか」

　肩のあたりを魔術師の杖メイジ・スタツフでトントンと軽く叩きながらヒースが頷うなずくと、一行はそれに応おうじてわずかに足を速めた。

「一応、通路はここで終わってるみたいなんだよね。でも、ちょっと見てよ」

　ノリスが立っていた場所の向こう側は、広い円形のフロアになっていた。しかし、彼が示しめしたのはその手前……フロア直前の通路の床ゆかである。

　そこには、明らかな戦いの痕こん跡せきが残っていた。

　乾かわいて色を変えた、血ち糊のり。はっきりと乱みだれを残す、無数の足跡。

　ところどころ、石いし畳だたみや壁かべには抉えぐられた傷きずが印されている。

「これこれ」

　神妙な表情で、周囲の様子を見つめていた一行へと、ノリスが軽い口調で拾い上げたものを示す。

「何だと思う？」

　ジャリ……と硬かたい金きん属ぞく音が洞どう窟くつ内に響く。鈍にび色いろの楕だ円えん形けいの太い輪が、いくつも連なったそれは、誰だれがどう見ても……。

「鎖くさり？」

「に、見えるよねえ。んで、その先に繫つながったのが……」

　かくん、首を傾かしげるイリーナに応じるよう、さらにノリスは手にした鎖を引いた。その先は、片かた方ほうが地面に埋うまり、もう片方が切れた鉄の輪に繫がっている。その直径を見て予想される事こと柄がらに、ヒースが顰しかめ面つらを作った。

「……キマイラは、もともとここに繫がれてたってことか」

「番犬ならぬ、番キマイラだったのかもね」

　ノリスは手にしていた鎖をぶんぶんと楽しそうに振り回している。

「そして、ここで戦せん闘とうが起こったわけだの。劣れつ勢せいになったキマイラは、鎖を引きちぎって逃にげ出したというわけか……？」

　顎あご鬚ひげをしごきながら、戦いの痕跡を調べていたドワーフの神官戦士も難むずかしい表情を作った。鎖で遊んでいた盗賊シーフは、手元が狂くるったか、操あやつりそこねた鎖にしたたかに頭を強打され、しゃがみこんで呻うめいている。しかし誰にも同情の色はない。

「で、でもさあ……ここまで来ておきながら、この奥おくの意味深な場所を、ろくに探たん索さくした様子がないんだよ」

　涙なみだ目めになりながら、ノリスは鎖を放ほうり出し、さらに奥を示した。

　その向こうは、明らかに今までの通路とは様相を異ことにしていた。

　ここに至いたるまで、ごつごつとした岩がん盤ばんが剝むき出しになった、自然に近い通路であったが、それが円形の広間へと繫がっている。周囲は磨みがかれた様子のつるりとした白い壁に覆おおわれ、一面に、すぐには解かい読どくできそうにない古代文字がびっしりと刻きざみ込こまれている。

　ヒースの掲かかげるランタンに、材ざい質しつのわからない壁や床が、濡ぬれたような艶つやを反はん射しやさせた。

「これは……」

　通路からフロアへとふらふらと足を進め、エルンストは見たことのない空間を見上げて呆ぼう然ぜんとした。王宮や貴き族ぞくの屋や敷しきに対する豪ごう奢しやさに感じる羨せん望ぼうとも、オーファンでもっとも信者の多いマイリー神しん殿でんに感じる荘そう厳ごんさともまったく違う。ただ、未知に対する畏い敬けいと畏い怖ふ、そして神しん秘ぴが胸むねに満ちるのを感じた。

　天井はヒース三人分くらいの高さの円形になっており、最さい奥おうには、大人が手を広げたほどの図形が描えがかれている。壁には《青い小こ鳩ばと亭てい》でマウナがよく抱かかえている盆ぼんくらいの大きさのプレートが嵌はめこまれていた。

「ふあー……」

　イリーナも、惚ほうけたような声を上げ、口を開けて丸いフロアを見回している。一足先に目にしたノリス以外は、皆みな似にたり寄よったりの反はん応のうだ。

　ここまでの道のりの適てき当とうな舗ほ装そうとは違ちがい、周囲を巡めぐる壁は念入りに磨き上げられ、ほんのりと淡あわい輝きを放っている。

「……禁忌っぽーい」

　マウナが間ま抜ぬけな感想を漏もらした。

「クソガキ、罠わなは調べたか？」

「なさそうっぽい。魔ま法ほう関係のものだと、ボクにはわかんないけど」

　ガルガドの確かく認にんに、ノリスはひょいと肩を竦すくめる。

「確認するまでもなく、魔法がかかってるな」

　淡い輝きを満たす壁の文字を読もうとしていたヒースは、どこがその文章の始まりなのかを探さがして、辟へき易えきとしていた。

「なんて書いてあるんですか？　ヒース兄さん」

「……んー、巨きよ大だいな魔法装そう置ちっぽいな……すぐには解かい読どくできんが」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、とりあえず意味の断だん片ぺんだけでも拾おうとする。

「……あーどれどれ……『山やま並なみよりも、なお巨大なる実り、もたらさんがため、杭くいを打つ』……と」

「巨大な実り……」

　その言葉を耳にして、エルンストの表情に期待の輝きが過よぎる。ファンで待っている妻さい子しの姿すがたが脳のう裡りに浮うかび上がった。

　長く連れ添そってくれた妻には、国がオーファンへと変わってから、苦労をかけどおしだった。財ざい産さんをことごとく失ってきたのは、自分が無む能のうなせいだ。こんな自分を家族は見み捨すてずにいてくれた。

　財宝を手に入れることができれば、息子むすこサニーの出仕の支し度たくだけでなく、妻マリエルの苦労に報むくいてやれるはずだ。

　家財を手放してから、慣なれない家事仕事に追われて大変だったことだろう。しかし、あと少しで、もうそんな労働を強しいずにすむ。結けつ婚こん当時には、白くやわらかかった妻の手が、少しずつあかぎれを増ふやしていく様子が悲しかった。悔くやしかった。

　へそくりを貯ためて、手に優やさしいと評ひよう判ばんの香かおりのいい軟なん膏こうを買って帰ったときの、嬉うれしそうな妻の笑顔を思い出す。財宝を手に入れれば、間違いなくその比ひではない笑顔で迎むかえてくれるはずだ。

　エルンストの脳裡に、近い将しよう来らいの夢む想そうが具体的な形をとっていた。

「やはり、ここには莫大な財宝が、あるんだな？　……では、早く。早くどこにあるのかを調べてくれ！」

　今にも、誰かに横取りをされてしまいそうな焦しよう燥そうを感じ、エルンストはじれったそうに声を荒あらげた。

「まあ、そうとは限かぎらんが、少なくとも価か値ちのあるものっぽいのは確かかな……」

　エルンストの感情とは逆ぎやくに、一見のんびりとしたヒースの靴くつ音おとと唸うなり声が、円形のフロアに反はん響きようしている。周囲と出入り口のあたりを警けい戒かいし、ガルガドとユークが気配を探さぐっている以外、まるで水鳥のヒナのように、冒険者たち＋一名は、ヒースの後をぞろぞろとくっついていく。

　やがて、それが奥おくの図形とプレートの位置で止まった。

　まずは、壁に大きく彫ほり込まれた図形を見上げる。不ふ規き則そくに波打つ、尖とがった線の下側に、ぽつぽつと、無数の点が穿うがたれていた。

「エルルン、地図を見せろ」

「あ、ああ」

　すでに、失礼な呼よびかたも馴な染じんでしまい文もん句くをつける隙すきもない。身体からだが先に反はん応のうし、あたふたと衣服の内側から持参した古い地図を取り出す。

　それを受け取ると、ヒースはそれを広げて壁の図形の一部、ほぼ真中あたりへと押し当てた。

「間違いないな、この波線は、ヤスガルンの稜りよう線せんだ。そして、ここが現げん在ざい位置と」

　縮しゆく尺しやくがほぼ同じらしく、壁の図形に重ねた地図の一部だけを押さえ、捲めくってみると、壁に描かれた波線と、地図の稜線がほぼ合がつ致ちする。

「じゃあ、このぽつっとした点が、今の……ここの位置だよね？」

　地図と、その下の図形を見比べていたマウナが、図形の点を指で押さえた。稜線を描えがく場所の山さん頂ちように近い部分に、地図に記された場所と同じマークに重なる位置に、小さな丸い点が穿たれている。

「……でも、同じような印が、たくさんあるんですけれど」

　その場所だけでなく、図形全体を見み渡わたしていたイリーナが不思議そうに首を傾かしげた。

　見れば、まったく同じ点が、いくつも……ヤスガルン山脈を表す稜線に無数に穿たれている。山頂付近、中ちゆう腹ふく、麓ふもと。様々だ。現在位置を示しめす点だけは、微び妙みように色を変えてあるが、他の印もほとんど同じものに見えた。

「同じような遺跡が、一いつ杯ぱいあるってことじゃないかな？」

「それだけたくさん、財宝もあるってこと⁉」

　ノリスの言葉に、夢ゆめ見みるように、うっとりとした表情のマウナが、拳こぶしを握にぎり締しめている。できれば分け前が欲ほしいという、はっきりとした意思を映うつした緑の瞳がきらきら輝きながら、エルンストに向けられるが、彼はそのわかりやすい視線から、さりげなく逃げた。

　強ごう欲よくというわけではない。

　どれだけの財宝があるかわからないからだ、とエルンストは自分に言い聞かせている。

「いや、それはわかんないけどさ……ねえヒース、これ、全部つながってるっぽいよ？」

　まじまじと図形を観察していたノリスが、点を探さぐっていて、指ざわりの違い和わ感に気付き、声をかけた。

「は？」

「だから、この点々が、全部何かの線で繫つながってるっぽいんだってば。指に、何か引っかかりがあるんだよね」

　盗賊シーフ特有の繊せん細さいな指先の感覚が、点と点との間を結ぶ直線の存そん在ざいを告げる。特に触れずに見ていただけのヒースにはわからなかったようだ。しかし、今度はランタンの光を近づけ、慎しん重ちように図形を調べていく。

「……確かに」

　ノリスの指し摘てきどおり、うっすらとではあるが、点と点を結ぶ直線が、一つの点から二本、ないし三本出ている。全すべての点が、三角形の頂点を結ぶように、繫がっているらしい。

　誉ほめて欲ほしそうに、一人胸むねを張はっているノリスをよそに、ヒースは首を捻ひねった。

「……魔法装そう置ちの分ぶん布ぷ図ずっぽいぞ、これは。……迂う闊かつに触さわっていいのか？」

　いつになく真しん剣けんな表情で、慎重な言葉を漏もらす魔術師ソーサラーに、エルンストは急せかすよう声をかける。

　財宝を目の前にしているというのに、なぜ迷まようのか。時間の進み具合がひどくもどかしいものに感じすらした。

「何をごちゃごちゃ言ってるんだ。開けかたがわからないのか？　確か、合言葉で動くはずだ。どこで、唱えればいい？」

　自分だけの心のうちに仕し舞まっておいた最後の財宝への鍵かぎ、それを使うべき場所を探さがして、エルンストはあちこちへと視線を彷徨さまよわせる。宝ほう物もつ庫こへの扉とびらを探しているのだろうが、円形のフロアの壁のどこにも、扉らしいものはない。

「どこだ？　扉は……盗賊、たしか隠された扉を探すのは得意だったはずだな？」

　一見ぼーっとしているノリスに、エルンストが詰つめ寄ろうとする。

「……え。それはまだ、探してないけどさ。危あぶなそうな罠わなは確認したけど……」

　探せというなら、探すよ。と言いたげに、ノリスが壁かべ際ぎわへとぺたぺたとのんきな足取りで向かう。

「ちょい待て、エルルン。本当に、ここは財宝があるのか？」

「今いま更さら何を言うんだ！　先にここに入ったらしい連中は、ここを探たん索さくしてないんだろう！　だったらあるに決まっている！　ないはずはないんだ！」

「いや、出来れば俺おれ様さまも、ここでケチをつけずにお宝たからゲットして、そのおこぼれにありつきたいところだが……」

　正直な心しん境きようを零こぼしつつも、慎重にならざるを得ないと、ヒースが焦あせるエルンストを宥なだめようとする。その正直さが、エルンストの心の陰かげを刺し激げきした。

「私は……私は、もう年なんだ。もう二度と、こんな慣なれない、僻へき地ちくんだりまで出向くのは御ご免めんだ！　財ざい宝ほうがあるなら早く拝おがみたい。妻つまの、息子むすこの……パルミュール家の再さい興こうが懸かかっているんだ！　もう、家族に惨みじめな思いをさせたくない！」

　待ち望んでいたゴール直前まで来て、お預あずけを食った形になり、エルンストの我が慢まんは限げん界かいまで来ていた。ここまで辿たどり着くまでの、道のりの厳きびしさ、あちこちの身体からだの痛いたみを思い出し、そして何よりも残すべき財を成さなければならない家長としての使命感を思い出し、苛いら立だちが露あらわになる。

「ボクたちも、一いつ緒しよに来てくださいって言ったわけじゃないし」

　丹たん念ねんに壁を探りつつ、ぼそりと低く漏もらしたノリスの言葉を、エルンストは、聞き逃のがさなかった。

「お前たちのほかにも、冒ぼう険けん者しやなど掃はいて捨すてるほどいるわ！」

　売り言葉に買い言葉だった。

　ハッと気づいた時にはもう、遅おそかった。

　言ってはならない言葉のはずだ。一度は、信頼と喜びを分かち合った相手に、それでも心の奥おく底そこに簡かん単たんに取り払はらえない、貴き族ぞくとしての優ゆう越えつ意い識しきが、考えるよりも先に言葉として溢あふれてしまった。

「あ……その、私は……」

　冷水を浴びせかけられたように、固まったのはエルンストのほうだった。

「まあ、それはたしかに」

　実じつ際さい、冒険者の店で働いているマウナが、しみじみと呟つぶやく。面おも白しろく思っていようはずはないが、それが事実と受け止めた言葉には平然とした色があった。

「す、すまない、言い過ぎた……」

　唇くちびるを震ふるわせ、エルンストは視し線せんを外す。

「ともかく、この遺い跡せきに財宝があるのは間ま違ちがいないんだ、何としてでも……」

「……外れってことも、あると思うがな」

　額ひたいに青あお筋すじを立てているエルンストに、ヒースは溜ため息いき混まじりの言葉をかける。視線はまだ、壁にびっしりと埋うめられた古代語へと向けられたままだ。

「そんなことはない、クルーエル伯はくが太たい鼓こ判ばんを押おしたんだ！　私の成功を祈いのると……何の益えきにもならないはずなのに！」

　エルンストは、足音高く遺跡のフロアを横切り、稜りよう線せんの描えがかれた真下にある、プレートへと屈かがみこんだ。

　それが扉だと、思ったか。エルンストは手を掛けて、揺ゆすろうとする。

「財宝への道を開くためには……」

「ダメですよ、勝手なことしたら……どんな危き険けんがあるのかわからないんですから」

　イリーナが、慌あわててその肩を摑つかんで引き離はなそうとする。

　エルンストの手が触ふれたプレートがふんわりと淡あわい光を帯びた。

「うわ……！」

　プレートの変化に、エルンストは驚おどろいたように手を離す。熱さも痛みも手には伝わってこなかったが、とっさに跳はねるように後ずさった。

　遺跡全体が壁の発する淡い緑の光に照らされてはいたが、プレートの灯ともす光の色は青である。何かを促うながすような、明めい滅めつを繰くり返し……やがてゆっくりと、消えていこうとする。

「何か、反はん応のうがあったようだの」

　少し離れた場所で周囲を警けい戒かいしているガルガドが、背はい後ごから別の色の混じった光が漏もれてくるのに気付いて、振り返る。

　少しずつプレートの光の明滅が速くなり、やがて、それが淡くなっていく。目の前で開きかけた財宝への扉が閉ざされていくように感じ、慌ててエルンストは裏うら返がえった声を上げた。

　再ふたたび、その扉をこじ開けたい一心で。

　他には、何も考えられなかった。

「あ、あ……『深き眠ねむりにつきし大地よ。その豊ほう穣じようを我われらに』‼」

　その言葉の意味がわかったのは、下位古代語を修おさめるヒースだけのようだった。

　あちこちの壁を探り、異い常じように気付いてフロアの真中を横切り、皆のところへと向かおうとしたノリスが、ふと、顔を上げるのが見える。

「……ねえ。扉見っけ」

　そう少年が声をかけた瞬しゆん間かんだった。すさまじい衝しよう撃げきが、その場にいた全員の足元から突つき上げてきた。

「きゃぁあッ⁉」

　マウナが立っていられずによろめき、踏みとどまることに成功したイリーナにかろうじて支ささえられる。

　何ど処こからかビシビシと亀き裂れつの入るような音が聞こえた。

　肩に髪に、細かい砂すな粒つぶとも壁の一部ともつかないものが落ちかかってくる。

　よろめき、尻しり餅もちをついていたエルンストは、周囲を見回すことしかできない。

　強い土の匂においが充じゆう満まんした。

「何？　なに、なに⁉」

「地じ震しんか⁉」

　出入り口に立っていたガルガドは、ユークを庇かばうようにフロア中央へと押しこむ。岩がん盤ばんが剝むき出しのまま、さしたる加工がされていなかった遺跡の通路は、あちこちに亀裂が入り、砂すな煙けむりが舞い上がっては、フロアへと流れこんできた。

　うっかりと、息を止め損そこねたエルンストが、激はげしく咳せきこむ。

「まさか、出口が崩くずれた⁉」

　その様子を目にした、マウナが悲鳴のような声を上げた。

「いや、まだ決定的な崩ほう落らくにはいたっとらん！　一体何をした⁉」

　硬こう直ちよくしている少女を庇いながら、ガルガドは首だけを出して通路を確認し、声を張り上げる。

「げほ……なじも……て、いな……ごほごほ」

　何もしていない。自分はただ、合言葉を口にしただけだ。とエルンストは答えようとするが、咳きこむ苦しさに言葉にならない。

　プレートは合言葉を受じゆ諾だくしたのか、明滅を止め、変わることなく、静かに青い光をたたえている。

「……い、一体……」

　エルンストは、声を震わせた。

　プレートが扉になっているようではないし、財宝に通じる扉は、何処にも開かれる様子がない。

　ただ、不気味な震しん動どうと地鳴りが周囲を包みこむ。

「ヒース兄さん、あれ……」

　マウナを支えつつ、周囲を警戒していたイリーナが、ヤスガルンの稜りよう線せんを描えがく図形を指差した。その一角が、ぽつりと白い光を灯ともしている。

　光っているのは、先ほど地図を重ね合わせ確かく認にんした場所……この、遺跡に対応する場所だった。

　それだけではない。

　じわ、じわと、よく見なければわからないが、この場所を示す白い点に繫つながれていた線が、同じ色に光りながら、種が芽吹くように伸のびていこうとしていた。別の点へと向かって、それへと繫がろうとするように。

　それとともに、全員の心の中にも暗い不安がゆっくりと鎌かま首くびをもたげ始めた。

　もちろん、エルンストの心の中にも。一滴てき落ちた黒い不安が、じわじわと染しみのように広がりはじめていた。

「……気のせいか、ちょっと不気味なんですけれど……」

　イリーナの声も微び妙みような引きつりかたをしている。

　しかし、ヒースはイリーナの指し摘てきにも視線を向けることはなかった。ただ、一心不ふ乱らんに、今までに見たことがないほどに真しん剣けんな表ひよう情じようで、壁かべの文字を読み進めていこうとする。

「……ヒース兄さん……？」

「……わかった」

　硬かたい声が、ぼそりと綴つづられる。

「確たしかに、この遺い跡せきは価か値ちのあるものを作り出そうとしてた。ある意味、黄金の山よりも、価値のあるものかもな」

「な……」

　エルンストは、その言葉を聞いて色めきたった。足元の震動はまだ続いている。尻餅をついた姿し勢せいのまま、よろめきつつ立ち上がろうとした。

　自分の家族を守り、家の再さい興こうを約束してくれるはずの財ざい宝ほう。形はどんなものでもいい。銀ぎん貨かでも、宝石でも魔ま法ほうの品々でも。しかし、今確かに感じられるのは、不気味な震動だけだ。

「何なんだ、それは……そんなもの、一体どこにあるんだ、この揺ゆれは……」

「ヤスガルンの山脈は、山の連なりがいくつか平行して並ならんでいる場所があるよな。今、俺たちがいる場所は、その一番内側の山脈だ」
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　オーファンの国土は北と西の大部分が、ヤスガルン山脈に被かぶさっている。王国が管理するかなりの広さの国土が、山脈地帯と呼よんで差し支つかえないだろう。

　しかし、そのオーファンの管理下にあるヤスガルンの峰みねは、山脈全体からすればほんのわずかの土地である。厳きびしい山並みを、現在のオーファンではすべて統とう治ちしかねるからだ。

「平行する山脈の一番外側は、氷結海からの風を遮さえぎる壁になっているが、この内側の山脈が削けずれれば……つまり、平らに均ならされれば」

　自分の手のひらの上に、簡かん単たんなオーファンの地図を描きながら、ヒースは自分でも確かめるように説明していく。

「外側の山脈のおかげで、厳しい海風は遮られたまま、肥ひ沃よくで平らな大地が、山脈の土地分、さらに広がるって寸すん法ぽうだ」

「削れればって……そんなの、無理だと思います」

　びし、とイリーナが真まっ直すぐな挙手をする。

「大体、山脈を形作ってる土とか木とか。そういうのはどうなるんですか？　住んでる人は？」

「はっはっは。イリーナ、そんな蛮ばん族ぞくの都合を、魔法王国時代の高こう慢まんちきが考えてるはずないじゃないか。土地が広がれば加工しやすくて、管理しやすくて万ばん々ばん歳ざい。土？　木？　岩？　街ひとつを宙ちゆうに浮かせる技ぎ術じゆつすらあったんだぞ。余よ分ぶんな土なんて……まあ、その……何だ」

　陽気に笑い飛ばそうとして、ヒースの視し線せんは壁かべ際ぎわの古代文字を泳ぐ。

「海に捨すてるとか……えーと、ああマナール湖を埋うめ立てるとか……まあ、色々とだな」

「つまり、山脈自体が切り崩くずされて、平地に変えられようとしていることは間違いないと。で、実際にどうなるのかは、最後まで見てみないとわからない」

　マウナが冷静につっこみを入れている。

「……ふ。まあ、そういうことだ。しばらく待っていてくれたら、最後までこの壁面の使用説明書を読み解とくが」

「そんな暇ひまはなかろう」

　ガルガドも苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表ひよう情じようを浮かべている。ドワーフはヤスガルンにも数多く暮くらしている。同どう胞ほうたちを思う不安を表に出すまいと、マイリーの神官戦士は兜かぶとをわずかに深く被かぶりなおした。対照的に悲ひ痛つうに声を跳ね上げたのはマウナだ。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　あたしの故ふる郷さと、ヤスガルンにあるのよ！　そりゃまあ、凄すごく小さくて、貧びん乏ぼうな村だけど……でも、だからってなくなっていいってわけじゃない、おじいちゃんの墓はかだって！」

「でもでも、古代魔法王国の遺い跡せきだからって、山脈一個、削れるほどの威い力りよくが発はつ揮きできるんですか？　何とか、とめる方法はないんですか⁉」

「ま、魔法装そう置ちが一個なら苦しいところだろうがな。見ろよ」

　先ほどイリーナが指し摘てきした、ヤスガルンの稜りよう線せんを描えがく図形をヒースが指す。周囲の揺れが収おさまる様子はない。不気味な地の底から聞こえるような鈍にぶい咆ほう哮こうが響ひびく。

「同じ装置が、他にもいくつも設せつ置ちされてるんだよ。多分、一つが起動すれば、こうやって、一つ一つ繫つながっていき、点が線になり、線が面を作る。その面のひとつひとつを魔法装置から発生する力がこそぎ取っていき……最終的に、魔法装置の設置された場所全すべてが、ヤスガルンを根こそぎ抉えぐりとっていこうとしているんだ」

　ぽつりと白い光が一つだけ灯ともった稜線。その灯あかりからは、根っこのように、じわりと白い糸が伸のびていた。別の点へと向かって。

　先ほどよりも、少し、伸びたような気がするのは気のせいだろうか。

「三角形が一つ、出来るごとに、その部分の土地を平面にこそげていく……と、そういうことらしい」

　ヒースの口調は少し硬かたいがいつものものと変わらない。しかし、その声が告げる真実が、少しずつ、冷たい水のように全員の芯しんへと染しみ渡わたっていく。

「結局は、一度も起動されなかったみたいだけどな」

「……山、こそげる？」

　呆ぼう然ぜんとした細い声は、蛮族の少女のものだった。

「な、何とか止められないんですか、ヒース兄さん！」

「人をおちょくることにしか使えない無む駄だな脳のうみそを、役に立てるチャンスよヒース！」

　イリーナが悲鳴のような声を上げた。マウナも魔術師へと詰つめ寄よろうとする。ヒースは困こまったように、自分の顎あごを指で搔かいた。

「わからん。装置をぶっ壊こわせば、多分止まると思うが……」

「何で、そんな曖あい昧まいなこと言うんですか！　いつもみたいに無意味に自信満々に言ってください！」

「……お前、俺おれのことを、そんな風に見てたのか」

　微び妙みようにショックを受けたようにヒースは呟つぶやくが、それはともかくと頭かぶりを振ふって、気持ちを切り替かえた。

「装置が壊せるかどうかは微妙なところだ。これだけ大規き模ぼな魔法装置だ、頑がん丈じように作ってある可か能のう性せいは大きい。それに、本体がどこにあるのか、これから探たん索さくするとしても……」

　ヒースは、指を再ふたたびヤスガルンの稜線へと突きつける。

「その破は壊かいまでのリミットは、あの光の線が他の装置へと届とどくまでだ。多分あの線は、この装置から発生させた魔力を、他の装置へと伝でん播ぱさせていく状じよう況きようを反はん映えいさせたものだ。あと、二機の魔法装置が起動すれば、また今度はその装置からそれぞれ二機、三機の魔法装置へと連動していく。そうなったら、手がつけられん」

　状況を説明する声は、震動のせいで舌したを嚙かみそうになるせいか、やや不ふ明めい瞭りようで。地鳴りに搔き消されそうになる。

「じゃあ、壊しましょう！　今すぐ！」

　イリーナの声は、まったく揺るぎなく響き渡る。

「だから、その本体がどこにあるのかわからんのだから……！」

「ねえ、言いそびれたけど、ここに、隠かくし扉とびらがあるみたいだよ」

　盗賊シーフの身軽さが幸いしてか、転ぶことのなかったノリスが、床ゆかの一角をこつこつと爪つま先さきで蹴けりながら声をかけた。全員が硬直する。

「……本当か？」

「うん。でも、魔法装置とかがあるのかどうかは、わかんないから、違っていても責せき任にんはとれないよ」

　どうやら、罠わなはかかっていなかったらしい。ノリスは指先で床の模も様ように紛まぎれた取っ手をほじりだし、軽く引っ張ると扉が浮き上がる。

「お前にとれる責任なんか、たかが知れてる」

「そう言ってもらえると、ほっとするよ」

「ああ。間違っていたら……腹はらを切れ」

　ヒースが厳おごそかに宣せん言げんする。

　口調はともあれ、冗談だとはわかるのか、ノリスは扉の奥おくを覗のぞきこむ姿し勢せいのまま一いつ瞬しゆん固まっただけで、虚うつろに笑った。

「……えーと、一いち応おうざっと視みたところ、ヘンな精せい霊れい力りよくも働いてないし、生き物の気配もないみたいだね」

　盗とう賊ぞくが本業ではあるものの、呪まじない師の家に生まれたノリスには、マウナには及およばないが精霊を視、操あやつる技ぎ術じゆつが備そなわっている。

　床に開いた空間は暗く、はっきりとは見通せない。しかし、奥のほうに小さな光がぽつんと見えた。

「……当たりっぽいな。たまのことだから、誉ほめてやってもいいぞ」

「素す直なおに、ノリス君エライって言ってくれても、バチ当たんないよ？」

「そんな勘かん違ちがい、恥はずかしくて口に出せるか。だから、イリーナ言っとけ」

　後ろから覗きこもうとする妹分へと、ヒースはさりげなくお鉢はちを回す。

「わー。ノリスすごーい」

　がしゃがしゃと、手てつ甲こうに包まれた手での、素直で無ぶ骨こつな拍はく手しゆが鳴る。

「……いかん！　待つんじゃユーク！」

　入り口のあたりで、一瞬揉もみあうような遣やりとりが耳に届とどき、全員がそちらへと意い識しきを向けた。

　ガルガドがよろめき、その脇わきをすり抜ぬけて、ユークが遺跡の外へと駆かけ出していく後姿が一瞬だけ垣かい間ま見みられ、すぐに、砂すな煙けむりの向こうへと消える。

「どうした、おやっさん！」

「このままだと、集落が地じ震しんに吞のみこまれると思ったんじゃろう……しかし、この揺れだと、あの集落がかなり危き険けんなことに変わりはない」

　どうやら突つき飛ばされて腰こしを打ったのか、表情を歪ゆがめながらガルガドが立ち上がる。

「特に今の時期、雪が溶とけて地下水が潤じゆん沢たくな時期じゃ。この辺りまでは森林が来ておらんから、地じ盤ばんが緩ゆるむ可か能のう性せいは十分にある」

「山津波が起きるかもしれないってこと⁉　あそこの……ユークちゃんの集落、子こ供どもや老人がすごく多いのに！」

　マウナがほとんど悲鳴に近い声を上げる。

「……ち、ちがう……私のせいじゃ、ない。私は、ただ……」

　揺れの激はげしさに負けてへたりこんでいたエルンストが、ゆらゆらと首を横に振る。ユークの行動と、ガルガドの言葉に、改めて自分のしでかしたことが大きな失敗として身に沁しみこんできていた。

　幻まぼろしだった財ざい宝ほう。

　起動された魔ま法ほう装そう置ち。

　起ころうとしている惨さん事じ。

　失われた未来。

　そんなものがぐるぐると、狭せまい視し界かい内ないを回りつづけている。

「私は……」

　ぱらぱらと、肩かたに砂すな埃ぼこりが落ちてくる。地じ響ひびきは大きく、遺跡の中にいるからだろうか、さらに反はん響きようして聞こえる。

　恐きよう怖ふが、エルンストの心にじわじわと迫せまってきた。

　死にたくない。

　円形の遺跡。天てん井じようが崩くずれれば、生き埋うめになってしまうだろう。そう思うだけで、鼓こ動どうが大きく響く。

　嫌いやだ。

　こんなところで、潰つぶされるのは、嫌だ。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ。

　苦しい思いをして、痛いたい思いをしてここまでやってきたのは、生き埋めになるためなんかじゃなかった。妻つまも子も、自分を待っている。

　財宝の夢ゆめから覚めれば、ここまで自分を護まもってきてくれた冒ぼう険けん者しやたちに報ほう酬しゆうを払はらうこともできないことに気付いた。

　キマイラとの戦いは、まだ記き憶おくに鮮あざやかに残っている。

　その戦いの矛ほこ先さきが、騙だまされたと怒いかりに震ふるえる冒険者たちによって、自分に向けられるのではないか。なんら脈みやく絡らくの無い方向へと思考が飛ひ躍やくする。築きずいた信しん頼らいは、その時心からぽっかりと抜け落ちていた。

　ただ、悪い方向へと思考は転がりつづけ、際限が無い。

　自分が作り出した恐怖に心が追い詰つめられる。

　跳ねるように、エルンストの身体からだはその場から駆かけ出していた。外へと向かって。

「エルンストさん！」

　ドワーフの声が聞こえたが、それを振り切る。周囲の壁から解とき放たれたところへ行きたい。彼らから少しでも離れたい。申し訳わけなさと、彼らへの恐怖から逃にげ出したい。それしか今は考えられない。

　砂煙を吸すって咳せき込むが、そんなことに関かかわってはいられない、とにかく、空が見たかった。

　何よりも、一番逃げ出したいのは、自分自身からだった。

　ふつり、と心の裡うちで音を立てて、何かが途と切ぎれた。




「うわあああああ！」

　エルンストの悲鳴が洞どう窟くつに反響する。

「ノリス、追え！」

「え、ボク⁉」

　ガルガドの咄とつ嗟さの指し示じに、ノリスが一瞬躊ちゆう躇ちよする。

「怪け我がをされたらどうする！　わしらはあの御ご仁じんの護ご衛えいでもあるんだぞ！」

　そりゃそうだけどさ……と呟つぶやきながらも、ノリスは軽かろやかに入り口へと走り出す。

「それと、万が一魔法装置の停止に失敗した時のことを考えて、下の集落に伝令を頼たのむ！　とはいえ、全部連動して起動なんかしたら、このヤスガルンのどこにも安全な場所なんかないだろうけどな」

「何をいきなり失敗した時のことを考えてるんですか。今は全力を尽つくすのがわたしたちのできることでしょう！　自分を信じて！」

　ヒースの言葉が消極的に聞こえたのか、イリーナは兄あに貴き分をどやしつける。

「こんな土ど壇たん場ばで、自分を信用できるような経けい験けんも実力も俺にはない！　てゆーか、俺は今、この世で最も自分自身が信用できんわい！　そんなヤツに預あずけられるほど、軽いのか、ユークの集落の連中の生命は！」

　地鳴りに搔かき消されないように怒ど鳴なるヒースの声は、堂々として胸むねまで張はらんばかりだ。

　どうしてこう、ある意味いやな方向に真しん摯しなのだろうかと、その場に残った全員が頭を抱かかえたくなった。確たしかに至し高こう神しん・ファリスの教えでは虚きよ偽ぎは罪つみとされるが、こんな時に信者ぶりを発はつ揮きしなくても……とも思う。

「わしも行ってくる。あのクソガキ一人で、依い頼らい人にんも、ユークも、集落もというのは荷が勝つだろうからの」

「あたしが行こうか？　山歩きはあたしのほうが慣なれてるし、足も速いよ？」

　ガルガドが悩なやんだのは、まばたき二回分だけの時間だった。

「……すまんの。後は頼んだぞ」

「そっちこそ」

　駆かけ出しかけた姿し勢せいを振り向かせ、ぱん、とマウナとガルガドは手を打ち合わせあった。そのまま、ハーフエルフは仲間と依頼人を追って、遺い跡せきを出て行く。

「気をつけてね、マウナ！」

　消えていく金きん髪ぱつの後うしろ姿すがたに、イリーナは声を張り上げた。その背中を見み届とどけると、ノリスが開けた扉とびらを押おさえ、イリーナはその中へと滑すべりこむ。

「ヒース兄さん。奥おくの……一番下に見えていた光が微び妙みように小さくなっていくような気がします」

　がしゃん、とイリーナは地を踏ふみしめた証あかしの音を奏かなでた。

　遺跡の床ゆか下したの穴あなが、イリーナの目前で深く暗く広く口を開いている。壁は磨みがかれた人工のもので、まだ遺跡の続きであることがわかった。

　奥底に灯ともっている白い光が、さっきよりも遠ざかって見えた。

「……もしかして、この遺跡、下方へと向かって伸びている最中なのではないか？」

「『山並み、そっくりそのまま、平地にしよう計画』だからな。十分にありえるか」

　イリーナに続いて、ガルガドとヒースが降おりてくる。

　どうやら、遺跡の中央部はぽっかりと空いており、その周囲に螺ら旋せん状じように階段が繫つながっている。どうせなら、まっすぐに降りて欲ほしいと心の隅すみでイリーナは思った。

「一気に駆け下りると、目が回りそうです」

　ランタンの光で照らして周囲の様子を見る。下方へとまっすぐに続く穴の直径は、10メートルほどだろうか。何度か失敗を傍そばで見てきた、ヒースの〝眠りの雲スリープ・クラウド〟が丁ちよう度ど広げられそうな規き模ぼだから、そう大きく外れてはいないだろう。

「情なさけないことを言うな、イリーナ。お前の破は壊かい力りよくだけが頼たよりだ」

「……微妙に、お前さんの言葉も情けないような気がするがの……と、気をつけよ、イリーナ」

「へ？」

　ドワーフは暗くら闇やみを苦としない。その特有の視し界かいに、ゆらりといくつかの影かげが揺ゆらめく様子を見てとったか、駆け出そうとする仲間へと注意を促うながす。それを疑うたがうことのないイリーナが、足を急停止させた。

「あのクソガキ、何が怪あやしい精せい霊れい力も、生き物の気配もない、じゃ」

　文もん句くを言いながら、ガルガドが背負っていた戦槌メイスを構かまえる様子を、イリーナは背中で感じとる。

「……いや、おやっさん。今回ばかりは、それを言ってやるなと、俺は一応弁べん護ごしてやりたい。アレは体温も精霊力も関係ないだろうしな」

　イリーナとガルガドの後ろに立ち、ヒースが苦く笑しようを浮うかべた。

「敵てきが何であれ、立ちふさがるのなら、叩たたき潰つぶすのみです！」

　背せに負っていた長大な剣けんを抜ぬき払はらい、イリーナは高らかに宣せん言げんした。生あるものであるならば、その並なみ々なみならぬサイズの剣の威い圧あつ感に、戦意をくじかれるものもあっただろう。

　しかし、この敵は違ちがった。

「なるほど、ある意味『竜りゆうの棺ひつぎ』か」

　ヒースは、その正体を一目で見み破やぶっている。

「『竜牙兵ドラゴントウース・ウオリアー』。竜の牙きばから作られた、ゴーレムだ」

　戦いが、始まる。

　イリーナは威い嚇かくするよう、白い歯を垣かい間ま見みせた。普ふ段だんならば愛あい嬌きようを感じさせる八重歯は、猛もう獣じゆうの牙のように薄うす暗くらがりに浮かび上がる。

　誰だれもいなくなった遺跡フロアに描えがかれたヤスガルンの稜りよう線せんに、一つだけ灯る白い光。

　そこから別の点へと向かって伸びる線が、また少し、じわりと長くなった。
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　遺跡から出ても、不気味な地鳴りも揺ゆれも、一いつ向こうに収まる様子はなかった。

　とにかく、ノリスは足あし跡あとがどっちへと向かったのか調べるために、石いし畳だたみの上を見ようと身を屈かがめる。

「ノリス、ノリス、ノリス！」

　後方から聞きなれた声が自分の名を連れん呼こするのを聞きとり、首だけを捩ねじって振り返ると、金色の髪かみのハーフエルフが駆けてくるのが目に入る。

「あれ？　どうしたのさ、マウナ。逃にげてきた？」

　ごつっと、間かん髪はついれず拳げん骨こつで叩かれ、ノリスは涙なみだ目めになった。

「あつつ……」

「何を、この非ひ常じよう時に馬ば鹿かなこと言ってるんだか！　あんた一人で、アレもコレもは無理でしょ、手分けするわよ。ユークちゃんの集落だってほっとくわけには行かないでしょ」

「んじゃ、ボクこのまま集落まで走るから、マウナ、おっちゃんお願い。どっちも、向かってる方向は、今のところ同じみたいだけど」

　遺い跡せきからの足跡を見定めて、ノリスが指で方向を示しめした。

　途と中ちゆうで背負っているのが嫌いやになったのだろう、エルンストの荷物が落ちている。

「わかった……ノリス、視みえる？」

　走り出しかけながら、マウナはちらっと山並みを眺ながめて、ノリスへと視線を返す。近くにいたのだろう鳥たちが甲かん高だかく鳴き交かわしながら、空へと舞まい上がっていく。種類など見えないほどの黒い粒つぶの集しゆう団だんになって、青い空を旋せん回かいしていた。

「……うん、土と、植物と……水の精霊が大おお暴あばれしてる感じだ」

　気楽な色を消し、ノリスは硬かたい表情で頷うなずく。

　肌はだにびりびりとくる嫌な感覚に後押しされるよう、二人の精霊使いたちは走り出した。







　エルンストは必死に走りつづけていた。

　遺跡から出れば、青い空が見えた。それだけで、少し心が軽くなった。

　けれど、次は足元から崩くずれていきそうな、硬い地面が怖こわくなった。靴くつを通して、ハンマーで足の裏うらを叩かれているような突き上げを感じる。微び妙みようなひび割われが見えれば、それからまた逃げるように、転がるように走り出す。

　一瞬でも足を止めれば、地じ震しんによって自分の足場が消えてしまうような気がした。

　肩に食いこむような荷物は、気付けば失っていた。身、一つである。

　一人で、知らない場所にいる恐きよう怖ふに包まれ、転がるように山道を降りていく。まともな道はなく、何度も小さな崖がけのようになった場所を、滑すべり落ちた。

　遺跡の中で砂すな粒つぶを吸すいこんだのだろうか、喉のどと鼻の奥がざらついて気持ち悪い。

　ザアッと震ふるえるこずえを揺らし、一いつ斉せいに鳥の大たい群ぐんが空へと舞い上がる。

「ひ、ぐ……誰か……誰か……」

　助けを求めるべき冒ぼう険けん者しやたちは、自分が遺跡の中へと置き去りにしてきた。

　戻もどる勇気などない。

　大きな揺れに足元を掬すくわれて、何度も転んだ。

　ふと気付けば、泥どろの混まじった水が足元に染しみ出し、更さらに足運びを危あやういものへと変えていく。キンと冷えた水の温度が、身体からだを冷やしていた。

　ヤスガルンの澄すんだ水が湧わいているところは、この旅の間に何度も見てきた。そんな水すい源げんからの湧き水を、何度も水みず袋ぶくろに入れてきた。

　美う味まい水だと。上物のワインよりも美味いと、何度も思った。

　口には出さなかったが。

　しかし、今足元を浸ひたす水は、どろりと茶色い。

　何な故ぜか、強きよう烈れつな不安と恐怖がこみ上げてくる。

　半身を茶色に染めながら、エルンストは再び駆け出した。その場から、離はなれなければと、強く思う。

　今、自分の命を護まもれるのは、自分だけだ。

　いや……。

　エルンストはもどかしい手つきで、唯一ゆいつ身に着けていたベルトポーチから二枚まいの貝かい殻がら形をした魔ま法ほう装そう置ちを取り出した。揺れに足をとられて取り落としそうになりながらも、それを固く握にぎりしめ、口くち許もとへと当てた。

「伯はく爵しやく！　クルーエル伯！　助けてくれ……ヤスガルンが、地じ震しんで……遺跡が、財ざい宝ほうではなく……」

　呼びかける声は、まともな言葉にならない、それでも、危き険けんは伝わるだろうとそれだけを口にすると、貝殻を耳に押し当てた。

　戻ってくるのは、沈ちん黙もく。

「クルーエル伯！　頼たのむ、助けを……！」

　もう一度、呼びかける。先さき程ほどよりも声を張はり上げて。自分の成功を祈いのってくれたクルーエル伯爵の顔が頭の中を過よぎる。そこに浮うかぶ柔にゆう和わな笑えみは、今はただ空々しい。地図を差し出してくれた、温かいと思った手は、自分の手を引いてくれない。

　再び耳に〝伝声の貝ウイスパー・シエル〟を押し当てると、かすかに、ほんのかすかだが、一度聞いた音が澄すんだ音色が響ひびいた。

　祝しゆく杯はいの音。

　グラスを重ね合わせる、妙たえなる響き。聞き違えるはずは無い、互たがいの声を伝える魔法の品の向こうで、ゼノン・クルーエルは祝杯をあげている。それとも、自分に対する鎮ちん魂こんか。

　あれだけ美しいと思った音色は、今は絶ぜつ望ぼうをもたらす。

　助けてくれる手は、今はどこにも無い。本当は、五対の腕うでがあった。それを振ふり払はらったのは他ならぬ自分だ。

「……うわ……う、うわぁあ……」

　口から零こぼれる獣けもののような声が、自分の声とは自覚していなかった。けれど、耳に届とどくその声が、ゴゥ、と大気に満ちる不気味な地鳴りを消してくれる。

　半分這はうようにして、チロチロと地面から湧き出す汚よごれた水から逃にげるように、走りやすい下り坂を降りていく。上う手まく方向転てん換かんも、スピードの制せい御ぎよもできず、何度も岩にぶつかり、転びを繰くり返す。

　身体からだ中が痛いたんだ。

　何度呼こ吸きゆうしても、足りない。胸むねが痛い。足が痛い。腕が痛い。背中が痛い。

　しかし、それでうずくまってしまうこともできなかった。

　ゼイゼイと、荒あらい音を漏もらしながら、再ふたたび立ち上がり、走るというよりは、転がりだす。

　その眼がん下かに、見覚えのある土ど饅まん頭じゆうのようなまばらな家並みが見えた。

　エルンストは、ほっとする反面再び身体を竦すくませた。

　ユークの集落である。

　遠くからでも、聞き覚えのある甲かん高だかい少女の声が聞こえた。訛なまりがきついせいで聞きとることは難むずかしいが、どうやら避ひ難なんを促うながしているらしい。

　地面の揺ゆれのせいで、ひび割われ、崩くずれている家もある。

　今までにない経けい験けんなのだろうか、不安に泣きじゃくる子こ供どもの声が、ここまで響いてきていた。

　怖こわいと、思った。

　自分のせいで、誰かが泣いている。

　ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい。

　聞こえていないことは十分承しよう知ちの上、それでも何度も何度も、子供の頃ころのように謝あやまった。

　幼おさない頃ころに、悪戯いたずらをして高こう価かな像ぞうを倒たおしてしまったことがある。まだ豊ゆたかであったファン王国の時代、父親の叱しつ責せきが怖くて、泣きながら謝った。

　そのときと同じ……いや、それ以上の恐きよう怖ふ。

　像は、壊こわしても何とでもなる。

　けれど……。

　謝りに出て行くこともできず、その場から逃げ出すこともできす、エルンストはその場でうずくまっていた。

　すでに、鼻水と涙で顔はくちゃくちゃだった。

「あー！　いた！」

　聞き覚えのある女の声が背はい後ごで響く。それが、エルンストの意い識しきを混こん迷めいから掬すくい上げた。

「……き、みは……」

　ずずっと、鼻をすすらなければ、まともな声が発せなかった。下品な仕草だと、自分でも思った。

　やはり、何度か転んだのか。こちらへと駆け寄ってくるハーフエルフも、あちこち泥まみれになっている。革鎧レザー・アーマーの下の、鮮あざやかな緑のアンダーウェアが茶色と灰はい色いろに染そまっていた。

「何やってるんですか、エルンストさん、ちょっとは、あたしたちを信用してくれないと困こまりますよ！」

　酒場の酔よっ払ぱらいを叱しかり付けるような口調で、マウナは腰こしに手を当て、依い頼らい人にんに指を突つきつけた。

「……し、しか、し……私は、もう、君たちに……」

　依頼料を払えない。遺い跡せきの財ざい宝ほうを当てこんでの依頼だったのだから……そう続けようとした言葉を、わかっているのかいないのか、マウナは自分の言葉で遮さえぎる。

「エルンストさん、あたしたちの評ひよう判ばん聞いて、雇やとってくれたんでしょ？　腕うで利ききだって。信用できるって」

　綺き麗れいな金色の髪かみにまで泥をつけたハーフエルフは、明るく笑う。

「じゃあ、逃げないでよ。護ご衛えい相手が逃げちゃったら、護まもるの難しいんだから。依頼人が無事でないと、後金もらい損そこねちゃう。……言ったでしょ？　倍ばい額がく払っても、後こう悔かいさせない働きをしてみせるって」

　冗じよう談だんめかして言いながら、「立って」とマウナはうずくまったエルンストの肘ひじのあたりに手を添そえて、立ち上がらせようとした。

　地面の揺れのためだけでなく、足が萎なえて、なかなか立ち上がれない。身体からだの節々が酷ひどく痛む。情なさけなさに、再び涙が滲にじんだ。

　その様子を見て、マウナはほんのりと笑った。安心させるように。

「〝知られざる生命いのちの精霊よ、呼びかけに応こたえよ。命の流れ、すべてを健すこやかに、あるべきままに〟」

　女じよ性せいの精霊使いシヤーマンだけが使える〝快癒ヒーリング〟の術じゆつ。ふわっと身体中が温かなものに包まれる感覚が訪おとずれ、それが去る頃には、身体の痛みの全てが消え失うせていた。

「お父さんなんでしょ、しっかりしなさいよ。何かあったら、息子むすこさんが悲しむんだから。……自分に何かしてくれるより、子供は、ただ……お父さんの元気な顔が見られれば十分なもの、なんだから。……多分」

　マウナが苦笑いをしながら、エルンストの手をとって立ち上がらせようとしてくれる。それを固辞して、自分の力で立ち上がろうともがく。その様子にマウナが淡あわい笑みを浮かべたことに、エルンストは気付いていない。

　身体の重さや疲つかれの全部が、失うせたわけではない。心のしこりも罪ざい悪あく感も、残っている。けれど、再び立ち上がる力は得た。

「エルンストさん。このまま、高いところに登って。下に下りると危ないから」

　背せ中なかを押おすように、マウナはエルンストを促うながそうとする。

「……し、しかし……この山が崩くずれれば逃にげ場がないと、言っていたのは、君たちのほうじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶ。遺い跡せきは、きっと仲間が何とかしてくれますって」

　押していた背中をハーフエルフにばしん、と叩たたかれる。そのはっきりとした痛いたみに、エルンストは表ひよう情じようを泣き笑いに歪ゆがめた。

「しかし、あの子の……集落は……」

　集落の混こん乱らんの気配が、ここまで伝わってくる。子こ供どもを抱だいた女や老人たちが、崩れはじめる家から逃げるよう、移い動どうを始めている。しかし、老人や子供が多いせいだろう。その動きはのろく、統とう制せいはとれていない。

「ノリスも、あっちに向かってますから。多分、大丈夫」

　ハーフエルフの言葉は、自分に言い聞かせているようでもある。ここでグズグズしていては、何にもならないとエルンストは無理やり自分を納なつ得とくさせることにする。よろめくように、マウナの勧めにしたがって、歩き始めた。

　高みに向かって。

　集落の混乱が、背中に痛い。

　自分をこれほど嫌きらいになりそうなことは、かつてなかったように思う。年とし若わかい同どう僚りようたちの嘲ちよう笑しように、子供の泣き声が重なる。

　幼おさない息子の泣き声を思い出す。

　自然と、足が止まった。

「エルンストさん？」

　背中を押すハーフエルフの、訝いぶかしげな声が聞こえる。地鳴りの音が、自分の耳鳴りのようだ。宮きゆう廷ていからの仕事に疲つかれて帰ってきたときに、時々こんな耳鳴りがしたことをぼんやりと思い出す。

　口の中が乾かわいて、上う手まく言葉を綴つづれない。それでも、迷まよいがちに振り返る。恐怖はまだ消え去ることなく、心に重く圧のし掛かかっている。

「……こ、子供を抱いて運んでやることは、出来ると思うんだ……私にも」

　荷物は、全すべて捨すててしまった。

　これ以上捨てるものはない。

　だから、何かを。

　しっかりと摑つかみたい。

　自分の手は……誰だれかを助けられるだろうか。

「偽ぎ善ぜんだろうか……？」

　何を言ってるのだろうかと、自分でも可お笑かしくなる。

　振り返る先には、ハーフエルフの笑顔が見えた。いつも聞こえていた同僚たちの嘲笑が、少し遠くなった気がした。







「だーもう！　何も持たなくていいから、みんな高いところに登って！」

　集落に、年若い少年の声が響ひびく。

　右う往おう左さ往おうしている老人や、子供の泣き声。気を抜ぬくと転んでしまいそうな揺ゆれが繰くり返し訪おとずれており、どうやら初めての体験からか、しゃがみこんで動けなくなっている者もいる。集落を隠かくすようにして守っていた木々が、揺れによって雨の音のような葉ずれの音を響かせていた。切り立った斜しや面めんに挟はさまれた集落全体が、どこからか滲にじみ出した泥どろ水みずでぬかるんでいる。

　ユークとノリスは、集落の一人一人に言葉をかけて、向かうべき方向を指し示じし続けていた。

「おばーちゃん、大丈夫？　背負ってあげようか⁉」

　つんのめって転んだ老女に自分の祖そ母ぼの面おも影かげを見たノリスが、慌あわてて駆かけ寄よるが、当の本人は差し伸のべられた腕うでを勢いきおい良く払いのけた。

「老人あつかい、スルナ！」

　老人じゃん、とすかさずノリスはつっこみたくなったが、そんな暇ひまもなく。ややふくよかな老女は、自分の孫であるらしい複ふく数すうの子供たちの手を引いて、集落の脇わきの斜面を登り始める。

　高い場所で、ノリスは水の音を聞いた気がした。

　見上げれば、土の精霊と水の精霊とが猛たけり狂くるっているように見える。

「……すっごく、ヤバそー。てゆーか、ヤバイ、間ま違ちがいなく」

　ぼそりとした呟つぶやきが漏もれた。陽気な盗賊シーフの横顔も引きつり始めている。

「ノリス、大丈夫？　避ひ難なん上手くいってる？　ユークちゃんは⁉」

　この集落は、両側を斜面で囲われた形の場所にある。その一方を平行に移動してここまで走ってきたらしいマウナが、仲間の姿すがたを見つけて近づいてきた。

「やほー、マウナ。うん、すっげー、危あぶない」

「明るく言うわね」

「あ、おっちゃんも無事だったんだ」

　げんなりとしたマウナの後ろに、エルンストの姿を見つけ、ノリスは陽気に手を振っている。

「何しろ、手が足りないんだって。じーちゃんばーちゃんばかりで、大人の男の人が少ないしさ。ガルガドとマウナがこの村の怪け我が人は治してたみたいだけど、病人は治せなかっただろ？」

「うるさいわね、そのうち治せるようになってみせるわよ！」

「いや、そういうことじゃなくてさ。やっぱり、そういう動けない人を優ゆう先せん的に運んでると、機き敏びんに動けないんだよ」

「見捨てろって言うの⁉」

　落ち着いてよ、とノリスが手の仕草で制せいする。いつも彼が間近で見ている仕草、ガルガドの仕草にちょっと似にていると、マウナは心の隅すみで思った。

「そんなこと言ってないから、今ピンチなんだって！　さっきだって、病人が一人、崩れた家の下した敷じきになっちゃってさ、それで掘ほり出すのに苦労しちゃったんだ。ほとんどの人は、もう斜面を登ってるよ、今、ユークが他に誰かが残っていないか、一軒けん一軒見回っているところ」

　水の流れる音が、近くなってきた。

　ごごごごごごごご……。

　不気味な地鳴りは更さらに高まっている。

「じゃあ、こっちは、手間取ってる人たちの誘ゆう導どうするから。ノリス、ユークちゃんをちゃんとエスコートするのよ！」

　はいよ、とノリスは気楽に手を振って、再び集落のほうへと駆け出していく。身軽な彼も、何度も泥水の中で転んだのだろう、白い革鎧レザー・アーマーは茶色く汚よごれている。

　集落には、ユークの呼びかける声が響いていた。

「エルンストさん、行きましょう！　足の遅おそい人を、斜面に押し上げてあげるの、今の季節、山の斜面は雪ゆき解どけの地下水をたっぷりと蓄たくわえていて……すごく、緩ゆるんでるの。これ以上地じ盤ばんが不安定になったら、それが、土ど砂しやごと一気に流れてきて、この辺一帯押し流されちゃう！」

　びちゃびちゃと処ところ構かまわず湧わき出してきていた泥水は、その前ぜん兆ちようだったのだろうと、エルンストは思い当たった。がくがくと震ふるえるように頷うなずいて、這はうように急な斜面を登っていく。泥水を吸すった防寒着はすでに脱ぬぎ捨てた。

　先ほどノリスの手を振り払った老女が、急な斜面にかじりついている。泣きながらついてくる子こ供どもたち。老女の背中にも、ようやく乳ちち離ばなれをしたかどうかという幼よう児じが括くくりつけられていた。

　マウナは一いつ瞬しゆんたりとも迷まよわず、彼女を助けに向かった。

　先に斜しや面めんを登り、老女の手を引っ張る。非ひ力りきなハーフエルフには、苦しい作業だ。けれど、歯を食いしばり、唸うなり声を上げながら、必死で華きや奢しやな手に、二人分の命を支ささえる。

　エルンストも、彼女が連れていた孫たちを抱き上げて、斜面を登ろうとした。腕の中で、子供たちが苦しげに暴あばれる。強く抱かかえすぎたかと、慌あわてて腕を緩めては、取り落としそうになった。

　すぐにマウナの手伝いに入ろうと、ある程てい度どの斜面を登り、子供たちを置くと、また、登った分の斜面を尻しりで滑すべり降おりた。岩が尾び骶てい骨こつに当たって痛いたみが走ったが気にしていられない。

「手伝おう」

　一声かけて、マウナと反対側の老女の腕を摑つかむ。

「ありがとう」

　短く応こたえ、マウナはエルンストと呼こ吸きゆうを合わせて、引き上げる腕に力を籠こめた。

　山さん頂ちようのほうから聞こえる水音は、すでに地鳴りを搔かき消さんばかりになっていた。視し線せんを上げれば、茶色く濁にごった水が、岩と低い灌かん木ぼくをともに巻まき込こみ、上流から押し寄せてこようとしていた。

「……来た！」

　思わずマウナが息を詰つめる。エルンストも、固まったようになってその流れを見つめた。下手をすれば、この斜面も押し流されそうだ。

　濁だく流りゆうはすさまじい勢いきおいで迫せまってくる。その進路方向には、ユークの集落があった。

「ノリス……」

　思わず、仲間の名前が口から零こぼれる。

　すでに、斜面を登って避ひ難なんを始めているに違ちがいないという祈いのりにも似にた気持ちを抱えて、マウナは自分たちの登る斜面へと視線を走らせる。

　見み慣なれた、白い革鎧レザー・アーマーのつんつん頭は、どこにもない。

　泥で汚れているから、保ほ護ご色しよくになったのだと。マウナは自分に言い聞かせる。

「ばー……」

　なかなか上がってこない祖そ母ぼの姿すがたに、孫の一人が不安に思ったのか、斜面から身を乗り出す。

「……あ」

　小さな身体からだは、バランスを崩して斜面を転がり落ちていく。何な故ぜか、その光景はひどくゆっくりとしたものに、感じられた。

　自分の身体の脇わきを、孫の身体が転がっていく。

　それを見た老女の金切り声。

　耳元に聞いているはずなのに、薄うす布ぬの一枚まいを隔へだてているようだ。

　まん丸な澄すんだ黒い瞳ひとみが、きょとんとしたまま転がり落ちていき、一いつ瞬しゆんエルンストを映うつした。

　……どっか、いたい？

　そんな風に囁ささやかれた気がした。抱き上げたときには混こん乱らんしていたせいか気付かなかったが、あの時の、子供だった。集落を訪おとずれた時に、エルンストに声をかけてくれた無む邪じや気きな女の子。

　咄とつ嗟さに、腕を伸のばす。

　小さな身体が、一瞬服に引っ掛かかるも、支えきれない。

　冷えた指に、小さな身体のぬくもりだけが残った。

「うわあああああっ！」

　頭の中が白くなる。

　自分の手は、助けを求めるばかりで、誰かを助けることもできないのか、あんな小さな子供でさえ。

　何も考えられなかった、気付いたときには、子供の身体を追いかけて宙ちゆうを舞まっていた。すぐに、斜面に落ちて、無様にあちこちにぶつかりながら転がる。

　伸ばした手に、子供の身体が触ふれて、力一いつ杯ぱい引き寄せた。

「ああああああああっ！」

「エルンストさんッ！」

　マウナの呼びかけが聞こえる。身体中を打ち付ける痛みの中、意い識しきを失わなくてすんだのは、その声と、腕の中で丸くなる柔やわらかな熱のおかげだった。

　子供を抱かかえる反対側の腕を伸ばして、何とか木の根を摑むことに成功した。

　しかし、目の前に激げき流りゆうが迫せまっている。

　灌木、岩、土ど砂しや、そんなものを含ふくんだ重い濁った水が、斜面にはりつくエルンストを横よこ薙なぎに殴なぐりつけた。

　辛かろうじて摑んでいた木の根から、腕が離れた。一瞬の浮ふ遊ゆう感が身体を包み込み……。

「〝樹霊ドライアード、緑の乙女！　彼を抱きしめて、放さないで！〟」

　マウナの呪じゆ文もんが飛ぶ。

　その直後、激流に吞のみ込まれるかと思われたエルンストの身体は、抱きしめた子供ごと、伸びてきた無数の木の根に搦からめ捕とられる。
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　時折、押おし流されてきた石や木の枝えだが身体に当たるが、巻きついた木の根が、最さい小しよう限げんとはいえ、その衝しよう撃げきを緩かん和わしてくれたのは怪け我がの功名だった。

「……おじちゃ……」

　怖こわいというより、驚おどろいたのか。腕の中で女の子はしっかりとしがみついてしゃくりあげている。

「……どっか、いたいかね？」

　自分に、こんな声が出せるとは思っていなかった、優やさしい声音が自然と零こぼれる。

　子供はぶんぶんと首を横に振る。

　ふと、白い鎧よろいの少女神官のことを思い出した。自分が沈しずむことも考えず、熊くまから少女・ユークを救おうとして、川を突つっ切り、深みに嵌はまって溺おぼれた彼女を、今の今まで阿あ呆ほうだと、エルンストは思っていた。

　自分も阿呆だろうか、と可お笑かしくなった。

　涙なみだに濡ぬれた黒い瞳ひとみが、しゃくりあげながら、不思議そうに見上げてくる。

「おじちゃ……？」

「……おじちゃんは、ちょっと背せ中なかが痛いたいなあ……」

　斜しや面めんを転がった痛みに加えて、今もごつごつと濁だく流りゆうに押し流されてきた石や岩が身体に当たる。

「なでて、あげる」

　痛む場所からは遠いが、女の子は一生懸けん命めい、エルンストの肩かたのあたりを、小さな手のひらで擦さすってくる。

　その一生懸命な様子に、思わずこんな時だというのに、笑みが零れた。

「いたくない？　もう、へいき？」

　笑うエルンストに、子供は嬉うれしそうに笑い返す。

　子供が身じろぎした拍ひよう子しに、無む意い識しきに懐ふところにしまいこんでいた二枚まい貝がいが、濁流に吞まれ、流れていくのが視界の端はしに映うつった。手を伸ばせば間に合ったかもしれないが、そんな気にはなれなかった。浮うき沈しずみしながら消えていく魔ま法ほう装そう置ちを眺ながめながら、今はしっかりと、自分が救った命を抱きしめる。

「あーあ？」

　エルンストの懐から小さな舟のように流れていく桃もも色いろの貝を目で追って、無邪気な声がそれを惜おしんでいた。

　ばさりと、翼つばさの翻ひるがえるような音が、間近に聞こえる。







　エルンストへと気をとられているうちに、集落が濁流に吞みこまれてしまった。依い頼らい人にんと子こ供どもの無事を確たしかめ、老女を何とか引き上げた後、へたりと、マウナはその場に尻しり餅もちをつく。

　まだ、仲間が、知り合った少女が残っているはずだった集落は、跡あと形かたもなく。呆ぼう然ぜんと、茶色い流れを目で追うことしかできない。

「……ノリス……ユークちゃん……」

「なにー？」

　半ば惚ほうけながら呟つぶやいた言葉に、能のう天てん気きな声が被かぶさった。

「……は？」

「マウナ、こっちこっちー！」

　聞きなれた声は、頭上から聞こえて来たような気がする。慌あわてて振り仰あおげば、太陽の光が一いつ瞬しゆん遮さえぎられ、大きな翼の影かげがマウナに落ちかかった。

　逆ぎやつ光こうに、一瞬目が眩くらむ。

　それでも、よく目を凝こらせば、それは竜りゆうの羽を生やした人の姿すがただった。白々しいほどに青い空に、ポツリと黒い姿が滲にじむ。それは、大きな翼を広げ、悠ゆう々ゆうと大空を旋せん回かいしていた。

　マウナの顎あごが、ぽかんと落ちる。今の状じよう況きようを忘わすれたように。

「やっほー！」

　ノリスと、ユークが、竜の翼をもつ人間に抱えられて手を振っていた。滑すべるように、滑なめらかな螺ら旋せんを描えがきながら、その姿は高度を下げて、マウナの脇わきへと苦もなく着地する。背の高い姿は逆光になり、マウナにはその姿の詳しよう細さいを確かめることはできない。大きな姿はノリスとユークを斜面に下ろすと、今度はエルンストたちのほうへと飛んでいく。その背中に、ユークが満面の笑みを浮かべて、手を振った。

「ヤム兄、ありがと」

　マウナには、一瞬しかその竜人の姿は見えなかった。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとして、身体からだ中に力強い刺青いれずみを入れた男性としか、特とく徴ちようを捉とらえられない。

「……まさか、まさか……竜司祭ドラゴン・プリースト？」

　マウナの声が引きつった。

「うん。そうみたい、驚おどろいちゃったよ、もうダメかって」

　あはは、と緊きん張ちよう感なく笑うノリスに、マウナが蹴けりをかます。

「ノリス！　あんたって子はー‼　一瞬、すっごく心配したんだからね！」

「いたいいたいいたい！」

　蹴られる腰こしを庇かばいながら、ノリスは大げさな声を上げて逃げ回る。その間に、樹じゆ木もくの精せい霊れいの力を借りた〝束縛バインデイング〟を引きちぎって救出されたらしいエルンストと子供が、手近な場所に下ろされたらしく、近づいてきた。

「……どうやら、竜司祭ドラゴン・プリーストの集落だったようだな、ここは」

　エルンストも、やや呆ぼう然ぜんとしている。

「嫌きらわれている、か……なるほど」

　邪じや教きようとして一族を皆みな殺ごろしにされた竜司祭・クリシュの怒いかりにより、エア湖こ畔はんに位置していた小国、モラーナ王国は滅ほろぼされた。一国を滅ぼしてなお、竜司祭クリシュの憎ぞう悪おは収おさまらず、流された血を血で贖あがなうため、最後のモラーナ王国王族の血を引く、旧きゆうファン王国に嫁とついできていたメレーテ王おう妃ひも命を狙ねらわれることになる。

　三十年ほど前の事じ件けんである。

　狙われた王妃を救った冒ぼう険けん者しやこそが、オーファンの開かい祖そ・リジャール王であった。

　竜に憧あこがれ、神ではなく、竜を守しゆ護ご者しやとして崇あがめる蛮ばん族ぞくの信しん仰こう。

　それ自体は決して邪悪というわけではない。しかし、その生活様式や考え方は独どく特とくで、文明化された街の暮くらしとはどうしても相あい容いれないことが多々あった。

　それに加えて、今ではサーガにも謳うたわれるオーファンの開祖・元冒険者であり、王妃を助けたリジャール王の活かつ躍やくが、称たたえられれば称えられるほどに、竜司祭たちはオーファン近きん郊こうでは居い場ば所しよを無くしていったことだろう。

　集落の長老が、流りゆう暢ちような共通語を話していたことからも察するに、リジャール王が正式にオーファンを建国する二十年前までは、彼らも、もう少し街に近い場所に集落を構かまえていたのかもしれない。

　彼らが語らぬ限かぎりは、想そう像ぞうすることしかできないが。

「ヤム兄、ユークの伝言見て、一番、急いで駆かけつけてくれた。それに、この地じ震しんで、集落を気にして、みんな、帰ってきた。ほら」

　誇ほこらしげに、ユークは空を指差す。いくつかの竜の翼つばさが翻ひるがえる様子が、見て取れた。彼女の言葉から察するに、先ほどの大男は、ユークの自じ慢まんの兄なのだろう。

　集落を離れて一人、竜に近づく修しゆ行ぎようを続けているのだろうか。

「……オーファンを、憎にくんでいるか？」

　泣きながら孫と抱だきあう老女と、流されてしまった集落の跡あと地ちを見ながら、ぽつりと、エルンストはユークに問い掛かけた。

　彼らは、オーファンという国によって、今までの生活を追われた被ひ害がい者しやと言えたかもしれない。少なくとも、無能に因よって、重要なポストを追われつづけ、家か財ざいを失った自分よりも、遥はるかに。

「……べつに」

　帰ってきたのは、シンプルな答えだった。

「どこで生きても、生き方は、変わらない。変えようと、しないかぎりは」

　エルンストは、泣き笑いのような表ひよう情じようを浮うかべる。

「私も、変えられるかな」

「エルルンが、そう、思えば」

　ユークは掌てを持ち上げた。冒険者たちに教わったばかりの仕草だ。少し迷まよって、エルンストは華きや奢しやな掌に、汚よごれた掌を打ちつけた。

「あとは、イリーナたちだね」

　ノリスが、山やま並なみを眺ながめる。地鳴りは終わらない、舌したを嚙かみそうな地面の揺れはひっきりなしで、途と切ぎれることがない。

　山が、動いたような気がした。

　断だん層そうを見せながら、山の一部が割われていく。

　その亀き裂れつが、何ど処こに向かっているのか、マウナとノリスにはわかったような気がした。

　それぞれ、新たな魔ま法ほう装そう置ちの方向に向かってだった。







　魔法装置へと突とつ入にゆうするべく、イリーナは先頭切って最下か層そうへと向かう螺ら旋せん階かい段だんを駆かけ下りていた。その後ろにガルガドとヒースが続く。

「ファリス神官、イリーナ・フォウリー、参ります！」

　すでに抜ぬき放っていた大剣グレートソードを大きく振ふりかざし、イリーナは周囲の竜牙兵ドラゴントウース・ウオリアーを薙なぎ払はらおうとする。分ぶ厚あつく幅はば広ひろの刃はは死をもたらす風を巻まき起こす。

　それが、まっとうな生物であったならば。

「え？」

　骨ほねの形をした竜牙兵は、その風に巻き込こまれなかった。

　鈍にぶい音を立てて、肋ろつ骨こつの一部を砕くだくが、それはさして大きなダメージとはなっていない。骨の隙すき間まや、骨を支ささえる肉の無い竜牙兵は、斬ざん撃げきには滅めつ法ぽう強いのだ。

　大剣の手ごたえが、いつもと違う。

　普ふ通つうならば、今の鋭するどさをもって剣けんを振るえば、大たい概がいの敵てきを真っ二つにできる自信があった。思わず、動どう揺ようが口をついて出る。

「何か、変です。この骨」

　もう一度、渾こん身しんの力を込めて大剣を振り下ろす。竜牙兵の脳のう天てんをめがけ、磨みがきぬかれた鈍にび色いろの恐きよう怖ふが吸すいこまれていく。相手から受ける反撃のダメージを考えない、思い切りのいい攻こう撃げき。

　しかし、それはやはり大きな傷きずを与あたえることはない。

「な、何で⁉」

「イリーナ！　竜牙兵には刃の効ききが鈍にぶい、別の得え物ものに変えろ、お前らしく棍こん棒ぼうがベストチョイスだ！」

　後方からヒースの指し示じが飛ぶ。

「そういうことは、早く言ってください！　っていうか、棍棒がぴったりってどういう意味ですかぁあ、ひゃわあっ！」

　巨きよ大だいな刃の攻撃をかいくぐった竜牙兵の剣が複ふく数すう繰くり出され、イリーナはそれを避さけようと一歩下がりかけ……後ろに控ひかえていたガルガドとぶつかりそうになる。

「ご、ごめんなさいガルガドさん！」

「かまわん、イリーナ。目の前の敵に集中せよ！」

　完全には攻撃を避よけ切れなかった。鎧よろいの継つぎ目からイリーナの腕うでに浅く傷が入り、痛いたみが走ったが、まだ十分に余よ力りよくはある。

　その傷を治そうと呪じゆ文もんを唱える背はい後ごの気配を察し、イリーナは鋭く声を張り上げた。

「ガルガドさん、まだ大だい丈じよう夫ぶ！　全然平気です。長なが丁ちよう場ばになりそうですから、もうしばらく精せい神しん力りよくを残しておいてください」

「しかし……」

「そう簡かん単たんに長丁場にするな、イリーナ。もたつけばもたつくほど、目的地は遠ざかっていくぞ！」

　マイリーの神官戦士のさらに背後で、手すりから最深部を覗のぞき込んでいたヒースが、幾いく分ぶん慌あわてたような声をあげた。

「どんどんと、魔法装置が地に潜もぐってるんだよ！　ゆっくりとしたスピードだが……」

「……くっ」

　イリーナは、自分の愛剣に視し線せんを走らせ、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめた。常つねに背に負っていた大剣グレートソードに、イリーナは一ひと方かたならぬ愛着を持っている。

「ごめんね、後で迎むかえに来るから」

　まるで、友人に語りかけるように大剣グレートソードへと呟つぶやき、それを通路へと捨てた。ガイン、と硬かたい金きん属ぞく音おんが反はん響きようする。それを一いつ瞬しゆんだけ目で追い、イリーナは一挙動で背負っていた棍棒を抜き放った。

「ヒース兄さん！　お願いします」

　置き去られた大剣グレートソードの抗こう議ぎのような響ひびきは、イリーナの要よう請せいの声に搔かき消えた。

「まかせろ」

　すかさず、ヒースが新たな得物となった長大な棍棒へと〝火炎賦与フアイア・ウエポン〟を唱える。

　オレンジ色に揺らめく炎ほのおの力を得た強力な打撃武ぶ器き、それを確かく認にんし、再びイリーナはそれを力いっぱい振り下ろした。

「うおおおおッ‼」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、竜牙兵ドラゴントウース・ウオリアーへと叩たたきつけられる。砕くだけるような音とともに、竜牙兵の頭部がひしゃげる。

　斬きるのではなく、叩きつける武器である棍棒のしっかりとした手ごたえに満足して、イリーナは浅く頷うなずく。

「邪じや魔まを、しないでください！　時間が無いんです！」

　竜牙兵は、ドラゴンの牙きばを材料に作られたゴーレムだ。製せい作さく者しやの命令に絶ぜつ対たい服ふく従じゆうであり、意い志しなどは持ち合わせていない。それがわかっていても、イリーナは焦あせりからか降こう伏ふくを口にせずにいられなかった。
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　鎧が剣に削けずられる嫌いやな音が耳を聾ろうする。竜牙兵の反撃を、今度は上う手まく受け流すことに成功し、イリーナの鎧は浅く傷付けられるだけに終わった。

　生来、並なみ外はずれた膂りよ力りよくを持つイリーナは、普ふ通つうの戦士よりも、重く、硬かたい鎧や武器を身につけることができる。

　そのため、破は壊かい力りよくと、防ぼう御ぎよ力は、技ぎ量りようの同じ戦士の比ひではない。二ランクほど上の技量の戦士とも、十分に肩かたを並ならべることが出来るのだ。

　あくまでも、破壊力は。

「ああっ！　もう！」

　むしろ、平へい均きんの戦士たちよりも、イリーナはやや不器用なところがある。ともすれば攻撃が泳ぎ、竜牙兵に棍棒を避よけられて、悔くやしげな声を漏もらしていた。

「今度は、外しません！」

　慎しん重ちように狙ねらいを定めて再び棍棒を振り下ろせば、粉ふん砕さい音とともに、後方に控ひかえているヒースのところにまで、竜牙兵の骨こつ片ぺんが飛んでいった。

「うむ、素す晴ばらしいぞ、イリーナ！　その女とは思えん、堂々とした野や蛮ばんな戦い振り、エルルンに見せてやりたかったぞ！」

「まったくだの。なぜお前さんに、マイリーの勇者の啓けい示じが与あたえられなかったのかと惜おしくてかなわん」

　ヒースもガルガドも、鎧よろいについた破は片へんを手で払い落としながら、心の底から賛さん辞じを贈ってくれているようだったが、イリーナの心の琴きん線せんにはまったく触ふれていない。

「そんな、のんきなことを言ってる場合ですか！」

　ぶぅん、と風を切り、竜牙兵の脳のう天てんに乙女おとめが振り回すに適てきしているとはとても思えない極ごく太ぶとの得物を、命中させる。まるで、苛いら立だつ心中に対するヤツ当たりのように。

「どいてください！　どきなさい！　どいてったら、いい加か減げんにしないと、ファリス様の天てん誅ちゆうが下りますからね！」

　鈍にぶい音がして吹ふっ飛び、その竜牙兵は、壁かべにぶつかりばらばらになった。「ナイス、セルフ天誅」とヒースが背はい後ごで親指を立てている。その脳天にも、一いつ瞬しゆん何かをぶつけたいと思ったが、それがわずかな隙すきとなった。

「あ！　あぶな……」

　一瞬の不意を突つかれ、自分の脇わきをすり抜けるようにして、竜牙兵はガルガドへと切りかかっていく。心配の必要はなく、ガルガドは攻撃を愛用の戦槌メイスで受け止めた。しかし、反撃の機会は得られない。反撃よりも、防ふせぐことに専せん念ねんしているようだ。

　イリーナはその様子に安あん堵どしつつ「ごめん逃にがしちゃった」と視し線せんで謝しや罪ざいし、その竜牙兵へと体当たりする。攻撃目標を変えさせるためだ。

「気にするな、イリーナ。しかし確かに、ゆっくりとしてられんの。この螺ら旋せんの最さい下か層そうまでは、相当の距きよ離りがある」

「わかってます！　わかってますけど……骨が邪魔で！」

　まだ、半分ほども降りていない。

　言葉に出しても詮せん無ないことなので、その言葉をぐっと喉のどの奥おくへと押おしこめる。イリーナはその代わりに、獣けもののごとき咆ほう哮こうを、凄すさまじい棍こん棒ぼうの攻撃とともに、行く手を遮さえぎる竜牙兵へと叩きつけた。

　イリーナは、ガルガドが最下層までの距離を思い、背後で苦々しげな表情を作っている様子が手にとるようにわかった。本来はイリーナと並んでガンガンと竜牙兵を攻撃していくべきなのだろうが、螺旋階段の狭せまさに、それも敵かなわない。

〝身体能力賦与フイジカル・エンチヤント〟と〝魔法の楯プロテクシヨン〟の効こう果かに護まもられたイリーナが、ひたすら力で竜牙兵を蹴け散ちらしていくのが、もっとも効こう率りつがよいと思われた。

　下手に手を出そうものなら、自分よりも格かく段だんに軽い鎧を着ているガルガドが攻撃を喰くらい、手て酷ひどい傷きずを被こうむることも十分にありえる。

　ふと、足元の揺ゆれが大きくなり、一瞬イリーナがよろける。竜牙兵の攻撃が命中するが、それは彼女自じ慢まんの板金鎧プレート・アーマーの表面で弾はじかれ、傷つくことはない。

　そのことを、心の片かた隅すみで誇ほこらしく思う。

「あああっ！　こんなに、ちまちまと下おりてる場合じゃないのに！」

　イリーナは苛いら立だった声を上げた。さして大きな傷が入らないと見切り、防ぼう御ぎよを捨すてて全力で竜牙兵ドラゴントウース・ウオリアーを殴なぐりつけ始めた。

「どいてよ、お願いだから！」

「〝戦神・マイリーよ！　どうか彼かの者に癒いやしを！〟」

　その様子に、すかさずガルガドが〝治癒キユア・ウーンズ〟の呪じゆ文もんを唱え、積み重なり始めた傷を癒す。戦いの興こう奮ふんに紛まぎれていた痛いたみを、その癒しによって思い出し、イリーナの表ひよう情じように苦く笑しようが浮うかんだ。

　鈍にぶい音が遺い跡せきに木こ霊だまする。

　ふと、足元から白い光が強くなった。

　ヒースが訝いぶかしげに、手すり越ごしにそれを覗のぞきこむ。

「……うわ」

　思わず、声が漏もれた。

　最下層の魔ま法ほう装そう置ちは、すでに下か降こうを止めていた。

　その魔法装置そのものが巨大なのか、それとも、その深さまで潜もぐれば十分に効力を発揮できるからなのか。

　その起動を示すよう王城の尖塔から地を見下ろしたくらいの位置で白く光っていた最下層が、さらに輝かがやきを強めたのである。

　それと同時に、耳を聾ろうせんばかりの炸さく裂れつ音が周囲に響き渡わたる。それと同時に山やま肌はだが割われ始めたことを、彼らは知らない。しかし、ただ事でないことだけは、理り解かいできた。

「や、山が壊こわれ始めたんでしょうか⁉」

　イリーナの声はすでに裏うら返がえっている。それに応こたえるヒースの声も冷静とは言えない。

「まずいぞ、イリーナ！」

「でもでもでも、そんな、こと言っても……！」

　応える声にも、焦あせりが滲にじむ。イリーナの渾こん身しんの殴おう打だによって、下半身を砕くだかれた竜牙兵が、ばたばたと倒たおれてもがく。ガルガドが、それを踏ふみ砕くだき、叫さけんだ。

「跳とべ、イリーナ！　ここは、わしが引き受ける！　安心せい、すぐに、後を追うからの」

「……はい！」

　すばやく、イリーナとガルガドが位置を違ちがえる。ガルガドは、辛かろうじて竜牙兵の剣けんを受け止めた。

　ガルガドは戦神・マイリーの神官戦士である。しかし、神官としての徳はともかく、戦士としての技ぎ量りようはイリーナに敵かなわない。

「ヒース兄さん！」

「おう！」

　手すりを乗り越えようとするイリーナのアイコンタクトを受けて、ヒースは杖つえをかざし呪文を唱える。

「〝万ばん物ぶつの根こん源げん、万能なるマナの働きによりて、汝なんじの身体からだは汝の意のままに落つ！〟」

　落下速度を意志のままに調節できる〝落下制御フオーリング・コントロール〟の呪文に包まれ、手すりを乗り越えたイリーナの姿は、虚こ空くうへと舞まい降おりる。

　その間にも、魔法装置の輝かがやきは、刻こく一いつ刻こくと強まっていく。

　もはや、一刻の猶ゆう予よもないことが、手にとるようにわかった。

　この魔法装置が完全に起動すれば、他の魔法装置が連動して目覚めていく。

「うおおおおおおおっ！」

　イリーナの咆ほう哮こうが反響する。

「……って、おい、まさか……！」

　一瞬、ヒースは自分が呪文を失敗したのではないかと思った。イリーナの身体は一瞬だけ、落下の速度を緩ゆるめたが、すぐにその速度を取り戻したからである。

　イリーナはすでに盾たてを捨すて、頭上に棍棒を振りかざしていた。

　その盾の落下速度よりも、速く。

　白い鎧に包まれた身体は、魔法装置めがけて落下していく。

「イリーナ！　馬ば鹿か、やめろ！」

　手すりから身を乗り出したヒースが怒ど鳴なり声を上げたが、効こう果かはない。

「あンの……考えなしがぁ！」

　苛立ち混まじりの叫びは、竜牙兵との剣けん戟げきの響ひびきを搔かき消さんばかりだった。

「おやっさん！」

　竜牙兵を食い止めるガルガドが、その声こわ音ねに尋じん常じようでないものを感じとり、振り返る。そして、ガルガドも見た。一直線に落ちていくイリーナの姿すがたを。

「イリーナ！　この……」

　ドワーフからは罵ののしりの言葉は出なかった。

　何も考えていないだろう、ただ勝手に身体が動いたと主しゆ張ちようするに違いない少女の、咄とつ嗟さの判はん断だんと、それを行う勇気を讃たたえ、その無事を戦神マイリーに祈いのるしかできない。

「おおおおおおおおお‼」
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　限げん界かいまで、落下速度を増ましたイリーナの身体は、自身の鎧の重量をも武ぶ器きとして、魔法装置めがけて落下……いや、突き進んでいった。

　もう、ガルガドにもヒースにも止めることはできない。

「この、ボケナス、筋きん肉にく馬ば鹿か、脳のうみそ熊くま以下！　お前、死んだら墓ぼ碑ひ銘めいになんと刻きざまれるか覚かく悟ごしとけよ！」

　ヒースの罵ば声せいを耳に、ガルガドは唇くちびるを嚙かみ締しめる。祈りの詞ことばは心から消し飛んでいた。ただ、真っ白な意い識しきで戦神マイリーの御み名なを繰くり返す。竜牙兵の攻撃をどう受けたのか、それすらもわからない。

「ファリス様！　どうかご加か護ごを‼」

　ファリスの神官戦士が高らかに吼ほえた。

　狙ねらい澄すましたイリーナの、棍こん棒ぼうと、鎧よろいの一撃が、真白に輝く魔ま法ほう装そう置ちへと吞のみこまれていく。




　地鳴りでない破は壊かい音が響き渡り、周囲に闇やみが訪おとずれた。







　泥どろまみれになって登った斜しや面めんの一角では、子こ供どもたちを抱だきしめ女たちが不安に身を寄よせ合っている。

　山鳴りは収おさまることなく。茶色の山やま肌はだが大きな亀き裂れつを生み出していく。魔法装置に切り裂さかれる山脈の悲鳴は、大気を大きく揺るがせていた。

　しっかりと根を張はったはずの木々が持ち上げられ、傾かたむいていく。集落を押し流した濁だく流りゆうは、斜面を削けずり取りながらじわじわと水位をあげてきていた。

　マウナは時折空を見上げる。真っ青な空に、混こん乱らんを広げる鳥の群むれが舞っていた。ぎちぎちと鳴き交かわす声がかすかに耳に届とどく。その空を、何度か竜りゆうの翼つばさを生やした逞たくましい男女が横切っていく。

「翼、あまり長く、保もたない。安全な場所、探さがすは大変」

　ユークの不安げな呟つぶやきが耳に届いた。竜司祭ドラゴン・プリーストたちは、小さな子供を腕うでに抱かかえ、今よりも安全な場所を求めて空を翔かけている。揺ゆれはひっきりなしに足元から突き上げてきた。自分が太たい鼓この上にいるようだと、何の脈みやく絡らくもなくマウナは思う。

「大だい丈じよう夫ぶよ。安全な場所なんて探さなくたって、連中が何とかしてくれてるったら」

　泥まみれのハーフエルフは両足を抱えて座すわりこむユークの細い肩かたへと、慰なぐさめるようにそっと手を置く。

「ねえ、エルルン。夜中に誰だれかと連れん絡らくとってたでしょ？　助けとか呼べない？」

　白い革鎧をすっかりと茶色と灰はい色いろに汚よごしたノリスが、胡座あぐらをかきつつエルンストを見上げた。汚れと疲つかれにぐったりとはしていても、その悪戯いたずらな光を宿す黒い瞳ひとみは、全く輝きを失っていない。

　唐とう突とつに水を向けられ、エルンストは抱いていた子供を取り落としそうになった。

「やっぱり、気付いていたのか」

「うん」

　少年盗賊はけろりとしたものである。その黒い瞳に失望の色が浮うかぶのを覚かく悟ごしつつ、エルンストは溜ため息いき混じりに答えた。隣となりでそのやりとりを聞いていたハーフエルフが、目を剝むいている。

「……連絡の取れるはずの魔法装置を、濁流に流してしまってね」

「あーそっか。残念。荷物、落としちゃったもんね。ボクのもほとんど残ってないや」

　しょうがないかとノリスは明るく笑う。

「そんなに明るく言うことじゃないでしょうがー！」

「エキサイトすると、どっかの血管切れるよマウナ」

「地じ震しんに命数尽つきかけさせてる人間に、血管の一本や二本が抑よく止し理由になると思う⁉　街と連絡とれれば、救助を期待できるじゃない！」

　エルンストにではなく、摑つかみやすかったのかノリスの首根っこをつかまえて力一いつ杯ぱい揺すぶるマウナに、慌あわててユークが宥なだめに入る。

「マウナおちつく。ノリス、紫むらさきになってる」

「そうだよぉ、皺しわが増ふえるよぉ、ただでさえ、生活やつれが激はげしい……ぐげげ」

　苦しさにひび割われたような声で、ノリスが抵てい抗こうを試みている。が。その言葉が、さらに火に油を注いだことは言うまでも無い。

「……あの、多分助けを派は遣けんされても距きよ離り的に間に合わないし、それに、こんなところで仲間の殺人に走るのはどうかと思うんだが」

　少々及および腰ごしになりながらも、冒ぼう険けん者しや内暴ぼう力りよくを止めようとするエルンストの声は、梢こずえを揺らす鳥たちの羽音に紛れる。

　羽音……？

　視し線せんが宙ちゆうを彷徨さまよった。

　揺れ続ける山並み、その揺れが明らかに小さくなり始めている。

　断だん層そうを見せて、地じ滑すべりを起こした山肌も、今、その動きを止めようとしていた。

　竜司祭の集落の者たちもそれに気付いたか。一人、二人と立ち上がり、低く鳴動を続けていた白い稜りよう線せんを見つめる。

　野生動物の勘かんは鋭するどい。危き険けんが去ったと知れば、自分たちのテリトリーに戻もどってくる。

　群むれをなし、空を舞っていた鳥たちが、ちらほらと傾かたむいた梢に降おり始めていた。

「やった、のか？」

　エルンストも、静まり始める山並みを見つめて確かく認にんするように呟つぶやいた。

　同意を求めるよう見回せば、ユークの黒い瞳と、最初にぶつかった。同じことを感じたのだろう、互たがいの表情が輝かがやく。

「収まったんだ！」

「え、うそ……」

　ノリスの首を離はなし、マウナも周囲の様子に耳をそばだてる。

　静かな喜びと安あん堵どは、不安に固まっていた人々の間に波は紋もんのように広がっていく。

「やった！　イリーナたちが上う手まくやってくれたんだ！」

　じわじわと広がっていた喜びは、ハーフエルフの言葉で爆ばく発はつした。

「やったー！」

「もう大だい丈じよう夫ぶか？　地震終わるか！」

　手に手を取り、立ち上がり、誰だれ彼かれ構かまわず抱きつき、肩かたを叩たたきあい、その場は一つになる。エルンストもマウナも、もみくちゃにされた。

　よかった。ただ、皆みなが無事でよかったと。エルンストの目め尻じりに涙なみだが浮うかぶ。胸むねに抱かれていた幼おさな子ごが、心配そうに頰ほほに触ふれてくる。

「大丈夫、痛いたいわけじゃない……本当に、よかったと……」

　この小さなぬくもりが失われずにすんでよかった。生の喜びを叫さけぶ、皆が無事でよかったと。エルンストは、ひっそりと涙を流した。

　誰も、咎とがめるものはいない。

「……うそだよー……まだ、ぐるんぐるん、地面が回ってるじゃん～～」

　喜びの渦うずに巻まき込まれて、あちこちをぶつける仲間の傍かたわらで、ようやく解かい放ほうされた盗賊シーフが目を回しながらぼやく。







「……まったく、無茶をしよる」

　闇やみの中に、ドワーフの呆あきれたような、安あん堵ど混まじりの声が零こぼれた。

　落下の衝しよう撃げきは、一撃で無む傷きずだったはずのイリーナを昏こん倒とうさせるほどのものだった。いやイリーナの、並なみ外はずれて強きよう靱じんな肉体と、頑がん丈じような鎧よろいに護まもられていたからこそ、一命を取り留とめたのだろう。

　普ふ通つうならば、命はあるまい。

「まさしく、ファリスのご加か護ごだな」

　ランタンの光を灯ともす間も惜おしかったのか、珍めずらしく杖つえの先に〝光ライト〟を灯したヒースが、ぺちゃり、と気を失ったままのイリーナの額ひたいを叩いた。

「マイリーもその蛮ばん勇ゆうに祝福をくだったのだろう」

　放ほうっておけば息いき絶たえたかもしれないほどの傷を、続いて飛び降りたヒースが手当てをし、ガルガドが神しん聖せい魔ま法ほうで癒いやす。

　螺ら旋せん階かい段だんの階かい層そうごとに、装置の護り役として、数体の竜牙兵ドラゴントウース・ウオリアーが配置されていたのだろう。鈍にぶい動きで、螺旋を降りてくる二体の骸がい骨こつたちに気付き、ガルガドは戦槌メイスを担かついで立ち上がった。

「……うー……」

〝治癒キユア・ウーンズ〟の魔法が効きいたのだろう、苦しげな声を上げて、イリーナが意い識しきを取り戻す。まだ、痛みの衝撃は完全には去っていないようだ。

「気分はどうだ、イリーナ」

　幾いく分ぶん気き遣づかわしげに、ヒースが問い掛ける。それから、自分の言葉に少し照れたように「無茶しすぎだ、阿あ呆ほう」と付け加えた。

　ぱちぱちと瞬まばたきをして、イリーナは自分の状じよう態たいを確たしかめる。

　まるで、死体のように祈りの形に組み合わせられた指が、縁えん起ぎでもない。

「……身体からだ中、痛いです」

　ふにゃー、とイリーナが珍しく泣き声のような弱音を漏もらす。

「それですんでよかったな。まったく、お前の丈夫さには呆れるぞ」

　もう一度ぺちゃっと額を叩くと、ヒースも安心したように立ち上がり、笑う。〝光ライト〟の灯った杖をかざし、懐ふところに吞のんでいた魔ま晶しよう石せきを使い、ガルガドへと〝魔法の楯プロテクシヨン〟の呪文を掛ける。すでに、ヒースの精神力も覚おぼ束つかない状態である。簡かん単たんな呪文一つで、ばったりと昏倒していても可お笑かしくなかった。

「ま、今日は奮ふん発ぱつするさ。お前はしばらく休んでおけ、またあとでこき使うからな」

　揺れる〝光〟が、周囲を淡あわく照らし出す。

　水晶のような六角柱の結晶が核として埋うめこまれ、白く輝いていたはずの魔法装置は、今は暗く沈ちん黙もくし、粉々になって破は片へんを周囲にばら撒まいていた。古代文字をびっしりとかきこまれた台だい座ざもイリーナの特攻によって半分ほどが瓦が礫れきに変わっていた。形が残っている部分も、今は何の反はん応のうも示しめさない。

　見上げれば、長い長い、螺旋が続く。

「この階段を上のぼって、頂上に帰るのは……」

　ヒースとイリーナが、意図せず同じ呟きを唇に乗せる。

「骨が折れそうだな」

「いい訓練になりそうです」

　後半がまったく違う。

　地鳴りの止やんだ遺い跡せき内、竜牙兵を迎むかえ撃うちながらそれを聞いたガルガドが、思わず笑っている。







　終章







　クルーエル伯はく爵しやく領りよう内ないの別べつ荘そう。

　来客を告げられたゼノン・クルーエルは、内心の狼ろう狽ばいを押おし隠かくしてそれを迎えた。

　旅立ちの挨あい拶さつに来た時には厩きゆう舎しやの傍そばで待たせていた冒ぼう険けん者しやたちを、今度は応おう接せつ間ままで伴ともなってきている。

　武ぶ器きは携けい帯たいしていないようだったが、一人は魔術師ソーサラー、そしてもう一人は戦神・マイリーの聖せい印いんをつけたドワーフだった。

　エルンスト・パルミュールは、深く一礼した。

「や、やあ、パルミュール子爵……首しゆ尾びはどうだったかね？　その様子では、ずいぶんとてこずったようだが……」

「ええ、本当に」

　言葉すくなに、エルンストは頷うなずいた。

　クルーエルの表ひよう情じようは焦あせりを映うつしている。素人しろうと目めにも、それが見てとれた。

「……ご存ぞん知じだったようですな、伯爵。あの遺跡の正体について。地図の鑑かん定ていをさせたのは、貴方あなただ。古こ文もん書じよか何かで、しかるべき調ちよう査さをすでにすませていたのでしょう」

「い、一体何を言ってるんだね？　パルミュール子爵……いやしかし、無事なようで本当によかったよ」

　上ずった声が、空々しい言葉を綴つづる。エルンストは、ゆっくりと首を横に振ふる。目の前の貴き族ぞくの表面だけの言葉を固辞するように。

「現げん地ちへと傭よう兵へいを派は遣けんして下調べをさせましたね……しかし、彼らに魔ま法ほう装そう置ちを起動させることはできなかった。自分の手を汚すことになるから」

　ほの暗い部屋で、エルンストは悲しげにも聞こえる口調で、呟つぶやいた。この別荘の主は、一いつ瞬しゆん息を詰つまらせたようだった。豪ごう奢しやなソファの上で、身体からだはいつでも逃にげられるよう、じわじわと位置を移い動どうし始めている。

「……貴方は、無む能のうな私を、捨すて駒ごまに使うつもりだった。旧きゆうファン貴族の身しん代だいも護まもれず、宮きゆう廷ていでも新しい世代に馴な染じむことのできない私を。だから、私自身に行動の痕こん跡せきを残させるよう、冒険者を雇やとわせたのでしょう」

「一体、何を……」

　笑い飛ばそうとした男の、声が震ふるえる。慌あわてて水晶の呼よび鈴りんを鳴らし、自分の使用人たちを呼ぼうとする。伴ともなった冒険者は、意い趣しゆ返がえしのためだと思ったのだろう。

　エルンストは、その動きを止めない。

「恨うらみ言を言うつもりはありませんので、ご安心を。ただ、今回のことは、細さい大だい漏もらさず報ほう告こくするだけです」

　腰を下ろしていたソファから立ち上がり、ゆっくりと頭を下げる。

「山脈を、根こそぎ平地へと変える魔法装置とは、驚おどろきました。確たしかに、莫ばく大だいな遺い産さんですな。あの山脈に住む人々のことさえ考えなければ」

「ヤ、ヤスガルンは、広い！　広すぎるのだ！　あの一部を切り取り、平地へと変えれば、一層沃よく野やが広がる。国土が広がり、管理がしやすく……徴ちよう税ぜいもスムーズになる……！　そうすれば！」

「……それを計画した、旧ファン貴族の一部は、その土地についての発言権けんをもち、安あん泰たいというわけですか。一早く救援隊を組織して、周囲の救助活動で信頼を得る。素晴らしい」

　クルーエルが言葉に詰まる。

　当たらずといえども遠からずな計画が練られていたことは、ほぼ間違いない。

「あの山に、どれだけの人々が暮らしているか、ご存知ですかな、クルーエル伯。……いえ、私も、つい先日までは、数字でしか知らなかったのですが」

　少し照れたように、顔を上げたエルンストが笑みを浮かべる。

「そのことが、今は恥はずかしい」

「パルミュール子爵！　君とて、今回の事を報告すれば降こう格かくは間違いないんだぞ、もう、君には後がない、宮廷を追われることにも……」

　応おう接せつ室の扉とびらが開き、使用人たちが主の様子を見に入ってくる。酒しゆ肴こうの準じゆん備びに呼ばれたと思ったのだろうか、執しつ事じは小さなワゴンを押してきている。

　ワゴンの上に伏ふせられた珍しいガラスの杯さかずきを目にして、エルンストは苦く笑った。その奏かなでられる響ひびきを思い出したかのように。

「……どこにいても、どこで生きても、生き方は変えられる。変えようと、思えた今ならば」

　エルンストは、クルーエルの知らない表情を浮かべる。

　吹ふっ切れたような、静かな笑みだった。

　執事と入れ替かわるように、エルンストは二人の冒険者を伴って、一礼し、その場を辞した。

　部屋の外には、一度だけ姿すがたを垣かい間ま見みた若わかい赤毛の傭兵が控ひかえている。腕を組んで壁かべにもたれ、出番があるまでそこから動くつもりはないようだった。

　まだ幼おさなげに見えるその頰ほほには、深い傷きずが刻きざまれている。自然治ち癒ゆに任まかせていたようだが、傍そばで確認すればずいぶんと深い。痕あとが残るかもしれない、と通りすがりに戦神マイリーの神官戦士はちらりと思った。

「……なに？」

　視線に気づいた若い傭兵は、ドワーフへと訝いぶかしげな表情を向ける。すぐ手が届く場所に手入れのいい槍やりが立てかけられていた。

「ここの主人に雇われて、お前さんの最初の仕事がなんだったか伺うかがってもいいかの？」

「山登り」

　若い傭兵はひょいと肩を竦すくめてそっけなく答えた。ドワーフの連れである雇い主と魔術師ソーサラーはすでに振り向くことなく廊ろう下かを歩き出している。

「どっかの洞どう窟くつまでの道みち筋すじにある危き険けんを排はい除じよしてくれって。地形が変わってて本当に手こずったよ。ヤバそうな魔ま獣じゆうもいたけど、逃にげたから追わなかった。敗走した敵てきを追うのは、別料金だから」

「いい腕だの。冒険者としてもやっていけるぞ」

「冗じよう談だん」

　ほとんど治りかけた頰の傷痕を、赤い髪の傭兵は不ふ快かいそうに指でなでる。

　低い笑い声を漏らしながら、ドワーフの神官戦士は傭兵へと後ろ手に手を振り、短い足で仲間を追い始めた。

　館やかたを一歩出れば、空が青く広がっている。白い陽光が直接目を射いて、全員が瞬まばたきを繰くり返した。

　万年雪を抱いていたはずの山脈の一角が、茶色い地肌を覗のぞかせている様子が、ここからでも小さく望むことができる。

　エルンストは、それをしばらく見つめて歩き出す。

　門の前で待っていた、三人の冒険者たちが大きく手を振ってきた。







「じゃあ、ユークちゃんの集落には、国から何の補ほ償しようもないわけ？」

　数日後の《青い小こ鳩ばと亭てい》で、エールを運んでいたマウナが、憤ふん慨がいした声を上げた。すっかり、給きゆう仕じの仕事に戻り、今日も忙いそがしそうにくるくると店内で働いている。ガルガドは運ばれてきたエールのジョッキに手を掛け、半分ほどを一息に飲み干ほした。酒しゆ精せい混まじりの吐と息いきが広がる。

「そういうことになるの」

　頷きながら、髭ひげについた白い沫あわを拭ぬぐった。

　夕ゆう暮ぐれ時の酒場は、この街にようやく辿たどり着いた新顔の冒険者や、馴な染じみになり始めた冒険者たちで混こん雑ざつを極きわめている。温かな食事の立てる湯気で、店内が霞かすみがかかって見えるほどだ。マウナも、隣のテーブルへと山盛りにしたパンの籠かごを置いて、慌ててガルガドの席へと戻ってくる。

「なんで！　……の、集落だから？　ずるいじゃない、もともとは偉えらいお貴き族ぞくさまの計画だったっていうのに」

　肝かん心じんな部分の発音は周囲を憚はばかったか、もごもごとはっきりしない。

「……そういうことではない。あの集落の場所は、オーファンの国外に位置しておるのだ。それに、国の援えん助じよというのは、オーファンに対して義ぎ務むを果たしているからこそ、得られるという側面もあっての」

　早い話が、税ぜいを納おさめておらんということじゃ。とガルガドは小さく呟つぶやいた。

「……それに、おそらくあの集落も、そんなことは望んでおらんだろう」

「それはそうかも、しんないけどぉ。結局、あの集落の禁忌の護まもり手も、あたしたちが倒しちゃったのに……」

　釈しやく然ぜんとしないらしく、マウナはガルガドの向かい側の席に腰を下ろし、珍しく自分で勤きん務む中にエールを頼たのんだ。

　キマイラを倒したことを告げた時の、長老は苦笑を浮かべただけで、彼らも貴族たちも責めなかった。

『アレで用を成せないとなれば、次は一体何者を守護にあてるべきか』

　そう言って、真剣な様子で考えこんでいたものである。

「エルンストさんは、自分から宮廷を辞して、信しん頼らいのできる人をそのポストに据すえたんだっけ？」

「らしいの。フラ……？　むぅ、名前までは覚えておらんが。本人は、国こつ境きよう沿ぞいの村に対する視し察さつの役目に、自ら志し願がんしたらしい」

　ガルガドはぽりぽりと自分の頰ほほを指で搔かく。

『数字でなく、顔を知らない誰だれかと、直接触ふれ合ってみたいと思ったのでね。妻つまと子こ供どもも、応援してくれたよ』

　ファンを出る挨あい拶さつをしに来た元・パルミュール子し爵しやくの笑えみを思い出す。

『旅の途と中ちゆう、自分たちで捕つかまえた熊くまを、鍋なべにして食べた、なんて話したら、息子むすこのサニーが興きよう味みをもってしまって困こまっているんだ』

　自分の地位を投げ出した後こう悔かいは、そう家族を語る表情の中に微み塵じんも残っていなかった。最後に互たがいに手を打ち合わせ、エルンストは翳かげりのない表情で振り返らずに酒場を辞していった。

「……まあ、心配はあるまいよ」

「別に、心配は……ちょっとしか、してないけどさあ」

　盆ぼんを膝ひざに置いたまま、マウナは自分の頼んだジョッキを、くーっと干ほしていく。

　がっしゃがっしゃがっしゃと、遠くからいつもの音が響ひびいてくる。今日も元気であることを、王都中に報しらせるような、板金鎧プレート・アーマーの音だ。音の正体を知らない新顔の客は、その姿に目を剝むいている。

「こんばんはー！」

　店を揺ゆるがすような扉とびらの開かい閉へい音おんとともに、ファリスの神官戦士が飛びこんできた。途中で会ったのか、ヒースと、ノリスも一いつ緒しよだ。

　ガルガドが無言で彼らに手をあげた。

「見ろ！　俺おれ様さまの相あい棒ぼう、鴉からすのフレディだ！　ようやく儀ぎ式しきを終わらせて、使い魔を手にしたぞ！」

　誇ほこらしげに、ヒースが肩かたに止まらせたカラスを一声鳴かせる。一瞬、酒場中の視線が彼と鴉へと注がれた。

「また、騒そう々ぞうしくなるの」

　その様子にガルガドは苦笑いを浮かべた。

「マウナ、ボクいつもの……と」

　早々に定位置であるガルガドの隣へと座ざを占しめ、食事の注文をしようとして、ノリスは一瞬言いよどんだ。

「……と思ったけど、ちょっと今、懐ふところが淋さみしいんだよね。予算半分にして、適てき当とうになにか見み繕つくろってくれる？」

「はいはい……」

　しょうがなさそうに、マウナが席を立つ。自分も、一応仕事に戻もどろうと思ったらしい。

「今回も、報ほう酬しゆうがなかったからなあ。何で、こんなに忙しく毎日を過すごしてるのに、俺たちは貧びん乏ぼうなんだ」

　ノリスの隣の椅子を引き出して、身を投げ出すように座りこんだヒースが、ばったりとテーブルに倒たおれ伏ふす。

「……報酬がないんだもん、しょうがないじゃない」

　ふふふ……とマウナが宙ちゆうを見て虚うつろに笑いながら、ジョッキを抱かかえて通り過ぎた。全員がもれなく、不気味だという感想を持ったが口には出さない。呪のろわれそうだったからだ。

「月げつ賦ぷで、払はらうってエルンストさん約束してくれましたよ？」

　超ちよう重量で、明らかに椅い子すへと負ふ担たんを掛けつつ、イリーナがマウナのキープしている席の隣へと腰を下ろした。

「今、欲ほしいのは、来月の収しゆう入にゆうのあてじゃなくて、明日の生活費だよ」

　それでも十分に人並み以上の水すい準じゆんの食事をとっているノリスが口を挟はさむ。

「まともな報酬が欲ほしいよなあ……」

　ガルガドのつまみを勝手に口に運んでいたヒースの手の甲こうに、ドン、とエールのジョッキが置かれる。

「……集落に、死人も怪け我が人も出ませんでしたよ？」

　イリーナが首を傾かしげる。手の甲の痛みに涙目になりながら、ヒースが真ま面じ目めに問い返す。

「それって、報酬か？」

「……ありがとうって、エルンストさん笑ってくれましたよ？」

　イリーナが、今度は反対に首を傾げた。

「それはそうだけど……それっきりじゃ、何だか腹はらが立つ。これからも何回か、顔を見るたびに情なさけない笑顔つきで繰くり返してもらわないと、ちょっと採さい算さんが合わない」

　マウナが、注文の品をテーブルに並べながらぼやいた。

「世界一安い報酬だな」

「あたし、この店でその報酬、投げ売りしてるけどね」

　にやつくヒースが、ノリスの食事をつまみにしながらジョッキを半分ほど一息に干した。

「大丈夫、また会えるよ」

「そうそう、いつか元気で報酬を届けにきてくれますよ」

　ねー。とイリーナとノリスが、楽しそうに、声を合わせて同じ方向へと傾いた。

「……それが現げん金きんであることを祈いのるわ」

「ええい！」

　苦く笑しようしつつ、陰いん気きな方向へと思考が傾くマウナの気持ちの切り替かえを図はかるよう、ガルガドがテーブルを軽く叩たたいた。バン、と大きな音とともに、全員の注意がひきつけられる。

「今日のところはわしが奢おごってやる！　収入はなかったが、全員頑がん張ばったからの。とりあえず、明日への英えい気きを養やしなうがいい」

「さすが、おやっさん！」

　その一言で、テーブルがわっと沸わきたち、雰ふん囲い気きを変える。

　早さつ速そく、一番高い酒と料理を頼たのもうとするあつかましい魔術師の襟えり首くびを摘つまんで、ドワーフが店から放ほうり出そうとする一ひと幕まくもあったものの。

　冒ぼう険けん者しやの店《青い小鳩亭》の夜は更ふけていく。




　へっぽこと呼ばれ、また、同時に英えい雄ゆうと讃たたえられるようになる彼らの名が轟とどろくまで、もう少しだけ、時間が必要なようだった。





終わり









　あとがき





秋あき田た　みやび　　






「こんにちは」のかたも「初めまして」のかたも、いらっしゃると思われます。

　秋田みやびと申します。

　この度ははじめての長編小説を手にとっていただき、本当にありがとうございます。

　はじめて……ではありますが、この小説に出てくる、イリーナを筆ひつ頭とうにしたへっぽこ冒ぼう険けん者しやこと「ヘッポコーズ」たちとの付つき合いは、すでにかなり長いものです。ドラゴンブックからの「ソード・ワールドＲＰＧ」というゲームを遊んだ記録である『新ソード・ワールドリプレイ集』として、現在８巻かんまで発行されておりますので、よろしければ、ご覧らんくださいませ。不ふ肖しよう秋田がゲームマスターを務めております。

　もちろん、この話だけでも読めるようにしてありますので、何もご存ぞん知じないという一いち見げんさま大だい歓かん迎げいです。

　ちなみにこの話は、丁ちよう度どリプレイ集３巻の８話と９話の間の事件になっております。

　そのため、ヒースクリフはソーサラー技能が３レベルになっていますが、まだ使い魔まである鴉からすのフレディ召しよう喚かん儀ぎ式しきが行われていません。

　思えばへっぽこたちは、１レベルの頃から危あぶなっかしく冒険を続けてきて、今や英えい雄ゆう候こう補ほにまで成長しています。実力はもちろん、名めい誉よに人じん望ぼう、コネも増え。けれど相あい変かわらず、どこかへっぽこなままに、着実な成長を遂とげてきました。彼らの成長が、一いつ緒しよに歩あゆんできたゲームマスターとしては、とても嬉うれしく誇ほこらしく。そして、数字やレベルという形で目に見える成長が、大人おとな気げないことですがほんの少しだけ妬ねたましく。

　元は畑違いの受付兼けん経けい理りだった自分でしたが、物書きの端はしくれとなった今、彼らとともに、成長したい。負けるものかという思いが、短編小説そして、今回の長編小説に繫つながったような気がします。




　それにしても、今回長編小説を執しつ筆ぴつするに当たって、一番苦労したのは、どこに事件の時系列を持ってくるかということでした。

　彼らは一年ほどの間に、リプレイ20数回分の冒険をこなし、事件を解決し……と実にめまぐるしい人生を歩んでいます。

　ぶっちゃけ、これだけ長期間にリプレイを続けるとは思っていなかったため、「前回の事件から数日後」とか「二、三日して……」などという始まりで事件を起こすことが多く、ものすごい密みつ度どで彼らは冒険にかかりきりになっているのでした。

　自分のリプレイを読み返し、恥はずかしさに身をもむあまりにハラワタよじれて、その歪ゆがみを口から手ェつっこんで搔かき回して位置修正したいような思いに包つつまれながら、彼らの冒険の隙すき間まを探し、『へっぽこ冒険者と眠る白はく嶺れい』は誕たん生じようすることになりました。

　それも、ひとえにリプレイ読者さまがたの応おう援えんのおかげに他ほかなりません。本当にありがとうございます。

　これからも、へっぽこ冒険者たちは小説に、リプレイ（残り巻数は、あと僅わずかですが）にと、活躍の幅はばを広げていきたいと思いますので、どうぞ、よろしくお願いいたします。あ、現在挿さし絵えを担当してくださっている浜田よしかづさんの、へっぽこーずたちの漫まん画ががドラゴンマガジン増刊のファンタジアバトルロイヤルに連れん載さいされておりますので、そちらも是ぜ非ひともよしなに……。

　それから、それから、へっぽこたちの後こう輩はいにあたる（？）冒険者たちのリプレイも現在発行されております『新ソード・ワールドリプレイ集ＮＥＸＴ　ロマール・ノワール』。オーファンの隣りん国ごくロマールで、フレッシュな新人ゲームマスターと元気なプレイヤーたちが飛び跳はねてますので、こちらも。あ、それからへっぽこたちには短編集も出ておりまして……（宣せん伝でん大量につき途と中ちゆうで削さく除じよ）。




　さて、少しばかり、秋田の近きん況きようを書こうとも思ったのですが。

　………………（思し案あん中）。

　……お仕事のペースが遅おそいなりにがんばっていますとか、暑い夏にへばり気ぎ味みという以外に思いつかず、我われながらつまんない人生を送っていることに、いきなり気付いてしまいました。

　慌あわてて友人に「人生を豊かにしてくれ」とわけわかんないことを訴うつたえようとして、「人生を浴衣ゆかたにしてくれ」とさらに意味不明なことを口にして変へんな顔をされつつ、焼やき鳥とりを食べにいったり。おいしかったです。焼鳥好きです。

　長編執筆中に老ろう衰すいで逝いった、享きよう年ねん８歳11ヶ月のペットのうさぎを思い出して、時とき折おりしょぼんとしょげたりしながらも、これからも精せい一いつ杯ぱいがんばっていこうと思います。




　次の機き会かいには。ええ、ぜひとも次の長編のあとがきには、もう少し面おも白しろみのある近況を書こうという野や望ぼうをもって、今回のあとがきを締めさせていただきます。







　データ・セクション







【キャラクター】（＊数値は選せん択たくルールを使用）




イリーナ・フォウリー（人間、女、16歳）


　器き用よう度ど11（＋１）

　敏びん捷しよう度15（＋２）

　知ち力りよく10（＋１）

　筋きん力24（＋４）

　生せい命めい力22（＋３）

　精せい神しん力16（＋２）

　保ほ有ゆう技ぎ能のう：ファイター４、プリースト（ファリス）２、セージ１

　冒ぼう険けん者しやレベル４

　生命力抵てい抗こう力７

　精神力抵抗力６

　武ぶ器き：グレートソード　　攻こう撃げき力５　打だ撃げき力29　追つい加かダメージ８

　　　　ロングボウ　　攻撃力５　打撃力29　追加ダメージ８

　　　　クラブ　　攻撃力５　打撃力24　追加ダメージ８

　　　　石　　攻撃力５　打撃力24　追加ダメージ８

　　盾たて：ラージシールド　　回かい避ひ力７

　　鎧よろい：プレート・アーマー　　防ぼう御ぎよ力29　ダメージ減げん少しよう４

　魔ま法ほう：神しん聖せい魔法２レベル（ファリス）　　魔力３

　言げん語ご：（会話）共通語、西せい方ほう語

　　　　（読文）共通語、西方語






マウナ・ガジュマ（ハーフエルフ、女、20歳）


　器用度17（＋２）

　敏捷度15（＋２）

　知力16（＋２）

　筋力８（＋１）

　生命力13（＋２）

　精神力18（＋３）

　保有技能：シャーマン３、レンジャー２、セージ１

　冒険者レベル３

　生命力抵抗力５

　精神力抵抗力６




　武器：ロングボウ　　攻撃力４　打撃力13　追加ダメージ３

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：高品質のハード・レザー・アーマー　　防御力13　ダメージ減少３

　魔法：精霊魔法３レベル　　魔力５

　言語：（会話）共通語、西方語、精霊語

　　　　（読文）共通語、西方語、下か位い古代語






ガルガド（ドワーフ、男、36歳）


　器用度19（＋３）

　敏捷度11（＋１）

　知力13（＋２）

　筋力16（＋２）

　生命力23（＋３）

　精神力27（＋４）

　保有技能：ファイター３、プリースト（マイリー）３、クラフトマン（木工）５

　冒険者レベル３

　生命力抵抗力６

　精神力抵抗力６




　武器：メイス　　攻撃力７　打撃力21　追加ダメージ５

　　盾：スモールシールド　　回避力４

　　鎧：ラメラー・アーマー　　防御力21　ダメージ減少３

　魔法：神聖魔法３レベル　　魔力５

　言語：（会話）共通語、ドワーフ語

　　　　（読文）共通語、ドワーフ語






ノリス・ウェストイック（人間、男、15歳）


　器用度18（＋３）

　敏捷度13（＋２）

　知力10（＋１）

　筋力14（＋２）

　生命力12（＋２）

　精神力12（＋２）

　保有技能：シーフ４、シャーマン２

　冒険者レベル４

　生命力抵抗力６

　精神力抵抗力６




　武器：スーパー・ノリス・ブレード　　攻撃力８　打撃力５　追加ダメージ７

　　盾：なし　　回避力６

　　鎧：ソフト・レザー・アーマー　　防御力７　ダメージ減少４

　魔法：精霊魔法２レベル　　魔力３

　言語：（会話）共通語、西方語、精霊語

　　　　（読文）西方語






ヒースクリフ・セイバーヘーゲン（人間、男、17歳）


　器用度15（＋２）

　敏捷度17（＋２）

　知力19（＋３）

　筋力16（＋２）

　生命力11（＋１）

　精神力13（＋２）

　保有技能：ソーサラー３、レンジャー１、セージ３

　冒険者レベル３

　生命力抵抗力４

　精神力抵抗力５




　武器：ロングボウ　　攻撃力３　打撃力21　追加ダメージ３

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：ソフト・レザー・アーマー　　防御力７　ダメージ減少３

　魔法：古代語魔法３レベル　　魔力６

　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、東とう方ほう語、ゴブリン語

　　　　（読文）共通語、西方語、下位古代語、東方語






エルンスト・パルミュール（人間、男、41歳）


　器用度10（＋１）

　敏捷度９（＋１）

　知力11（＋１）

　筋力10（＋１）

　生命力12（＋２）

　精神力11（＋１）

　保有技能：ノーブル２

　冒険者レベル０

　生命力抵抗力０

　精神力抵抗力０




　武器：なし　　攻撃力０　打撃力０　追加ダメージ０

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：クロース　　防御力３　ダメージ減少０

　魔法：なし

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）共通語、西方語






ユーク（人間、女、12歳）


　器用度９（＋１）

　敏捷度10（＋１）

　知力９（＋１）

　筋力８（＋１）

　生命力12（＋２）

　精神力11（＋１）

　保有技能：ドラゴン・プリースト１　ハンター１

　冒険者レベル１

　生命力抵抗力３

　精神力抵抗力２




　武器：ショートボウ　　攻撃力２　打撃力13　追加ダメージ２

　　盾：なし　　回避力０

　　鎧：クロース　　防御力３　ダメージ減少１

　魔法：竜語魔法１レベル　　魔力２

　言語：（会話）共通語、西方語

　　　　（読文）西方語






【アイテム】




〝伝声の貝ウイスパー・シエル〟

知名度＝16

魔力付ふ与よ者＝「囁ささやくもの」レディア

形状＝二枚貝の細工物

基本取引価格＝６万４０００ガメル

魔力＝二枚貝の形の細工物の一つへと向けて話しかければ、対ついの貝かい殻がらからその声を聞くことができる。

説明＝貝殻の片方を持つものの声を、もう一対の貝から聞きとることができます。一見、そっくりに作られた貝の細工物は、どちらが声を受けとるほうで、どちらが対からの声を発するほうなのか、使ってみるまではわからないでしょう。貝から伝えられる音量は小さめに設定されており、耳に貝を押し当てることで、ようやく対の貝からの声や音を聞きとることができるくらいです。

　声を受けとるほうからは相手の声を聞く事はできず、言葉を伝えるほうからは、相手へと声を届ける事はできません。

　したがって、双方で自由に会話をするためには、二組が必要となります。




【モンスター】




グリズリー


　モンスター・レベル＝３

　知名度＝６　　敏捷度＝14　　移動速度＝21

　出しゆつ現げん数＝単たん独どく～数匹ひき　　出現頻ひん度ど＝まれ　　知ち能のう＝動物なみ　　反はん応のう＝腹はら具ぐ合あいによる

　攻撃点＝牙：10（３）／爪つめ：11（４）／爪：11（４）　　打撃点＝12／11／11

　攻撃点＝牙：10（３）／締しめ：11（４）　　打撃点＝12／10

　回避点＝10（３）　　防御点＝７

　生命点／抵抗値ち＝22／12（５）　精神点／抵抗値＝７／10（３）

　特とく殊しゆ能力＝締めつけ

　生息地＝森　　言語＝なし　　知覚＝五感



　グリズリーは母はは熊ぐまが子供を連れている場合を除けば、基本的には単独で行動しています。雑ざつ食しよくで、口に入るものならなんでも食べてしまうといわれています。身長は３メートルほどですが、中には４メートルに達する巨大なグリズリーもいます。しかも、その体格に似合わぬ敏捷性、怪力からもっとも恐ろしい動物の一つに分類されます。

　普段は向こうから人間を避けるようですが、出会い頭に遭そう遇ぐうしたり、空腹であったときには話が違います。また、子連れの母熊は小熊を守るために全力をあげますから、旅人は不ふ用よう意いにこのような熊の集団に近づくのは避さけるべきでしょう。このとき、死んだふりをしても無む駄だです。彼らは死し肉にくも食べるからです。また、一度人間の肉の味をおぼえたグリズリーは、人間を頻繁に襲おそうようになるといわれています。

　熊の特殊攻撃にベア・ハッグがあります。これはその太い両腕で敵を抱かかえこみ、相手を締め上げる技です。「締めつけ」（完全版ルールブック２５４ページ）として処しよ理りしてください。熊は状況に応おうじてこの攻撃をとります。複数の相手に囲まれているときは、両腕を振り回し、当たるを幸いなぎ払おうとしますが、相手の数が少なければベア・ハッグにきます。ベア・ハッグ攻撃が命中した場合、冒険者は熊に抱えられた状態になります。

　ベア・ハッグで相手を捕らえた熊は、その相手を締め上げながら、同時に嚙かみついてきます。この攻撃では熊は、攻撃点に＋４のボーナスを得えます。この状態では、熊は他の相手を攻撃することはありません。




キマイラ


　モンスター・レベル＝５

　知名度＝13　　敏捷度＝12　　移動速度＝12

　出現数＝単独　　出現頻度＝まれ　　知能＝人間なみ　反応＝敵対的

　攻撃点＝牙：12（５）／蛇の牙：12（５）　打撃点＝15／13＋毒

　回避点＝12（５）　　防御点＝９　　生命点／抵抗値＝24／15（８）

　精神点／抵抗値＝18／14（７）

　特殊能力＝暗黒魔法５レベル（魔法強度／魔力＝14／７）

　　　　　　毒（毒性値12、発語障害、一日間持続）

　　　　　　毒、病気に冒おかされない

　　　　　　不ふ眠みん

　生息地＝山奥　　言語＝なし　　知覚＝五感（暗あん視し）



　キマイラは胴どう体たいの前半分が黒いライオン、後半分が悪あく魔まの黒山や羊ぎです。尻尾しつぽは蛇へびで、背中からは山羊の頭が生えています。きわめて凶暴なことで知られ、よほどの勇者でなければ倒すことは不可能です。幸いにも深い山奥に棲すんでいるのと、無理な合成がたたって繁はん殖しよく力が弱く、数が少ないので、滅めつ多たに遭遇することはありません。

　先頭のときには、キマイラはライオンの牙きばと尻尾の先端の蛇の牙で、同時に二つの目標を攻撃できます。同一目標に対して、１ターンに２度攻撃をすることはできません。蛇の牙には言語中ちゆう枢すうを麻ま痺ひさせる神経性の毒どくがあり、これに冒されたものは、１日間は喋しやべることも呪文を唱えることもできなくなります。また、背中の黒山羊の首は５レベルまでの暗黒魔法を唱となえることができます。




ドラゴントゥース・ウォリアー（スケルトン・ウォリアー）


　モンスター・レベル＝５

　知名度＝14（ただし、ソーサラーは必ず知っている）　　敏捷度＝18　　移動速度＝14

　出現数＝単独～数体　　出現頻度＝まれ　　知能＝命令を聞く　　反応＝命令による

　攻撃点＝武器：12（５）　打撃点＝11　　回避点＝17（７）　　防御点＝10

　生命点／抵抗値＝16／13（６）　　精神点／抵抗値＝[image: ]／13（６）

　特殊能力＝精神的な攻撃は無む効こう

　　　　　　刃のついた武器はクリティカルしない

　　　　　　毒、病気に冒されない

　生息地＝不定　　言語＝なし　　知覚＝擬ぎ似じ



　スケルトン・ウォリアーは、魔法のかかったドラゴンの牙から作りだされるゴーレムです。その外見は完全武ぶ装そうしたスケルトンで、まるで機械のように精せい密みつな動きで武器と盾を使います。しかし、その知能は低く、複雑な命令とか、抽ちゆう象しよう的な命令を受け入れることはできません。そのため、スケルトン・ウォリアーは宝物庫の番人など、単純な仕事に使われることが多いようです。

　スケルトン・ウォリアーを作りだした術じゆつ者しやが、新たな命令を上位古代語で行ったり、以前出した命令を取り消さないかぎり、彼らは受けた命令を実行しようとします。他人の作りだしたスケルトン・ウォリアーの命令を取り消し、コントロールすることは普通できません。また、一度作り出されたスケルトン・ウォリアーは、二度ともとの牙には戻りません。

　刃のついた武器でこのスケルトン・ウォリアーを攻撃しても、クリティカルはしません。










ソード・ワールド・ノベル




へっぽこ冒ぼう険けん者しやと眠ねむる白はく嶺れい








秋あき田たみやび
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